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■ 施設 

 

敷地面積 35, 177 ㎡ 

建築面積 2, 238 ㎡ 

延床面積 8, 577 ㎡ 

展示壁長 1, 440ｍ 

建築高さ  17. 8ｍ 

構  造 地上 3 階、 地下 1 階、 鉄筋コ ンク リ ート 造、  

     一部鉄骨鉄筋コ ンク リ ート 造 

工  期 昭和 55 年 3 月 28 日～昭和 57 年 2 月 27 日 

設  計 株式会社黒川紀章建築都市設計事務所 

開  館 昭和 57 年 11 月 3 日 

 

 

 黒川紀章設計の初の美術館である 当館の建築上の特色を挙げる

と 、 建物全体がグリ ッ ド （ 格子） の立方体によ り 構成さ れてお

り 、 入口へのアプロ －チと し て正面のエント ラ ンス・ ポーチにグ

レーゾーン（ 内部と 外部と の中間領域） と 呼ばれる 鳥籠状の構造

体が鳥のく ちばし のよ う につき出ている 。 その四角い形の固さ を

破る よう に、 ファ サ－ド （ 建物正面） には波状の曲面ガラ スがは

めこ まれている 。  

 各階に分かれた展示室の一体感を確保するため、 建物中央には 4

層を貫く 吹き抜けのセンタ ー・ ホ－ルが設けら れている。 こ こ は

天井から 自然光を採り 入れる と と も に、 中空にさ まざまな展示物

を吊り 下げるこ と が可能で、 極めて特異な空間と し て様々なイ ベ

ント にも 使われる。  

 2 階の展示室は、 前述の波状ガラ スによ る ファ サ－ド の一部か

ら 、 ギャ ラ リ ーの中に直接外光が入ってく る。 こ れは、 密閉し て

一定不変の人工光線によ る 状態にすると いう 美術館構造の常識を

打破する 試みである 。 こ こ から は北浦和公園の美し い緑を目にす

る こ と ができ、 密閉さ れる こ と で失われがちな美術館の中での人

間性を回復する と いう 意味でも 注目さ れる 。  

 開館後の 1985-86 年には、 田中米吉の作品《 ド ッ キング》 が外

壁など建築と 共生する よ う に設置さ れた。  
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■ 美術館誌 

 

 5月8日に新型コロナウイルス感染症の位置付けが5類に変更され、

感染症対策による行動制限が不要となったことから、展示室入場者数

の制限等を撤廃した。 

 これにより、新型コロナウイルス感染症感染拡大前の状況に戻り、

感染症対応のための制限等を考慮せずに事業を推進することが可能に

なった。 

   

令和５（2023）年 

2月25日 企画展「戸谷成雄 彫刻」を開催（～5月14日）。 

4月8日 「見沼100年構想の会」による緑のボランティアが

北浦和公園を整備（以降原則毎月第2日曜日）。 

 5月5日  「埼玉県立近代美術館利用審査会」に書面審査を依

頼。 

 5月8日  新型コロナウイルス感染症の位置付けが5類に変更

となる。展示室入場制限等を撤廃。 

5月13日  「ＭＯＭＡＳコレクション[5/13 - 8/27]」を開催

（～8月27日）。 

6月3日  ポリスコンサートを北浦和公園にて開催予定も、大

雨により中止。 

6月30日 「第1回埼玉県立近代美術館フレンド理事会」を開

催。 

7月15日   企画展「横尾龍彦 瞑想の彼方」を開催（～9月24

日）。 

7月15日  「埼玉りそな銀行フリーデー」を実施（ＭＯＭＡＳ

コレクション観覧料無料）(～8月27日）。 

7月15日 夏休みＭＯＭＡＳステーション設置（～8月29日）。 

8月4日  「埼玉県立近代美術館利用審査会」を開催。 

8月24日 「第1回埼玉県立近代美術館協議会」を開催。 

8月31日 博物館法による博物館登録申請。 

 9月2日 「ＭＯＭＡＳコレクション[9/2 - 11/26]」を開催

（～11月26日）。 

9月22日 「埼玉県立近代美術館美術資料選考評価委員会」を

開催。 

10月7日 さいたま国際芸術祭2023開幕（～12月10日）。当館

は割引クーポンの配布、スタンプラリー等連携事業

を実施。 

10月14日 企画展「イン・ビトウィーン」を開催（～1月28

日）。 

10月14日 アーティスト・プロジェクト #2.07「永井天陽 遠回

りの近景」開催（～1月28日）。 

11月6日 「埼玉県立近代美術館利用審査会」に書面審査を依

頼。 

11月19日 公募プログラム「みつめて、かんじて、たべてみ

て！－作品のみかた・味わいかた」表彰式・試食イ

ベント開催（応募作品を館内1階ギャラリーにて展

示（11月14日～1月28日）。 

 

 

 

 

 

12月2日 「ＭＯＭＡＳコレクション[12/2 - 2/25]」を開催

（～2月25日）。 

12月17日  第13回ミュージアムフォーラム開催。 

 

令和６（2024）年 

1月27日 「埼玉県立近代美術館美術資料選考評価委員会」に

持ち回りによる審査を依頼（～2月6日）。 

2月9日 「埼玉県立近代美術館利用審査会」を開催。 

2月8日  「ミュージアム・キャラバン」を三郷市立前谷小学校

にて開催。講師として美術家の青木聖吾氏を派遣。 

2月15日 博物館法改正に伴う登録博物館への再登録について

博物館登録原簿に登録完了。 

2月15日 「ミュージアム・キャラバン」を戸田市立美谷本小

学校にて開催。講師として現代美術家の大村雪乃氏

を派遣。 

2月17日  企画展「アブソリュート・チェアーズ」を開催（～

5月12日）。 

2月20日 「ファミリー鑑賞会」開催。新型コロナウイルス感

染症対策による休止を経て、令和元年11月7日以来

4年3カ月ぶりに開催。 

2月22日 「第2回埼玉県立近代美術館協議会」を開催。 

3月2日 「ＭＯＭＡＳコレクション[3/2 - 6/2]」を開催（～6

月2日）。 

3月15日 「第2回埼玉県立近代美術館フレンド理事会」を開

催。 

3月16日 「ミュージアム・レクチャー 日本の表装文化 古美術

から現代絵画まで」を開催。 

3月17日 「ミュージアム・シアター 女性たちの映像表現 第1

回」を開催。 

3月24日 「ミュージアム・シアター 女性たちの映像表現 第2

回」を開催。 
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■ 企画展  

  

 令和 5 年度は、「 戸谷成雄 彫刻」（ 2023 年 2 月 25 日～5 月 14 日）、

「 横尾龍彦 瞑想の彼方」（ 7 月15 日～9 月24 日）、「 イン・ ビト ウィ ー

ン」（ 10 月14 日～2024 年1 月28 日）、「 アブソ リ ュート ・ チェアーズ」

（ 2 月17 日～5 月12 日） の 4 本の企画展を開催した。  

 「 横尾龍彦 瞑想の彼方」 は、晩年に秩父市にアト リ エを構えた画家・

横尾龍彦の足跡をたどる国内初の大規模な回顧展と なった。 横尾にゆ

かり のある北九州市立美術館、 神奈川県立近代美術館、 当館が協力し

て調査を進め、 横尾の活動の全体像を描き出した。  

 「 イン・ ビト ウィ ーン」 は、当館のコレク ショ ンを活用する展覧会と

して企画された。近年収蔵作家と なった早瀬龍江、ジョ ナス・ メ カス、

林芳史の足跡を辿ると と も に、 ゲスト ・ アーティ スト に現在活躍中の

潘逸舟を迎え、国境やジェンダー、虚実など様々な「 境界の狭間」 を展

覧会全体のテーマと した。 それによって、 物故である 3 名の収蔵作家

についても、 今日的な視点を交えて紹介すること ができた。  

 「 アブソ リ ュート ・ チェアーズ」 は、開館以来デザイナーズ・ チェア

を収集し、「 椅子の美術館」 と して知られる当館が、 現代美術のなかの

椅子の表現に着目し、 新たな視点から椅子の機能や含意を読み解く 企

画展である。 当館館長の建畠晢が発案し 、 長らく 構想を練っていた本

展が、 巡回先の愛知県美術館と の協働により 、 実現するかたちと なっ

た。  

 また、平成28 年度から実施している、学芸員が現在活躍中のアーテ

ィ スト を自由に推薦する展示プログラム「 アーティ スト ・ プロジェク

ト #2. 0」 は、 令和 5 年度から企画展事業費により 開催すること と なっ

た。 令和 5 年度は、 埼玉県飯能市出身の彫刻家・ 永井天陽を紹介する

「 永井天陽 遠回り の近景」（ 2023 年 10 月 14 日～2024 年1 月28 日）

を開催した。 永井はカラ フルなアク リ ル材や剥製、 既製品など異素材

を重ね合わせ、 多重の認識を引き起こ すよう な作品を制作している。

今回の展示では、 展示室 Dに加え、 センターホールやエント ラ ンスで

も 建築空間と 呼応したインスタレーショ ンが展開された。  

 令和 5 年 5 月に新型コロナウイルス感染症の位置付けが 5 類へ移行

したため、 長ら く 休止していた担当学芸員によるギャラリ ート ーク を

「 横尾龍彦 瞑想の彼方」 から 再開した。 各企画展では、 その他にも多

様な関連イベント を実施した。  

 なお、「 イ ン・ ビト ウィ ーン」 およびアーティ スト ・ プロジェク ト  

#2. 07 「 永井天陽 遠回り の近景」は、「 さいたま国際芸術祭2023」（ 2023

年10 月7 日～12 月10 日） の連携プロジェク ト と して開催した。   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 横尾龍彦 瞑想の彼方 

   Yokoo Tatsuhi ko Beyond the Real m of  Medi tat i on 

 

■ 会期： 2023 年7 月15 日（ 土） ～ 9 月24 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館 

■ 協賛： 株式会社イト ーキ 

■ 特別協力： 公益財団法人日動美術財団 

■ 広報協力： JR東日本大宮支社、 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５  

■ 観覧料： 一般1,000 円（ 800 円）、 大高生800 円（ 640 円）  

■ 入場者数： 7, 868 人 

■ 広報印刷物： ポスター兼ちらし A2（ 4 つ折り ） ／ 

       デザイン： 山下雅士( sl eepwal k)   

■ 担当学芸員： 菊地真央、 平野到、 𠮷岡知子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A2 ポスター兼ちらし 

 

■ 開催趣旨 

横尾龍彦(1928-2015)は、 日本と ド イツを往来しながら活動し、独自の

画境を深めた画家です。 1960 年代後半、 キリ スト 教や神話を題材にし

た幻想画を発表、 澁澤龍彦や種村季弘に高く 評価さ れます。 1980 年以

降には、 禅やルド ルフ・ シュタイナーの霊学に影響を受けて東西思想

の融合を志向し 、 力強い筆勢と 飛沫が特徴的な抽象画を描く よう にな

り ます。やがて、制作前に瞑想し無心の状態になるこ と で、無作為に描

く スタイルを確立。 自意識を超えた世界の美を追求し続けました。 本

展では、 日本の美術館で初めての回顧展と して、 秩父市のアト リ エに

遺された作品を中心に、 横尾の初期から晩年までの作品・ 資料をご紹

介します。  

 

■ 図録 

・ 規格： B5 判（ 縦258mm×横190mm×厚19mm）、 192 頁 

・ 編集： 小松健一郎、 山下理恵（ 北九州市立美術館）、 橋口由依、 西澤

晴美（ 神奈川県立近代美術館）、 菊地真央、 平野到（ 埼玉県立近代美術

館）  
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・ デザイン： 山下雅士（ sl eepwal k）  

・ 印刷・ 製本： 光村印刷株式会社 

・ 発行： 埼玉県立近代美術館 

・ 価格： 2, 000 円（ 消費税込）  

・ 内容： 境域を踏み超える。（ 水沢勉）、彼方より 吹く 風―横尾龍彦の内

的世界（ 小松健一郎） ／図版と 章解説、 コラ ム： 第1 章 北九州からヨ

ーロッ パ、 東京へ、 コラ ム・ 若松と のつながり （ 小松健一郎）、 第２ 章 

悪魔と エロスの幻想、コラム・ 挿絵の仕事（ 橋口由依）、第３ 章 内なる

青を見つめて、 コラ ム・ 種村季弘と ド イツ移住（ 小松健一郎）、 第４ 章 

東と 西のはざまで、特別コラム・「 SMI LE」 と「 にらみ」  横尾先生のこ

と ／サレジオのこ ろ（ 藤木隆男）、コラ ム・ 聖像制作（ 菊地真央）、第５

章 水が描く 、風が描く 、土が描く 、コラム・ 秩父アト リ エ（ 菊地真央）

／回想の横尾龍彦（ 酒井忠康）、 インタビュー： 横尾嘉子（ 橋口由依編

集）、 横尾龍彦の技法（ 橋口由依）、「 メ ディ テーショ ン芸術」 の開示―

横尾龍彦の晩年における活動について（ 菊地真央）、 横尾龍彦年譜（ 小

松健一郎編集）、横尾龍彦関連文献一覧（ 小松健一郎編集）、掲載作品お

よび資料一覧、 写真・ 画像提供 

 

■ 関連事業 

・ 特別対談 鎌田東二氏（ 京都大学名誉教授） ×水沢勉氏 

（ 神奈川県立近代美術館長）  

  日時： 9 月10 日（ 日） 15: 00～16:30（ 開場14: 30）  

 場所： 2 階講堂 

 参加者数： 97 人 

 

・ 担当学芸員によるギャラ リ ート ーク  

日時： 7 月15 日（ 土）、 8 月6 日（ 日）  

   各日と も 15:00 から 30 分程度 

場所： 2 階展示室 

参加者数： 26 人（ 7 月15 日）、 27 名（ 8 月6 日）  

 

■ 広報記録 

＜新聞＞ 

・「 秩父にアト リ エ 横尾龍彦回顧展」『 読売新聞』 2023 年7 月16 日

埼玉版 

・「 美の履歴書810 浮かぶ顔、 顔 何を語る 「 七つの燈台」  横尾

龍彦」『 朝日新聞』 2023 年8 月22 日 

・「 無意識の世界に美を求め 横尾龍彦 瞑想の彼方 県立近代美術館」

『 埼玉新聞』 2023 年9 月5 日 

・「 無の境地で描いた世界」『 東京新聞』 2023 年9 月10 日埼玉版 

・ 告知：『 毎日新聞』 2023 年6 月23 日、 2023 年6 月30 日、 2023 年8

月25 日、 2023 年9 月1 日、 2023 年9 月8 日／『 埼東よみう り 』 2023

年6 月23 日 

＜雑誌、 ミ ニコミ 誌等＞ 

・ 志賀信夫「 横尾龍彦 悪魔的幻想から 瞑想的抽象へ」『 ExtrART』

f i l e. 37、 2023 年6 月30 日 

・ 告知：『 武州路』 7 月号、2023 年6 月20 日／『 美じょ ん新報』 285 号、

2023 年6 月20 日／『 ク ッ キーズ、 と ねじん』 2023 年6 月26 日／『 た

まログ』 7 月号、 2023 年 7 月 1 日／『 定年時代』 7 月号、 2023 年7 月

3 日／『 埼玉往来』 6・ 7 月号、 2023 年7 月 15 日／『 彩の国だより 』 8

月号、 2023 年8 月1 日／『 ARI FI T』 2023 年8 月18 日 

＜テレビ・ ラジオ＞ 

・ Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５ 『 朝情報★埼玉』 2023 年7 月14 日 

・ NHK教育『 日曜美術館アート シーン』 2023 年9 月10 日 

＜Web＞ 

・「 秩父にアト リ エ構えた横尾龍彦さ んの回顧展、 県立近代美術館

で」『 読売新聞(Web) 』 2023 年7 月16 日 

・ 井戸沼紀美「 埼玉県立近代美術館「 横尾龍彦 瞑想の彼方」 ～9 月

24 日」『 と きの忘れも の』 2023 年8 月2 日 

・ 告知：『 ファ ッ ショ ンプレス』 2023 年6 月8 日／『 インターネッ ト ミ

ュージアム』 2023 年6 月13 日／『 アート アジェンダ』 2023 年6 月18

日／『 展覧会・ 博物館・ 美術館・ 記念館』2023 年6 月19 日／『 ShareArt』

2023 年6 月24 日／『 美術展ナビ』 2023 年6 月27 日／『 Acore おおみ

や』 2023 年 6 月 29 日／『 Sf umart』 2023 年 7 月 11 日／『 Tokyo Art 

Beat』 2023 年7 月15 日／『 ArtSti cker』 2023 年7 月18 日／『 県教委

だより 』 2023 年 7 月 21 日／『 Web 美術手帖』 2023 年 7 月 31 日／

『 KATYCOM』 2023 年8 月2 日／『 ぴあニュース』 2023 年8 月22 日 

 

 

第2 章 悪魔と エロスの幻想 展示風景 

 

■ 担当後記 

◆横尾龍彦は、 少年時代を北九州市で過ごし、 1970 年代の後半には神

奈川県逗子市に住んで鎌倉の文化人と 交流し、 晩年には埼玉県秩父市

にアト リ エを構えた。本展は、北九州市立美術館、神奈川県立近代美術

館、 当館と いう ゆかり のある美術館で開催さ れる大規模な回顧展と な

った。  

◆当初、 横尾が活動の拠点と したド イツでの調査も 念頭に置かれてい

たが、 2020 年より 続く 新型コロナウイルスの影響と 、 予算上の問題で

断念するこ と になった。結果と して、秩父市内のアト リ エの作品、全国

の美術館や国内の個人コレク ターが所蔵する作品を丹念に調査するこ

と が出来た。横尾の作品は、年代によって作風が大きく 変わるが、無意

識を重視し た制作方法などすべての作風に共通する要素も う かがえる。

横尾の多彩な画風、 そして横尾が制作において生涯一貫して重視した

要素、 いずれも 明快に示すこ と ができるよう に、 各年代の作品をほぼ

同程度の点数で、 バランスよく 紹介するこ と を心がけた。 ただし東京

美術学校を卒業した直後、活動の最初期と いえる 1950 年代の作品は確

認できなかった。 今回の調査で大きな成果と なったのは、 絵画作品の

みなら ず、 横尾が断続的に続けていた聖像の制作活動について概要を

明らかに出来たこと である。 国内各地で、 今も横尾の制作した聖像が

礼拝、祈り の対象と なっている。その一方で、すでに閉鎖された礼拝堂
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などもあり 、 調査は大変貴重な機会と なった。  

◆作品調査、図録編集、各館の展示作業等について、各館の担当学芸員

及び副担当の学芸員がバランスよく 分担すること ができた。 加えて、

度重なるアト リ エ調査にご協力く ださ った横尾嘉子氏、 快く ご出品や

調査に応じてく ださ ったご所蔵者や関係者の皆様のおかげで、 横尾の

画業をたどる初の展覧会と し て充実した内容と なり 、 図録も 完売と な

った。本展にご協力く ださった皆様に改めて心より 御礼申し上げたい。                                       

                          （ 菊地真央）                

                           

 
第3 章 内なる青を見つめて 展示風景 

 

 

第5 章 水が描く 、 土が描く 、 風が描く  展示風景 
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■出品リ ス ト

第1章　 北九州から ヨ ーロ ッ パ、 東京へ　 　 　 Chapt er  1　 From Ki t akyushu t o Eur ope and Tokyo

出品番号 作品名 制作年 技法材質 所蔵

I -1 男の顔* 1960年 ガッ シュ ・ 紙 塩月律子氏蔵

I -2 火野葦平の死顔 1960年 リ ト グラ フ ・ 紙 北九州市立文学館

I -3 人* 1960年頃 リ ト グラ フ ・ 紙 個人蔵

I -4 三人像* 1960年頃 リ ト グラ フ ・ 紙 個人蔵

I -5 二人の顔* 1960年頃 リ ト グラ フ ・ 紙 個人蔵

I -6 教会 1965年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -7 ラ ・ ポム 1965年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -8 水と 霊 1966年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -9 隠さ れた真珠 1966年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -10 聖女 1966年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -11 エゼキエルの幻視 1966年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -12 赤い実 1966年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -13 不死鳥 1967年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -14 沼の話 1967年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -15 引き 出さ れたカオス 1968年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -16 海 1960年代後半 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -17 魔教 1960年代後半 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -18 香煙 1960年代後半 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I -19 謝肉祭 1960年代前半 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I -M-1
「 Tat suhi ko Yokoo」 展リ ーフレ ッ ト
ギャ ラ リ ー・ ビュ ルデッ ケ

1965年 個人蔵

I -M-2 「 横尾龍彦展」 リ ーフレ ッ ト 　 青木画廊 1966年 個人蔵

I -M-3 「 横尾龍彦」 展リ ーフレ ッ ト 　 青木画廊 1969年 個人蔵

I -M-4 「 横尾龍彦」 展パンフレ ッ ト 　 青木画廊 1969年 北九州市立美術館

I -M-5 青木画廊での青木外司と 横尾 1960年代後半 個人蔵

I -M-6 「 横尾龍彦個展」 リ ーフ レッ ト 　 小倉井筒屋画廊 1964年 個人蔵

第2章　 悪魔と エロ ス の幻想　 　 　 Chapt er  2　 Vi si ons of  The Devi l  and Eros

出品番号 作品名 制作年 技法材質 所蔵

I I -1 夜と 昼 1970年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I I -2 秘儀 1970年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I I -3 超人 1970年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I I -4 七つの燈台 1970年頃 ガッ シュ ・ 紙 福岡県立美術館

I I -5 幽谷 1971年 油彩・ カンヴァ ス 北九州市立美術館

I I -6 黝い玉座 1972年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I I -7 流星の時 1973年 ガッ シュ ・ 紙 神奈川県立近代美術館

I I -8 錬金術師 1973年頃 ガッ シュ ・ 紙 神奈川県立近代美術館

I I -9 愚者の旅 1975年 油彩・ カンヴァ ス 北九州市立美術館

I I -10 不思議の国 1975年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I -11-1 版画集『 悪の華』  1.  高翔 1975年 エッ チング、 アク アチント ・ 紙 個人蔵

I I -11-2 版画集『 悪の華』  3.  地獄のド ンジュ アン 1975年 エッ チング、 アク アチント ・ 紙 個人蔵

I I -11-4 版画集『 悪の華』  9.  魔王連禱 1975年 エッ チング、 アク アチント ・ 紙 個人蔵

I I -12 毒薬 1975年頃 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I I -13 奇異な火 1970年代後半 ガッ シュ 、 紙 個人蔵

I I -14 生命の水 1970年代後半 油彩・ カンヴァ ス ボード 個人蔵

I I -15 獣の名は666なり 1970年代 ガッ シュ 、 紙 個人蔵

I I -16 聖杯* 1980年 ガッ シュ 、 紙 個人蔵

I I -17 青い響き 1980年 ガッ シュ 、 紙 個人蔵

I I -18 復活 1980年 ガッ シュ 、 紙 個人蔵

I I -19 岸辺の沈黙 1985年頃 ガッ シュ 、 紙
個人蔵（ 神奈川県立近
代美術館寄託）

I I -M-1
モーリ ス ・ ド ・ ゲラ ン『 詩集 サント オル』
窪田般彌訳　 南柯書局

1975年 個人蔵

I I -M-2 テヴェ レ 川風景 1971－1972年 個人蔵

I I -M-3 フォ カス の記念柱と サンティ ・ ルカ・ エ・ マルティ ーナ教会 1971－1972年 個人蔵

・ 出品番号と 展示の順番は必ずし も 一致し ま せん。
・ 資料の出品番号にはMを付し ていま す。
・ 本展出品にあたり 便宜上つけた作品名には*を付し ていま す。
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I I -M-4
「 APOCALYPSE 黙示録、 七つの封印 横尾龍彦展」
リ ーフレ ッ ト 　 永井画廊

1977年 個人蔵

I I -M-5 井上光晴『 黒と 褐色と 灰褐色』 潮出版　 初版 1974年 個人蔵

I I -M-6 高柳重信『 青彌撒』 深夜叢書社　 初版 1974年 個人蔵

I I -M-7 須永朝彦『 就眠儀式 須永朝彦吸血鬼小説集』 西澤書店　 初版 1974年 個人蔵

I I -M-8 青山光雄『 詩集 月下の門』 深夜叢書社　 初版 1993年 個人蔵

I I -M-9
挿絵原画（ 井上光晴「 ［ 連載］ 気温一〇度 第87回」
『 毎日新聞』 1979年8月8日夕刊に掲載）

1979年 個人蔵

I I -M-10
挿絵原画（ 井上光晴「 ［ 連載］ 気温一〇度 第164回」
『 毎日新聞』 1979年11月10日夕刊に掲載）

1979年 個人蔵

I I -M-11
挿絵原画《 木の精》 （ 井上光晴「 ［ 連載］ 企業ラ ブ 第10回」
『 週刊ポス ト 』 1977年3月11日号に掲載）

1977年 榎本香菜子氏蔵

I I -M-12 井上光晴『 丸山蘭水楼の遊女たち』 新潮社　 初版 1976年 個人蔵

I I -M-13 《 十牛図 第一図 尋牛》 プリ ント 1988年 個人蔵

I I -M-14 《 十牛図 第五図 牧牛》 プリ ント 1988年 個人蔵

I I -M-15 『 みづゑ』 第794号　 美術出版社 1971年 個人蔵

I I -M-16 『 横尾龍彦画集 幻の宮』 芸術生活社 1973年 北九州市立美術館

I I -M-17
「 横尾龍彦「 真珠の狩人」 展」 リ ーフレ ッ ト
ギャ ラ リ ーミ キモト

1975年 個人蔵

I I -M-18
「 横尾龍彦「 真珠の狩人」 展」 ポス タ ー
ギャ ラ リ ーミ キモト

1975年 個人蔵

I I -M-19
挿絵原画（ 井上光晴「 ［ 連載］ 日本改造法案大綱 第1回」
『 潮』 第220号、 1977年9月に掲載）

1977年 個人蔵

I I -M-20
挿絵原画（ 井上光晴「 ［ 連載］ 日本改造法案大綱 第4回」
『 潮』 第223号、 1977年12月に掲載）

1977年 個人蔵

I I -M-21
乙竹宏『 メ ルヘンの部屋11 誕生石』
（ 『 世界の詩と メ ルヘン11 大地の詩』 よ り ） 世界文化社

1978年頃 個人蔵

I I -M-22
H.  M.  エノ ミ ヤ・ ラ サール
『 Der Ochs und sei n Hi r t e:  Zen-Augenbl i cke』 ケーゼル出版社

1990年 個人蔵

第3章　 内なる 青を見つめて　 　 　 Chapt er  3　 Looki ng i nt o t he Bl ue Wi t hi n

出品番号 作品名 制作年 技法材質 所蔵

I I I -1 黙示録よ り 1976年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -2 黙示録 ゴグと マゴグ 1977年 油彩・ カンヴァ ス 北九州市立美術館

I I I -3 大地の歌 1979年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -4 滴る 天の雫 1980年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -5 Vi si on I I 1981年 油彩・ 板 個人蔵

I I I -6 朝焼け 1983年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -7 黎明 1983年 油彩・ カンヴァ ス 神奈川県立近代美術館

I I I -8 風景 1984年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -9 プレ リ ュ ード 1984年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -10 春の風 1985年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -11 アルケミ ス ト 1985年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -12 黄金の珠 1985年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -13 水の柱 1985年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -14 封印は解かれた 1985年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -15 不可知の雲 1985年頃 油彩・ 板 個人蔵

I I I -16 天の戦闘 1986年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -17 仙境 1987年 油彩・ カンヴァ ス 個人蔵

I I I -M-1 オス ナブリ ュ ッ ク のシュ ーレ ンベルク 邸での制作風景 1980年 個人蔵

I I I -M-2 オス ナブリ ュ ッ ク のアト リ エ 1980年代前半 個人蔵

I I I -M-3 オス ナブリ ュ ッ ク のアト リ エでの制作風景 1980年代前半 個人蔵

I I I -M-4 オス ナブリ ュ ッ ク のアーベント ギャ ラ リ ーでの個展会場 1980年 個人蔵

I I I -M-5 オス ナブリ ュ ッ ク での種村季弘と 横尾 1977年 個人蔵

I I I -M-6 『 横尾龍彦作品集 1975-1985 青の時代』 横尾龍彦 2006年 個人蔵

第4章　 東と 西のはざま で　 　 　 Chapt er  4　 Between East  and West

出品番号 作品名 制作年 技法材質 所蔵

I V-1 臥龍 1988年 油彩・ カンヴァ ス 神奈川県立近代美術館

I V-2 枯木龍吟2 1988年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-3 聖布2 1989年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I V-4 無題 1989年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I V-5 円相 1989年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I V-6 風 1989年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵
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I V-7 アウ ロ ラ 1991年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-8 無題 1992年 ガッ シュ ・ 紙 個人蔵

I V-9 天体音響 1992年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-10 円相 1992年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-11 風の沈黙 1993年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-12 一路涅槃門 1995年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-13 華 1995年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-14 舞踏する 混沌 1996年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-15 像* 1996年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-16 天のふち駒/昇龍 1999年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

I V-17 聖母子像 1987年 木 東京サレ ジオ学園

I V-M-1 キュ ルテンの家 1980年代後半 個人蔵

I V-M-2 キュ ルテンの日本間 1980年代後半 個人蔵

I V-M-3 キュ ルテンのアト リ エ 1980年代後半 個人蔵

I V-M-4
「 TATSUHI KO YOKOO „Wanderer  zwi schen West  und Ost “ 」 展図録
ギャ ラ リ ー・ ルート ヴィ ッ ヒ ・ ラ ンゲ

1988年 北九州市立美術館

I V-M-5 ギャ ラ リ ー・ ルート ヴィ ッ ヒ ・ ラ ンゲでの個展会場 1988年 個人蔵

I V-M-6 ギャ ラ リ ー・ ルート ヴィ ッ ヒ ・ ラ ンゲでの個展会場 1988年 個人蔵

I V-M-7
「 ——東から 西へ、 そし て再び東へ——横尾龍彦展」 リ ーフレ ッ ト
ギャ ラ リ ーミ キモト

1989年 個人蔵

I V-M-8 『 i con』 Vol .  17　 ス ーパーイ コ ン出版 1989年 個人蔵

I V-M-9
ナザレ修道女会移転管理委員会
『 祈り の館――ナザレ修道院の建築空間』 聖公会出版

1993年 個人蔵

I V-M-10 『 新建築住宅特集』 第102号　 新建築社 1994年 北九州市立美術館

I V-M-11 北田英治『 サレジオ』 TOTO出版 1996年 個人蔵

第5章　 水が描く 、 風が描く 、 土が描く 　 　 　 Chapt er  5　 Drawn By The Water ,  Dr awn By The Wi nd,  Drawn By The Ear t h

出品番号 作品名 制作年 技法材質 所蔵

V-1 わだつみ 1998年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-2 王の乗り 物 1998年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-3 火山 2000年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-4 風 2001年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 北九州市立美術館

V-5 樹 2001年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 北九州市立美術館

V-6 アポカリ プス 2001年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 神奈川県立近代美術館

V-7 青い風 2003年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-8 風の舞踏 2003年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-9 雨を降ら す龍 2003年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-10 宇宙の響き 2003年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-11 不可知の雲 2004年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-12 アポカリ プス 2004年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-13 白い雲 2005年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 世田谷美術館

V-14 キリ ス ト は死者の国へ行った 2007年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-15 宇宙音響 I 2010年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-16 宇宙音響 I I 2010年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-17 風神 2012年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-18 竪琴の調べ 2012年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-19 飛翔 2013年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-20 本質的自然 2013年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-21 海 2014年 ミ ク ス ト メ ディ ア・ カンヴァ ス 個人蔵

V-M-1
制作パフ ォ ーマンス 記録映像　 北九州市立美術館（ 3分29秒） ／
シャ ルロ ッ テンブルク 宮殿、 ベルリ ン（ 3分38秒） ／
ソ ニーセンタ ー、 ベルリ ン（ 3分18秒）

2001年／
2004年／
2005年

個人蔵

V-M-2 ベルリ ンのソ ニーセンタ ーでの個展会場 2005年 個人蔵

V-M-3 ベルリ ンのソ ニーセンタ ーでのパフォ ーマンス 風景 2005年 個人蔵

V-M-4 東京自由大学リ ーフ レッ ト 1999年 個人蔵

V-M-5 東京自由大学 NewsLet t er　 創刊号 1999年 個人蔵

V-M-6 メ ッ ツド ルフのアト リ エ外観 2013年頃 個人蔵

V-M-7 『 横尾龍彦 1980－1998』 春秋社 1998年 埼玉県立近代美術館

V-M-8
「 藝術シンポジウ ムと 藝術パフォ ーマンス 」 記録集
北九州市立美術館

2001年 個人蔵
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■ イン・ ビト ウィ ーン 

   I n Between 

 

■ 会期： 2023 年10 月14 日（ 土） ～ 2024 年1 月28 日（ 日）   

■ 主催： 埼玉県立近代美術館、 さいたま国際芸術祭実行委員会 

■ 協力： RE: VOI R  

■ 広報協力： JR東日本大宮支社、 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ5 

■ 観覧料： 一般 1000 円（ 800 円）、 大高生 800 円（ 640 円）  

■ 入場者数： 8,500 人 

■ 広報印刷物： ポスターB2、 ちらし A4（ 2 つ折り ） ／デザイン： 川

村格夫（ ten pi eces）  

■ 担当学芸員： 鴫原悠、 篠原優、 佐藤あゆか 

 

 

B2 ポスター 

 

■ 開催趣旨 

本展は近年当館の収蔵作家と なった早瀬龍江（ 1905-1991）、ジョ ナス・

メ カス（ 1922-2019）、 林芳史（ 1943-2001） に、 ゲスト ・ アーティ スト

と して潘逸舟（ 1987 年生まれ） を加えた 4 名の作家に焦点を当て、 作

品や関連資料、 関連作家の作品を交えながら紹介します。  

 日常と 非日常、虚構と 現実、過去と 現在、国境、ジェンダーなど、世

界には目に見える、 あるいは目に見えない多く の境界があり ます。 境

界の存在は、 向こ う 側を曇ら せてしまう こと もあれば、 他方では自分

の居場所を守るための拠り どころになること もあるでしょ う 。 過去か

ら 現在まで、 多く の作家がこ う した境界の多様なあり 方に着目し、 作

品を通してそれを浮かび上がらせよう と してきました。 また、 境界に

立つ当事者と しての自身のアイデンティ ティ に向き合い、 制作を続け

る作家も 少なく あり ません。  

 本展はこのよう な視点から、日常的な営みを起点に、絵画、版画、ド

ローイング、 映像などそれぞれのメ ディ アを用いた試みを重ね、 他者

と の境界やアイデンティ ティ について思索を深める各作家の足跡を紹

介します。 さまざまな境界線のあわいに立ち、 往還する作家たちの眼

差しと 手探り は、 現在に生きる私たちの視野を豊かに広げてく れるこ

と でしょ う 。  

 

■ 図録 

・ 規格： A5 変形版（ 21. 0×14. 6cm）、 112 頁 

・ 編集： 鴫原悠、 篠原優、 佐藤あゆか（ 埼玉県立近代美術館）  

・ デザイン： 川村格夫（ ten pi eces）  

・ 印刷・ 製本： 関東図書株式会社 

・ 発行： 埼玉県立近代美術館 

・ 価格： 1, 100 円（ 消費税込）  

・ 内容：  

［ 図版］ 林芳史／潘逸舟、 潘逸舟「 イン・ ビト ウィ ーン」 ／早瀬龍江

／ジョ ナス・ メ カス／鴫原悠「「 イン・ ビト ウィ ーン」 展覧会のため

のイント ロダク ショ ン」  

［ 資料編］ 作家年譜・ 主要文献目録／関連作家略歴／出品リ スト  

 

■ 関連事業 

・ アーティ スト ・ ト ーク 

潘逸舟（ 出品作家） × 長島有里枝（ アーチスト ）  

日時： 10 月14 日（ 土）  15: 00～16:30（ 開場は 14: 30）  

場所： 2 階講堂 

定員： 80 人（ 当日先着順）  

参加費： 無料 

参加者数： 60 人 

 

・ ジョ ナス・ メ カス映像作品上映会&ト ーク  

①第1 回 

日時： 11 月12 日（ 日） 13: 30～15: 40（ 開場は 13: 00）  

プログラム：「 いまだ失われざる楽園、 あるいはウーナ 3 歳の年」

「 富士山への道すがら、 私が見たものは…」（ 16mmフィ ルムによる

上映）  

配給： メ カス日本日記の会 

映写： コガタ社 

参加者数： 45 名 

 

②第2 回 

日時： 12 月24 日（ 日） 13： 30～15： 15 

プログラム：「 アンディ ・ ウォーホルの授賞式」「 カシス」「 サーカ

ス・ ノ ート 」「 楽園のこちら側」「 Ci nema i s Not 100 Years Ol d」

「 ザ・ テーブル」（ デジタルによる上映）  

配給： RE:VOI R、 メ カス日本日記の会 

参加者数： 81 名 

 

③ゲスト によるト ーク 

日時： 12 月24 日（ 日） 15： 30～ 

ゲスト ： 清原惟（ 映画監督・ 映像作家） ×井戸沼紀美（「 肌蹴る光

線」 主宰）  

参加者数： 65 名 

 

①～③共通 
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場所： 2 階講堂 

定員： 60 名（ 事前申込制、 先着順）  

参加費： 無料 

 

・ ワーク ショ ッ プ「 見つめる窓」  

展覧会を鑑賞し、 自分だけの窓を制作、 北浦和公園内で展示・ 鑑賞

した。  

講師： 潘逸舟（ 出品作家）  

日時： 12 月3 日（ 日）、 12 月10 日（ 日） 各13： 30～15： 30  

定員： 10 名 

対象： 小学校中学年以上（ 両日参加できる方）  

参加者数： 12 月3 日…9 名、 12 月10 日…6 名 

 

・ 担当学芸員によるギャラ リ ート ーク  

日時： 1 月13 日（ 土） 15： 00～ 

担当： 鴫原悠、 篠原優、 佐藤あゆか 

場所： 2 階展示室 

参加者数： 30 人 

 

■ 広報記録 

＜新聞＞ 

・ 平林由梨「 不可視の「 境界」 見つめて 4 作家紹介「 イン・ ビト ウィ

ーン」 展 埼玉県立近代美」『 毎日新聞』 2023 年11 月27 日（ 夕刊）  

・「 飯能ゆかり の作家－早瀬龍江の作品―埼玉県立近代美術館に展示 

シュルレアリ スムの画家、 白木正一の妻」『 文化新聞』 2023 年 12 月 6

日 

・ 出田阿生「「 境界」 を生きる 4者4 様 県立近代美術館 年代異な

る国内外の作家」『 東京新聞』（ 埼玉版） 2023 年12 月17 日 

・ 告知：『 新美術新聞』 2023 年 8 月 15 日／『 朝日新聞』 2023 年10 月

17 日（ 夕刊） ／『 東京新聞』 2023 年10 月18 日／『 読売新聞』 2023 年

11 月20 日（ 夕刊） ／『 毎日新聞』 2023 年10 月27 日、 2023 年12 月1

日、2023 年12 月8 日、2023 年12 月15 日、2024 年1 月12 日／『 埼玉

新聞』 2023 年12 月5 日 

＜雑誌、 ミ ニコミ 誌等＞ 

・「 地域通信」『 地域創造レター』 12 月号、 2023 年11 月25 日 

・ 告知：『 彩の国だより 』 10 月号、 2023 年10 月1 日／『 美術の窓』 11

月号、 2023 年 10 月 20 日／『 武州路』 11 月号、 2023 年 10 月 20 日／

『 月刊アート コレクターズ』 12 月号、 2023 年 11 月 25 日／『 武州路』

12 月号、 2023 年11 月20 日／『 教育美術』 2023 年12 月1 日／『 定年

時代』 12 月号、 2023 年 12 月 4 日／『 美術展ぴあ 2024』 2023 年 12 月

18 日／『 美術の杜』 63 号、2023 年12 月20 日／『 武州路』 1 月号、2023

年12 月20 日 

＜テレビ、 ラジオ＞ 

・ Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５ 「 朝情報★埼玉」 2023 年10 月25 日 

・「 アイ大宮東ビジョ ン」 2024 年1 月 

＜Web＞ 

・「“ 境界” をめぐる展覧会「 イン・ ビト ウィ ーン」 埼玉県立近代美術館

で、ジョ ナス・ メ カスや潘逸舟などを紹介」『 ファ ッ ショ ンプレス』2023

年9 月28 日 

・ KAZUMI  NI SHI MURA「 今週末に見たいアート イベント TOP5」『 ART news 

Japan』 2023 年10 月20 日 

・ 藤原えり み「 水先案内人のおすすめ」『 ぴあニュース』 2023 年11 月

4 日 

・「【 レポート 】「 イン・ ビト ウィ ーン」 埼玉県立近代美術館」『 Acore お

おみや』 2023 年11 月5 日 

・ SEI JI（ 小太刀正史）「 今どきのアート  埼玉県立近代美術館で開催中

の展覧会「 イン・ ビト ウィ ーン I n Between」 は見ごたえあり ！」『 シ

ティ リ ビング WEB』 2023 年11 月8 日 

・ 井戸沼紀美「 埼玉県立近代美術館「 イン・ ビト ウィ ーン」 10 月14 日

～2024 年1 月28 日」『 と きの忘れもの』 2023 年11 月26 日 

・ Naomi「 アート 作品を見ると は？「 さ いたま国際芸術祭2023」 がもた

らす視点の変化」『 タイムアウト 東京』 2023 年11 月29 日 

・ パント リ ーカ「【 さ いたま国際芸術祭２ ０ ２ ３ /連携プロジェク ト 】

「 イン・ ビト ウィ ーン」 ＠埼玉県立近代美術館」『 リ ビング埼玉 WEB』

2023 年12 月6 日 

・ 鴫原悠「 林芳史について―企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 によせて」

『 と きの忘れも の』 2024 年1 月12 日 

・ 告知：『 インターネッ ト ・ ミ ュージアム』 ／『 アート ・ アジェンダ』

／『 Sf umart』 ／『 ぴあニュース』 ／『 展覧会・ 博物館・ 美術館・ 記念

館』 2023 年 9 月 29 日／『 美術展ナビ』 2023 年 10 月 10 日／『 Tokyo 

Art Beat』 2023 年10 月14 日／『 Acore おおみや』 2023 年10 月21 日

／「 オススメ 展覧会」『 artscape』 2023 年10 月15 日／『 Padograph』

2023 年10 月18 日／『 KAMADO』 2023 年11 月15 日／「 カルチャー・ ト

ピッ ク ス」『 me and you』 2023 年12 月号／『 美術手帖』 2023 年12 月

15 日 

   

■ 担当後記 

◆本展覧会は、 当館のコレク ショ ンを活用する企画と して構想され、

近年新たにまと まった点数が収蔵さ れた林芳史、早瀬龍江、ジョ ナス・

メ カスと いう 3 名の収蔵作家に、 ゲスト ・ アーティ スト と して潘逸舟

を加え、 今日的な視点から各作家の活動の軌跡を紹介する機会と した

いと 考えた。 当館収蔵品を核にしながら一部借用作品を交えて展示を

構成し、 年代も ジャンルも 異なる彼らの活動を捉える視点と して「 イ

ン・ ビト ウィ ーン」と いう キーワード を設定した。なお、本タイト ルは、

メ カスによる同題の映像作品から着想を得ている。  

◆本展に出品さ れた収蔵作家の 3 名（ 林、早瀬、メ カス） は、これまで

も ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン等で折に触れて展示してきたが、 当館が各

個人に焦点を当ててその活動を紹介するのは、 本展がはじめての機会

と なった。映像作家と して国内外での上映や展示機会の多いジョ ナス・

メ カスを除き、 林芳史や早瀬龍江は重要な活動をしていながら も多く

の人に知ら れていると は言い難く 、 調査の蓄積も 未だ少ない。 そのた

め、 本展覧会は、 各作家の活動を丁寧にたどる基礎調査に基づいた展

示構成を行う こ と と し、 準備にあたっては、 担当学芸員 3 名で作品や

周辺資料の調査や関係者への聞き取り 等を通して、 各作家の略歴事項

や基礎情報についての整理を行い、 展示や図録へと 反映するこ と をめ

ざした。  

◆本展では、 社会と 個の関係の中で生じる戸惑いやアイデンティ ティ

の揺ら ぎに関心を持ち、 国内外で映像やインスタレーショ ンを発表し

ているアーティ スト ・ 潘逸舟（ 1987 年生まれ） にゲスト ・ アーティ ス

ト と して出品を依頼した。 展覧会の趣旨や他の 3 名の出品作家の活動

を踏まえ、 潘には、 コロナ禍の中国で経験した隔離生活を題材にした

新作を中心と する映像インスタレーショ ンを出品していただいた。 潘
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の展示は、過去に生きた3作家の視点を今日の鑑賞者に接続しながら、

ある境界の間に生きると いう こと について、 鑑賞者に想像を喚起さ せ

るものであったのではないかと 考える。  

◆本展はさ いたま国際芸術祭と の連携事業と して実施したこ と により 、

展示会場内でジョ ナス・ メ カスの 3 本の映像作品を上映するこ と がで

きた。 映像作品の配給元である RE:VOI R には、 映像・ 図版の提供や展

示の助言等、 展覧会への大きな協力をいただいたこと も付記しておき

たい。  

◆会期中は、 担当学芸員によるギャラリ ート ーク のほか、 アーティ ス

ト ・ ト ーク 、ワークショ ッ プ、ジョ ナス・ メ カスの映像作品の上映会と

ゲスト ・ ト ーク と いった充実したイベント を実施した。 多種多様なイ

ベント の開催を通して、 幅広い層の参加を促すこ と ができたと 思われ

る。                                                  （ 鴫原悠） 

 

 

 

林芳史 展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

潘逸舟 展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

早瀬龍江 展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

ジョ ナス・ メ カス 展示風景（ 撮影： 加藤健）  
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■出品リスト

1.  林芳史  HAYASHI  Yoshi f umi

出品番号 作家名 作品名 制作年 技法素材 所蔵先

1-1 林芳史 Li ne<Topos> 1974年 エッ チング、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-2 林芳史 Li ne<Topos> 1974年 エッ チング、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-3 林芳史 Li ne<Topos> 1974年 エッ チング、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-4 林芳史 Concer ni ng I dent i t y and Di f f er ence 1975年 コ ン テ、 彩色、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-5 林芳史 Concer ni ng I dent i t y and Di f f er ence 1975年 彩色、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-6 林芳史 Work 1975年 コ ン テ、 水彩、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-7 林芳史 Drawi ng on Pr i nt 1975年 リ ト グラ フ 、 鉛筆、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-8 林芳史 Drawi ng on Pr i nt 1975年 銅版、 コ ン テ、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-9 林芳史 Penci l 1975年
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-10 林芳史 Work 1975年
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-11 林芳史 Work 1975年
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 鉛筆、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-12 林芳史 習作 1975年頃
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-13 林芳史 習作 1975年頃
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-14 林芳史 習作 1975年頃
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-15 林芳史 習作 1975年頃
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-16 林芳史 習作 1975年頃
フ ロ ッ タ ージュ 、 コ ン
テ、 紙

埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-17 林芳史 Work 1976年 水彩、 コ ラ ージュ 、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-18 林芳史 劇画ス ケッ チ 1978年 墨、 彩色、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-19 林芳史 習作 1978-80年頃 墨、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-20 林芳史 Work 1975年頃 リ ト グラ フ 、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-21 林芳史 X 1976年 リ ト グラ フ 、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-22 林芳史 Work 1977年頃 リ ト グラ フ 、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-23 林芳史 The Pl ane Sur f ace as an Obj ect 1978年頃 リ ト グラ フ 、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-24 林芳史 Work 1980年頃 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-25 林芳史 Work 1980年頃 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-26 林芳史 Work 1980年頃 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-27 林芳史 Work 1980年頃 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-28 林芳史 Work 1980年 彩色、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-29 林芳史 Work 1979年 墨、 鉛筆、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-30 林芳史 Work 1979年 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-31 林芳史 Work 1979年頃 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-32 林芳史 Work 1980年頃 彩色、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-33 林芳史 習作 1980年代 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-34 林芳史 習作 1980年代 彩色、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-35 林芳史 習作 1980年代 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-36 林芳史 習作 1980年代 墨、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-37 林芳史 習作 1980年代 墨、 水彩、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-38 林芳史 Work 1980年頃 墨、 箔、 和紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-39 林芳史 筆触 1981年 銅版、 紙

現代版画センタ ーエディ ショ ン
埼玉県立近代美術館
平成29年度有限会社ワ タ ヌ キ/と
き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈
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1-40 林芳史 習作 1981年頃 墨、 水彩、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-41 林芳史 DI SSI PATI ON 2 1982年頃 銅版、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-42 李禹煥 線よ り 1980年 顔料、 カンヴァ ス 埼玉県立近代美術館

1-43 関根伸夫 おちる リ ンゴ 1975年 シルク ス ク リ ーン 、 紙

現代版画センタ ーエディ ショ ン
埼玉県立近代美術館
平成29年度有限会社ワ タ ヌ キ/と
き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

1-44 関根伸夫 プロ ジェ ク ト ・ ク レ ムリ ン 1977年 エッ チング、 紙

現代版画センタ ーエディ ショ ン
埼玉県立近代美術館
平成29年度有限会社ワ タ ヌ キ/と
き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

1-45 郭仁植 Work 85 1985年 墨、 和紙、 カンヴァ ス Gal l er y Q

1-46 伊丹潤 Work 1984年 墨、 紙
埼玉県立近代美術館
平成6年度寄贈

1-47 鈴木慶則 Unt i t l ed 水絵ウ ォ ータ ーエッ ジシリ ーズ 1988年 アク リ ル、 麻紙、 パネル 個人蔵

1-48 飯田昭二 紙・ 墨 1989年頃 墨、 紙
埼玉県立近代美術館
令和3年度 林卓志氏寄贈

1-R1 『 高麗』 第4号 1964年11月 個人蔵

1-R2 『 美術情宣』 創刊号 1973年8月 個人蔵

1-R3 『 さ ぐ る 』 第1号 1978-79年頃 個人蔵

1-R4 『 さ ぐ る 』 第2号 1979-80年頃 個人蔵

1-R5 初期作品制作過程 1975年頃 写真 個人蔵

1-R6 個展会場風景 1970年代 写真 個人蔵

1-R7 撮影： 安齊重男
個展「 問ま たは無知 へのへのも への」
（ 白樺画廊）

1976年
12月13日

写真 個人蔵

1-R8 展覧会DM 個人蔵

1-R9 林芳史 漫画原画、 資料等
年代不詳（ 1960年
代～70年代頃）

ペン、 墨、 コ ラ ージュ 、
紙他

個人蔵

1-R10 林芳史 挿絵原画 年代不詳 ペン、 紙 個人蔵

1-R11 『 季刊 プレ セ・ ワ コ ア』 第3号 1992年12月 個人蔵

1-R12 「 日仏作家五人展」 リ ーフ レ ッ ト 1981年 個人蔵

1-R13 「 Abst r act i ons- Japons」 リ ーフ レ ッ ト 1983年 個人蔵

1-R14 「 交叉と 距離 伊丹潤＋林芳史」 リ ーフ レ ッ ト 1995年 個人蔵

1-R15 林芳史 『 雪舟の龍』 2000年 個人蔵

1-R16 制作ノ ート 年代不詳 個人蔵

1-R17 編集： 林芳史・ 安芸幸生 『 環境と 美術』 1980年 埼玉県立近代美術館

1-R18
編集： 関根伸夫・
林芳史
レ イ アウ ト ： 林芳史

『 位相絵画 関根伸夫』 1987年 埼玉県立近代美術館

1-R19 「 三周年記念展 郭仁植展」 リ ーフ レ ッ ト 1980年 個人蔵

1-R20 『 郭仁植　 〈 追悼文集―偲ぶ〉 』 1989年 個人蔵

1-R21
「 あぶり だし によ る …鈴木慶則展」
リ ーフ レ ッ ト

1978年 個人蔵

1-R22 「 鈴木慶則展」 DM 1985年 個人蔵

1-R23 林芳史筆 鈴木慶則宛 葉書
2000年
7月29日（ 消印）

個人蔵

1-R24 林芳史筆 鈴木慶則宛 葉書
2000年
10月21日

個人蔵

1-R25 飯田昭二筆 林芳史宛 書簡
年代不詳
（ 1991年以降）

個人蔵

1-R26 飯田昭二筆 林芳史宛 葉書
1995年
1月22日（ 消印）

個人蔵

『 美術情宣』 第4号 1975年5月 個人蔵

『 伊丹潤』 1985年 個人蔵

責任編集、 装幀： 林芳史
『 SEKI NE / A MESSAGE FROM ENVI RONMENT ART
STUDI O 関根伸夫』

1987年 埼玉県立近代美術館

2． 潘逸舟 HAN I shu

出品番号 作家名 作品名 制作年 技法素材 所蔵先

2-1 潘逸舟 家を見つめる 窓 2023年 3チャ ンネル・ ビデオ 作家蔵

2-2 潘逸舟 ひび割れ 2023年
シングルチャ ン ネル・ ビ
デオ/2分33秒

作家蔵

2-3 潘逸舟
2022年1-2月 上海ホテル
ベッ ド 、 ス イ ッ チ、 不明、 2つのス イ ッ チ

2022年
フ ロ ッ タ ージュ 、 木炭、
紙

作家蔵

2-4 潘逸舟 一本の紐 2012年
シングルチャ ン ネル・ ビ
デオ/5分54秒

作家蔵

2-5 潘逸舟 波を掃除する 人 2019年
シングルチャ ン ネル・ ビ
デオ/18分31秒

作家蔵

3． 早瀬龍江  HAYASE Tat sue

出品番号 作家名 作品名 制作年 技法素材 所蔵先

3-1 早瀬龍江 絶望の果て 1930年代後半 油彩、 カン ヴァ ス 板橋区立美術館

3-2 早瀬龍江 營 1940年 油彩、 カン ヴァ ス 郡山市立美術館
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3-3 早瀬龍江 静物（ B) 1941年 油彩、 カン ヴァ ス 板橋区立美術館

3-4 早瀬龍江 パンのある 静物 制作年不詳 油彩、 ボード
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-5 早瀬龍江 水の中 1948年 油彩、 カン ヴァ ス
富岡市立美術博物館・ 福沢一郎
記念美術館

3-6 早瀬龍江 詩人K氏像 1949年 油彩、 カン ヴァ ス 飯能市立博物館

3-7 早瀬龍江 限り なき 憧憬 1951年 油彩、 カン ヴァ ス 板橋区立美術館

3-8 早瀬龍江 戯れ 1952年 油彩、 カン ヴァ ス
富岡市立美術博物館・ 福沢一郎
記念美術館

3-9 早瀬龍江 失題 1953年 油彩、 カン ヴァ ス
富岡市立美術博物館・ 福沢一郎
記念美術館

3-10 早瀬龍江 非可逆的睡眠 1953年 油彩、 カンヴァ ス 板橋区立美術館

3-11 早瀬龍江 悦楽 1953年 油彩、 カンヴァ ス 飯能市立博物館

3-12 早瀬龍江 願望 1953年 油彩、 カンヴァ ス
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-13 早瀬龍江 妖火 1954年
 油彩、 ボタ ン、 糸、 カン
ヴァ ス

埼玉県立近代美術館
令和3年度 久富久美香氏寄贈

3-14 早瀬龍江 堆積苦悩 1955年 油彩、 カンヴァ ス 飯能市立博物館

3-15 早瀬龍江 知性の盲点 1955年 油彩、 カンヴァ ス 飯能市立博物館

3-16 早瀬龍江 作品名不詳 1955-58年頃 イ ンク 、 紙
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-17 早瀬龍江 禁断の遊戯 1956年 油彩、 カンヴァ ス 飯能市立博物館

3-18 早瀬龍江 屋上 1956年 油彩、 カンヴァ ス
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-19 早瀬龍江 作品名不詳 1956年 油彩、 カンヴァ ス
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-20 早瀬龍江 失題 1956年 油彩、 カンヴァ ス
富岡市立美術博物館・ 福沢一郎
記念美術館

3-21 早瀬龍江 絶望の人間 1958年 油彩、 カンヴァ ス 郡山市立美術館

3-22 早瀬龍江 非我 1958年
油彩、 エナメ ル、 ビ ー
玉、 合板

飯能市立博物館

3-23 早瀬龍江 枯葉 1965年 油彩、 カンヴァ ス ボード 飯能市立博物館

3-24 早瀬龍江 作品 1972年
油彩、 蛍光塗料、 カン
ヴァ ス

飯能市立博物館

3-25 早瀬龍江 太古 1975年 油彩、 カンヴァ ス
埼玉県立近代美術館
平成30年度 木﨑信尚氏寄贈

3-26 早瀬龍江 信仰 1980年 油彩、 カンヴァ ス ボード 飯能市立博物館

3-27 早瀬龍江 昆虫誌 1988年
油彩、 コ ラ ージュ 、 カン
ヴァ ス

飯能市立博物館

3-28 福沢一郎 女 1937年 油彩、 カンヴァ ス
富岡市立美術博物館・ 福沢一郎
記念美術館

3-29 片谷美香（ 愛子） 花のある 季節 制作年不詳 油彩、 カンヴァ ス 板橋区立美術館

3-30 真鍋（ 金子） 英雄 水辺 1941年 油彩、 カンヴァ ス 板橋区立美術館

3-31 堀田操 墓標 1954年 油彩、 カンヴァ ス
埼玉県立近代美術館
平成20年度 堀田浅子氏寄贈

3-32 白木正一 留人 1952年 油彩、 カンヴァ ス 板橋区立美術館

3-33 山下菊二 作品 1963年 グアッ シュ 、 紙 板橋区立美術館

3-R1 早瀬龍江《 風景》 （ 第9回独立美術協会展） 1939年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R2 『 第5回日本アンデパンダン展 出品目録』 1953年 慶應義塾大学アート ・ セン タ ー

3-R3
監修： 国立近代美術館
編集： 今泉篤男・
本間正義

『 抽象と 幻想』 1955年 埼玉県立近代美術館

3-R4 『 美術手帖』 第78号 1954年2月 埼玉県立近代美術館

3-R5 白木正一筆 瀧口修造宛 書簡 1953年7月12日 慶應義塾大学アート ・ セン タ ー

3-R6 『 アト リ エ』 第324号 1954年2月 埼玉県立近代美術館

3-R7 『 第16回美術文化展 画集』 1956年 東京文化財研究所

3-R8 『 超現実絵画の展開』 1960年 慶應義塾大学アート ・ セン タ ー

3-R9 『 第13回美術文化展 出品目録』 1953年 東京文化財研究所

3-R10 『 美術文化』 第1号 1955年 東京文化財研究所

3-R11 早瀬龍江《 自嘲》 （ 第11回美術文化展） 1951年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R12 早瀬龍江《 赤い船》 （ 美術文化協会秋季展） 1953年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R13 早瀬龍江《 恩寵・ 嘔吐》 （ 第14回美術文化展） 1954年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R14 早瀬龍江《 自己放棄》 （ 第14回美術文化展） 1954年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R15 早瀬龍江《 牽牛織女》 （ 第14回美術文化展） 1954年 絵葉書 飯能市立博物館

3-R16 福沢一郎 『 福澤一郎畫集： 1933』 1933年 東京文化財研究所

3-R17 福沢一郎 『 近代美術思潮講座04： シュ ールレ アリ ズム 』 1937年 東京文化財研究所

3-R18 『 第1回展美術文化 出品目録』 1940年 慶應義塾大学アート ・ センタ ー

3-R19 「 美術文化秋期会員展」 目録 1959年 慶應義塾大学アート ・ センタ ー

3-R20 『 美術文化』 復刊第17号 1996年3月 東京文化財研究所

3-R21 『 美術文化 第20回展画集』 1960年 東京文化財研究所

3-R22 白木正一筆 瀧口修造宛 葉書 1963年 1月1日 慶應義塾大学アート ・ センタ ー

3-R23 早瀬龍江ポート レ ート 他 写真 飯能市立博物館
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『 みづゑ』 第393号 1937年11月 埼玉県立近代美術館

『 アト リ エ』 第7巻1号 1930年1月 埼玉県立近代美術館

『 みづゑ』 第389号 1937年7月 埼玉県立近代美術館

4． ジョ ナス ・ メ カス   Jonas MEKAS

出品番号 作家名 作品名 制作年 技法素材 所蔵先

4-1 ジョ ナス ・ メ カス Wi l l i amsbur g,  Br ookl yn
撮影： 1950年、
      1972年
編集： 2003年

オリ ジナル： 16ミ リ フ ィ
ルム/12分

映像提供： RE: VOI R

4-2 ジョ ナス ・ メ カス Travel  Songs
撮影： 1967-81年
編集： 2003年

オリ ジナル： 16ミ リ フ ィ
ルム/23分

映像提供： RE: VOI R

4-3 ジョ ナス ・ メ カス 幸せな人生から の拾遺集 編集： 2012年
オリ ジナル： 16ミ リ フ ィ
ルム、 ビ デオ/68分

映像提供： RE: VOI R

4-4 ジョ ナス ・ メ カス
セルフ ・ ポート レ イ ト 、 ラ コ ス テ（ サド 侯爵の
城） の日蔭にて 1975

1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-5 ジョ ナス ・ メ カス モント ーク のピ ータ ー・ ビ アード  1974 1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-6 ジョ ナス ・ メ カス 枝と 葉の影を 映し 、 雨滴に濡れた壁 1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-7 ジョ ナス ・ メ カス
ウ ーナ・ メ カス  5才 猫と ホリ ス （ 母） の前で
ヴァ イ オリ ンの稽古 1979

1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-8 ジョ ナス ・ メ カス 京子7才の誕生日（ ヨ ーコ ・ オノ の愛娘）  1970 1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-9 ジョ ナス ・ メ カス 夜の街を 走る 車 マンハッ タ ン 1983年 シルク ス ク リ ーン、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-10 ジョ ナス ・ メ カス ひなぎく を持っ たケイ ト ・ マン ハイ ム 1972 1983年 シルク ス ク リ ーン 、 紙

埼玉県立近代美術館
平成29年度 有限会社ワ タ ヌ キ/
と き の忘れも の
取締役 綿貫令子氏寄贈

4-11 ジョ ナス ・ メ カス
ピ ータ ー・ ビ アード と ジョ ン、 ハリ ウ ッ ド 式「 殴
り 合い」 を演じ る 。 モント ーク 、 1972年8月

2000年 Type-Cプリ ント と き の忘れも の

4-12 ジョ ナス ・ メ カス
アンディ と リ ー。 こ の夏、 アンディ はビデオをた
く さ ん撮った。 ほと んど は家の窓越し に。 モン
ト ーク 、 1972年8月

2000年 Type-Cプリ ント と き の忘れも の

4-13 ジョ ナス ・ メ カス
t he spr i ng comes very s l owl y and t hen ver y
suddenl y ever yt hi ng i s abl oom!

2005年 ラ ムダプリ ント と き の忘れも の

4-14 ジョ ナス ・ メ カス モナ・ リ ザ 2009年 CI BAプリ ント と き の忘れも の

4-15 ジョ ナス ・ メ カス
料理を する 私の母、 1971
（ リ ト アニアへの旅の追憶）

2009年 CI BAプリ ン ト と き の忘れも の

4-16 ジョ ナス ・ メ カス ウ ーナ、 1歳． ． ． 2009年 CI BAプリ ント と き の忘れも の

4-17 ジョ ナス ・ メ カス 題不詳 2009年 CI BAプリ ント と き の忘れも の

4-18 ジョ ナス ・ メ カス ピ ク ニッ ク 2009年 CI BAプリ ント と き の忘れも の

4-R1 ジョ ナス ・ メ カス  作品カタ ロ グ 年代不詳 と き の忘れも の

4-R2
『 ジョ ナス ・ メ カス 映画美術館建設賛助計画
オリ ジナル版画入り カタ ロ グ』

1983年
と き の忘れも の、
埼玉県立近代美術館

4-R3 ジョ ナス ・ メ カス 基金応募要項 1983年10月20日 と き の忘れも の

4-R4
『 PRI NT COMMUNI CATI ON 版画セン タ ーニュ ース 』
No. 100

1984年1月 埼玉県立近代美術館

4-R5 『 美術手帖』 第516号 1983年10月 埼玉県立近代美術館

4-R6 『 イ メ ージフ ォ ーラ ム』 第50号 1984年11月 埼玉県立近代美術館

4-R7 『 FI LM CULTURE』 No. 70-71 1983年 木下哲夫氏

4-R8 Ant hol ogy Fi l m Ar chi ves リ ーフ レ ッ ト 1998年 木下哲夫氏

4-R9 Ant hol ogy Fi l m Ar chi ves リ ーフ レ ッ ト 2004年 木下哲夫氏

4-R10
『 メ カス の映画日記 ニュ ー・ アメ リ カン・ シネ
マの起源1959-1971』 （ 改訂版）

1993年 埼玉県立近代美術館

4-R11
ジョ ナス ・ メ カス
翻訳： アド ルフ ァ ス ・ メ
カス

『 セメ ニシュ ケイ の牧歌』 （ 英語版） 2007年 と き の忘れも の

4-R12
ジョ ナス ・ メ カス
翻訳： 村田郁夫

『 ジョ ナス ・ メ カス 詩集』 2019年 個人蔵

4-R13 ジョ ナス ・ メ カス 『 DI ENORAŠČI AI （ 日記）  1970-1982』 1985年 木下哲夫氏

4-R14 撮影： 岡﨑乾二郎 ジョ ナス ・ メ カス  ポート レ ート 2005年 写真 と き の忘れも の

4-R15 ジョ ナス ・ メ カス 筆 木下哲夫宛 書簡 1999年1月20日 木下哲夫氏
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■ アブソ リ ュート ・ チェアーズ 

   Absol ute Chai rs 

 

■ 会期： 2024 年2 月17 日（ 土） ～ 5 月12 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館、 東京新聞 

■ 協力： 国立民族学博物館 

■ 助成： 遠山記念館 芸術・ 学術研究等助成金 

■ 広報協力： JR東日本大宮支社、 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５  

■ 観覧料： 一般1300 円（ 1040 円）、 大高生1040 円（ 830 円）   

■ 入場者数：  11, 256 人 

■ 広報印刷物： ポスターB2、ちらし A4変形／デザイン： 大溝裕（ Gl anz）  

■ 企画原案： 建畠晢 

■ 担当学芸員： 佐伯綾希、 𠮷岡知子、 松江李穂 

 

 

B2 ポスター 

 

■ 開催趣旨 

 開館当初から デザイン椅子の名品を館内に設置してきた「 椅子の美

術館」 が、従来のデザイン椅子展と は異なる新しい視点から「 椅子」 と

いう テーマに挑みます。  

 椅子は多く のデザイナーや建築家の創造性を刺激する絶対的なテー

マであると 同時に、 アーティ スト にと っても 魅力的なモチーフと なっ

てきました。 玉座のよう に権威の象徴と なること もあれば、 車椅子の

よう に身体の補助と なるこ と もあり 、 電気椅子のよう に死や暴力と も

無縁ではない椅子。また、私たちが椅子に座って向き合えば、そこには

関係が生まれます。 こ の上なく 身近であり ながら 、 社会や身体と の密

接な関わり の中で幅広い意味や象徴性をまと った椅子は、 まさ に究極

の日用品と 言えるでしょ う 。  

 アーティ スト たちは椅子のもつ意味をと ら え、 作品を通じて社会の

中の不和や矛盾、 個人的な記憶や他者と の関係性などを浮かび上がら

せてきました。 アート のなかの椅子は、 日常で使う 椅子にはない極端

なあり 方、 逸脱したあり 方によって、 私たちの思考に揺さ ぶり をかけ

ます。  

 本展覧会は、 主に戦後から 現代までの美術作品における椅子の表現

に着目するものです。椅子をめぐる国内外の平面・ 立体・ 映像作品約80

点を紹介し、 アート のなかの椅子の機能や含意を読み解きます。  

 

■ 図録 

・ 書名： アブソリ ュート ・ チェアーズ： 現代美術のなかの椅子なるもの 

・ 規格： B5、 172 頁 

・ 執筆： 建畠晢、木下知威（ 東京工業大学）、山口惠里子（ 筑波大学）、

佐伯綾希、松江李穂、𠮷岡知子、鵜尾佳奈（ 愛知県美術館）、石崎尚（ 愛

知県美術館）、 中村史子（ 愛知県美術館）  

・ 編者： 埼玉県立近代美術館、 愛知県美術館 

・ 翻訳： 小川紀久子 

・ ブッ ク デザイン： 大溝裕（ Gl anz）  

・ 編集・ 制作： 湯原公浩（ 平凡社）、日下部行洋（ 平凡社）、渡辺弥侑（ 平

凡社）  

・ 発行： 平凡社 

・ 価格： 3, 300 円（ 消費税込）  

・ 内容： 建畠晢「 アブソ リ ュート ・ チェアーズ」 ／佐伯綾希「 アブソリ

ュート ・ チェアーズ前史―19 世紀後半のフランス絵画にみる椅子の諸

相」 ／鵜尾佳奈「 なぜ椅子はアーティ スト をも 魅了するのか？―1960

年代以降の椅子表現小史」 ／山口惠里子「 椅子―グウェン・ ジョ ンと フ

ランシス・ ベーコンの場合」 ／木下知威「 車椅子の再組成」 ／第 1 章 

美術館の座れない椅子／第 2 章 身体をなぞる椅子／第 3 章 権力を可

視化する椅子／木下知威「 コラム： 椅子が運びく るもの」 ／第4 章 物

語る椅子／第5章 関係をつく る椅子／作家解説／椅子の文化と 美術を

めぐるブッ クリ スト ／出品リ スト  

 

■ 関連事業 

・ 座談会「 美術のなかの椅子なるも の」  

日時： 2024 年 2 月 23 日（ 金・ 祝） 13: 30～16: 00／場所： 講堂／登壇

者： 山口惠里子、建畠晢、鵜尾佳奈、佐伯綾希／無料／参加者数： 32 人 

 

・ 石田尚志（ 本展出品作家） パフォーマンス＋ト ーク＋上映会 

日時： 2024 年3 月10 日（ 日） 14: 30～15： 50／場所： 講堂／無料／参

加者数： 52 人 

 

・ 檜皮一彦（ 本展出品作家） ワークショ ッ プ「 埼玉県立近代美術館の避

難プロト コルをプレイする。」  

日時： 2024 年4 月21 日（ 日） 13: 00～16： 30／場所： 館内各所、 講堂

／無料／参加者数： 9 名（ 事前申込制）  

 

・ 担当学芸員によるギャラリ ート ーク  

①日時： 3 月23 日（ 土） 15: 00～15： 30／参加者数： 30 人 

②日時： 4 月13 日（ 土） 15: 00～15： 30／参加者数： 32 人 

 

■ 広報記録 

＜新聞＞ 

・「 芸術家の視点『 創作椅子』」『 読売新聞』（ 地域） 2024 年2 月23 日 

・ 平林由梨「『 絶対的な椅子』 の深遠」『 毎日新聞』 2024 年2 月26 日 
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・「『 椅子』 の実像を読み解く 『 アブソリ ュート ・ チェアーズ』 展」『 東

京新聞』、 2024 年3 月4 日 

・ 小出菜津子「 思考揺さぶる 多彩な椅子たち」『 埼玉新聞』 2024 年 3

月5 日 

・ 佐伯綾希「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」『 東京新聞』 2024 年3 月13

日 

・ 杉全美帆子「 杉全美帆子の読み解きアート 」『 東京新聞』 2024 年4 月

9 日 

・ 大西若人「 椅子と 人の関係 得心の切り 口」『 朝日新聞』 2024 年4 月

9 日 

・ 出田阿生「 あっと 驚く 椅子アート 」『 東京新聞』 2024 年4 月27 日 

・ 告知：『 東京新聞』 2024 年1 月4 日、 1 月29 日、 2 月7 日／『 朝日新

聞』 2024 年2 月20 日、 3 月5 日、 3 月12 日、 3 月26 日、 4 月30 日／

『 毎日新聞』 2024 年2 月23 日、 3 月15 日、 4 月5 日、 4 月19 日、4 月

26 日、 5 月10 日／『 埼玉新聞』 2024 年4 月9 日 

＜雑誌、 ミ ニコミ 誌等＞ 

・「 埼玉県立近代美術館の椅子をめぐる試み」『 Fortuna』 2023 年12 月

8 日 

・ 佐伯綾希「 椅子なるものをめぐって」『 新美術新聞』 2024 年 2 月 15

日 

・ Yoshi o Suzuki 「 CHAI R As a Metaphor 椅子と いう メ ディ アが内包す

るデザイン、 表象、 概念」『 HARPER'S BAZAAR』 4 月号、 2024 年2 月20

日 

・「 座れない、されど愉しきアート な椅子」『 芸術新潮』 3 月号、2024 年

2 月25 日 

・「 ART 椅子の絶対的な魅力『 アブソ リ ュート ・ チェアーズ』」『 men' s 

FUDGE』 2024 年3 月25 日 

・ アート テラー・ と に～「 アート テラ ー・ と に～ 知ってる人だけウフ

フな展覧会」『 女性自身』 2024 年3 月26 日 

・ 木口理恵「 アブソリ ュート ・ チェアーズ 椅子が映し出す動静」『 い

け花龍生』 4 月号、 2024 年4 月1 日 

・「 アート シーンを訪ねる」『 マネジメ ント スク エア』 4 月号、2024 年4

月1 日 

・ アート テラー・ と に～「 アート テラー・ と に～の『 私が観てきた展覧

会』」『 月刊ギャラリ ー』 2024 年4 月1 日 

・ Natsumi  Ni shi yama「 今月のアート 情報」『 FUDGE』 5 月号、 2024 年4

月12 日 

・ 柴原聡子「 4 月のエンタメ の新作レビュー」『 GI NZA』 5 月号、 2024 年

4 月12 日 

・ 香取麻衣子「 首都圏アート さんぽ」『 散歩の達人』 5 月号、 2024 年4

月19 日 

・ 赤木真弓「 ART＆EVENT」『 リ ンネル』 2024 年4 月19 日 

・ 告知：『 美術展ぴあ 2024』 2023 年 12 月 20 日／『 武州路』 2024 年 2

月号、 3 月号、 4 月号、 5 月号／『 彩の国だより 』 2024 年2 月号／『 美

術の窓』 2023 年12 月号、 2024 年3 月号／『 いけ花龍生』 2024 年3 月

号／『 定年時代』 2024 年3 月号／『 美術新聞』 2024 年2 月5 日、 3 月

5 日、 4 月5 日／『 ARI FT』 2024 年3 月号／『 ブレーン』 2024 年4 月号

／『 埼玉往来』 2024 年3 月15 日／『 地域創造レター』 2024 年 3 月25

日／『 MOE』 5 月号／『 I nRed』 4 月号 

＜テレビ、 ラジオ＞ 

・「 アフター6 ジャンク ショ ン 2」 TBS ラ ジオ、 2024 年2 月17 日 

・「 日曜美術館 アート シーン」 NHK教育、 2024 年4 月21 日 

・「 温水洋一と 行く ラ ーメ ン完食旅 埼玉編」 GAORA SPORTS、 2024 年4

月29 日 

・「 耳で観る美術」 かわさき FM、 2024 年6 月4 日 

・ 告知：「 朝情報★埼玉」 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５ 、2024 年2 月21 日／「 いま

ド キッ ！埼玉」 テレビ埼玉、 3 月16 日 

＜Web＞ 

・「 現代美術の“ 椅子の表現” に着目する展覧会、 埼玉県立近代美術館

で―草間彌生や宮永愛子など約70 点」『 ファ ッ ショ ンプレス』 2024 年

1 月15 日 

・「『 椅子の美術館』 が新たな視点で『 椅子』 と いう テーマに挑む、『 ア

ブソリ ュート ・ チェアーズ』 が開催」『 イロハニアート 』 2024 年1 月22

日 

・ はろるど「【 2 月のおすすめ展覧会5 選】 円空に村上隆、 マティ スか

ら『 アブソ リ ュート ・ チェアーズ』 まで」『 イロハニアート 』 2024 年2

月7 日 

・「 おすすめ展覧会」『 ARTi T』 2024 年2 月8 日 

・「 今週末に行きたい展覧会ベスト 8」『 ファッ ショ ンプレス』 2024 年2

月16 日 

・「 埼玉県立近代美術館で企画展『 アブソ リ ュート ・ チェアーズ』 始ま

る 「 椅子」 モチーフに現代アート 83 作品」『 東京新聞 TOKYO Web』

2024 年2 月17 日 

・「 アート のなかの椅子を読み解く ―埼玉県立近代美術館『 アブソリ ュ

ート ・ チェアーズ』」『 インターネッ ト ミ ュージアム』 2024 年2 月17 日 

・ 三澤麦「「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」（ 埼玉県立近代美術館） 開幕

レポート 。 アート 作品を通じて椅子の意義や役割を再考する」『 Web 版

美術手帖』 2024 年2 月19 日 

・ 永田晶子「『 アブソ リ ュート ・ チェアーズ』（ 埼玉県立近代美術館） レ

ポート 。ウォーホルやベーコン、名和晃平らの作品を通じて『 椅子の絶

対的魅力』 に迫る」『 Tokyo Art Beat』 2024 年2 月19 日 

・「 イベント レポート 」『 Acore おおみや』 2024 年2 月21 日 

・「 芸術家の視点『 創作椅子』」『 読売新聞オンライン』 2024 年 2 月 23

日 

・ 坂入美彩子「 I Mレポート 」『 インターネッ ト ミ ュージアム』 2024 年2

月23 日 

・ アート テラー・ と に～「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」『 アート テラ

ー・ と に～の【 こ こ にしかない美術室】』 2024 年2 月29 日 

・「 オススメ 展覧会」『 artscape』 2024 年3 月1 日 

・ はろるど「 現代アート を通して、 椅子が持つ多様な意味を考察。『 ア

ブソリ ュート ・ チェアーズ』 が面白い！」『 Pen オンライン』 2024 年 3

月6 日 

・「 チケッ ト プレゼント 」『 ARTi T』 2024 年3 月6 日 

・「 展覧会レポート  芸術家たちは椅子を使って何を表現したか。『 ア

ブソリ ュート ・ チェアーズ』」『 アート アジェンダ』 2024 年3 月14 日 

・ 坂本裕子「『 アブソリ ュート ・ チェアーズ』 埼玉県立近代美術館」『 Web

太陽』 2024 年3 月25 日 

・ 出田阿生「 あっと 驚く 椅子アート 」『 東京新聞TOKYO Web』 2024 年4

月27 日 

・ 告知：『 インターネッ ト ミ ュージアム』 2023 年11 月29 日／『 ファッ

ショ ンプレス』 2023 年 12 月 26 日／『 アート アジェンダ』 2023 年 12

月27 日／『 Sf umart』 2024 年1 月10 日／『 Padograph』 2024 年1 月30
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日／『 KAMADO』 2024 年 2 月 1 日／『 美術館ナビ』 2024 年 2 月 6 日／

『 ぴあニュース』 2024 年 2 月 8 日／『 Acore おおみや』 2024 年2 月 9

日／『 Web 版美術手帖』 2024 年2 月14 日／『 JRおでかけガイド 』 2024

年2 月15 日／『 じゃらん』 2024 年2 月15 日／『 Tokyo Art Beat』 2024

年2 月17 日／『 ADF』 2024 年2 月27 日／『 ShareArt』 2024 年3 月11

日／『 JDN』 2024 年3 月18 日 

 

■ 担当後記 

◆本展の構想は、建畠晢館長が長年にわたって温めてきたも のである。

デヴィ ッ ド ・ ボウイの楽曲から展覧会タイト ルの着想を得たと いう 建

畠館長のヴィ ジョ ンを下敷きに、 巡回館である愛知県美術館の担当者

と ミ ーティ ングを重ね、 現代美術における椅子がテーマの一風変わっ

た展覧会が作り 上げられた。マルセル・ デュシャン《 自転車の車輪》 を

冒頭に置き、「 座る」 だけにと どまらない椅子の多様な機能について考

察する 5 章構成と した。 出品作家の選定や海外交渉と いった面では、

大規模な芸術祭の豊富な経験を有する愛知県美術館から教示をいただ

いた。  

◆準備の過程では、当館の「 椅子の美術館」 と してのあり 方を見つめ直

すと と も に、「 なぜ椅子は多く の人に愛され、アーティ スト にと っても

魅力的なモチーフと なり う るのか」 と いう 問いと 向き合う こ と と なっ

た。本展を通して導き出した答えは、一言にまと めると「 椅子は私たち

の身近な存在であり ながら、 社会や身体と の密接な関わり のなかで幅

広い意味や象徴性をまと っているから」 と いう こ と になろう 。 椅子と

いう 存在を考える上で、図録に寄稿いただいた山口惠里子氏の著書『 椅

子と 身体』 から多く の示唆を得た。  

◆立体作品が多いため、 空間を十分にと り 、 壁の立て方などで変化を

つけつつも 、 雑駁な印象にならないよう すっきり と 展示するこ と を心

掛けた。 椅子と いう 切り 口を設けるこ と で、 本来は接点のない作品同

士に新たな関係性が生まれ、 刺激的な展示空間と なったよう に思う 。

と り わけ第4 章の、 3 点の立体作品を配置した空間が好評であった。  

◆カナダを拠点と するアーティ スト のミ シェル・ ド ゥ ・ ブロワン氏に

滞在制作を依頼し、センターホールに会議椅子40 脚を用いた彫刻作品

《 樹状細胞》 を設置した。 ブロワン氏が事前に準備し た詳細な設計図

をもと に、椅子にワイヤーをつけて吊り 下げる作業を行い、5 日ほどか

けて球状の作品が完成した。 当館では海外作家を招聘しての滞在制作

は久しぶり であったが、 ド ゥ ・ ブロワン氏と やり と り を重ねながらの

作品制作は、 担当学芸員にと っても 貴重な経験と なった。 人間社会の

暗喩と も 捉えられる椅子の集合体は、 ちょ う ど 1 階ロビーから 見える

高さに設置さ れ、 来館者に強い印象を与えていた。  

◆副産物産店は、 アーティ スト の制作現場などから出る廃材で作品を

制作するユニッ ト である。本展では、美術館のバッ ク ヤード や、埼玉・

愛知県内のアーティ スト のアト リ エから 廃材を収集し 、 実際に座れる

椅子を制作していただいた。 ロダンの彫刻が入っていたク レート を使

った椅子をはじめ、 個性的な椅子が並び、 わく わく するよう な展示空

間と なった。 展覧会全体では触れられない作品が多い中、 座り 心地を

確かめたり 、 記念撮影をしたり と 思い思いに楽し める椅子は来館者に

も 好評であった。  

◆車椅子ユーザーである出品作家の檜皮一彦氏は、 避難訓練をテーマ

に二回のワーク ショ ッ プを行い、その記録映像を作品と して展示した。

2023 年 11 月に学芸員と 美術館サポーターが参加して実施した一回目

のワーク ショ ッ プでは、 車椅子ユーザーが居合わせる状況下の大地震

を想定し、 荒川河川敷から当館まで車椅子を運搬しつつ徒歩で移動し

た。 会期中に一般の参加者と と もに実施した二回目のワーク ショ ッ プ

では、 美術館での火災を想定し、 車椅子ユーザーの避難誘導をシミ ュ

レーショ ンした。 担当学芸員も 、 身近な街中が移動の障壁に満ちてい

ること を体感し 、 館内の避難訓練で使用さ れている災害時のプロト コ

ルから 車椅子ユーザーやさ まざまな障害をも つ来館者の存在が抜け落

ちているこ と を苦い思いと と も に噛みしめること と なった。 こ の経験

を糧に、 配慮が必要な来館者を排除するこ と のないよう 、 認識をアッ

プデート すると と も に、 館内体制の整備に取り 組みたい。  

◆来館者からは、 椅子についての新たな視点をも つこ と ができたと い

う 肯定的な感想を多く いただいた。 本展によって見えてきた課題を踏

まえ、「 椅子の美術館」 と して、 引き続き新鮮な視点から椅子の魅力を

発信し続けていきたい。               （ 佐伯綾希）  

 

 

 

第1 章展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

第3 章展示風景（ 撮影： 加藤健）  
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第4 章展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

センターホール展示風景（ 撮影： 加藤健）  
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■出品リ ス ト

出品番号 作家名 作品名 制作年 技法材質 所蔵

1-1 マルセル・ デュ シャ ン 自転車の車輪
1913/1964
シュ ヴァ ルツ
版

木製の台所用ス ツ ール、 自転車
の車輪/手を 加えたレ ディ メ イ ド

京都国立近代美術館

1-2 高松次郎 複合体（ 椅子と レ ンガ） 1972 椅子、 レ ンガ The Est at e of  J i r o Takamat su

1-3 竹岡雄二
マルセル・ デュ シャ ン「 自転車の車輪」
（ 1913） へのオマージュ

1986 水彩、 鉛筆、 紙 個人蔵

1-4 草間彌生 無題（ 金色の椅子のオブジェ ） 1966 ミ ク ス ト メ ディ ア 高松市美術館

1-5 岡本太郎 坐る こ と を拒否する 椅子 1963/c. 1990 陶 甲賀市信楽伝統産業会館

1-6 ジム・ ラ ンビー ト レ イ ン イ ン ヴェ イ ン 2008
木製椅子、 ハンド バッ グ、 鏡、
油性ペンキ

公益財団法人アルカンシエール
美術財団/原美術館コ レ ク ショ ン

2-1 工藤哲巳 愛 1964

椅子、 綿、 合成樹脂、 電子回路
図、 毛髪、 ビニールチュ ーブ、
彩色さ れた木箱、 ベル、 オー
ディ オテープ

倉敷市立美術館

2-2 フラ ンシス ・ ベーコ ン  Tr i pt ych ( 三連画)  1974-77 1983 ポス タ ーエッ チング、 紙 高松市美術館

2-3 フラ ンシス ・ ベーコ ン 座れる 人物 1983 エッ チング／アク アチント 、 紙 高松市美術館

2-5 アンナ・ ハルプリ ン シニアズ・ ロ ッ キング 2005/2010
映像( 28分)
監督： リ ュ ディ ・ ガーバー

Cour t esy of  ZAS f i l m AG

3-1 工藤哲巳 イ ヨ ネス コ の肖像 1970-71
椅子、 造花、 バケツ、 木、 金
属、 プラ ス チッ ク 、 他

京都国立近代美術館

3-3
ク リ ス ト ヴァ オ・ カニャ
ヴァ ート （ ケス タ ー）

肘掛け椅子 2012 鉄 国立民族学博物館

3-4-1 ダラ ・ バーンバウ ム 座ら さ れた不安： 放埒 1975
シングルチャ ンネル・ ビデオ
（ 5分15秒）

Cour t esy of  Dar a Bi r nbaum and
El ect roni c Ar t s
I nt ermi x( EAI ) ,  New York.

3-4-2 ダラ ・ バーンバウ ム 座ら さ れた不安： 酩酊 1975
シングルチャ ンネル・ ビデオ
（ 13分6秒）

Cour t esy of  Dar a Bi r nbaum and
El ect roni c Ar t s
I nt ermi x( EAI ) ,  New York.

3-4-3 ダラ ・ バーンバウ ム 座ら さ れた不安 補遺： 自閉症 1975
シングルチャ ンネル・ ビデオ
（ 7分20秒）

Cour t esy of  Dar a Bi r nbaum and
El ect roni c Ar t s
I nt ermi x( EAI ) ,  New York.

3-5 アンディ ・ ウ ォ ーホル 電気椅子 1971 シルク ス ク リ ーン、 紙 滋賀県立美術館

3-6 ミ ロ ス ワ フ・ バウ カ φ51x4,  85x43x49 1998 木、 鉄、 塩、 プラ ス チッ ク 国立国際美術館

3-7-1 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2014 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-2 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2014 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-3 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2014 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-4 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968/2014 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-5 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-6 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2014 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-7-7 渡辺眸 東大全共闘 1968-1969 1968-69/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

3-8-1
シャ オ・ イ ーノ ン（ 邵逸
農） &ムゥ ・ チェ ン（ 慕
辰）

集会所―高塘 2003 Ｃ プリ ント 森美術館

3-8-2
シャ オ・ イ ーノ ン（ 邵逸
農） &ムゥ ・ チェ ン（ 慕
辰）

集会所―西安・ 大興善寺 2003 Ｃ プリ ント 森美術館

2-4
ハンス ・ オプ・ デ・ ビ ー
ク

眠る 少女 2017
ポリ エス テル、 アルミ ニウ ム、
塗料

タ グチアート コ レ ク ショ ン/タ グ
チ現代芸術基金

4-1 宮永愛子 wai t i ng f or  awakeni ng -chai r- 2017
ナフ タ リ ン、 樹脂、 ミ ク ス ト メ
ディ ア

4-2-1 潮田登久子 マイ ハズバンド 1979/2021 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-2 潮田登久子 マイ ハズバンド 1982/2021 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-3 潮田登久子 マイ ハズバンド 1981/2021 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-4 潮田登久子 マイ ハズバンド 1982/2021 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-5 潮田登久子 マイ ハズバンド 1983/2021 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-6 潮田登久子 マイ ハズバンド 1979/1980s ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-7 潮田登久子 マイ ハズバンド 1980/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-8 潮田登久子 マイ ハズバンド 1981/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-9 潮田登久子 マイ ハズバンド 1984/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-2-10 潮田登久子 マイ ハズバンド 1984/2023 ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 作家蔵

4-3 名和晃平 Pi xCel l -Tar ot  Readi ng ( Jan.  2023) 2023 ミ ク ス ト メ ディ ア

第４ 章　 物語る 椅子

第１ 章　 美術館の座れない椅子

第２ 章　 身体をなぞる 椅子

第３ 章　 権力を可視化する 椅子
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4-4-1 YU SORA my room 2019 布、 糸、 綿 作家蔵

4-4-2 YU SORA my room 2019 布、 糸、 綿 作家蔵

4-4-3 YU SORA my room 2019 布、 糸、 綿 作家蔵

4-4-4 YU SORA my room 2019 布、 糸、 綿 作家蔵

4-5 石田尚志 椅子と ス ク リ ーン 2002 映像（ 8分）

2-6-1 檜皮一彦
wal ki ngpr act i ce / CODE:
Evacuat i on_ dr i l l s [ SPEC_ MOMAS]

2024
映像イ ンス タ レ ーショ ン
( 3時間44分47秒)

作家蔵

2-6-3 檜皮一彦
wal ki ngpr act i ce / CODE:
Evacuat i on_ dr i l l s [ SPEC_ MOMAS]  DAY➡
Pl anni ng

2024
映像イ ンス タ レ ーショ ン
( 52分40秒)

作家蔵

2-6-4 檜皮一彦
埼玉県立近代美術館の避難プロ ト コ ルを プ
レ イ する 。 wal ki ngpr act i ce / CODE:
Evacuat i on_ dr i l l s[ SPEC_ MOMAS]

2024
映像イ ンス タ レ ーショ ン
（ 1時間48秒）

作家蔵

5-1 オノ ・ ヨ ーコ 白いチェ ス ・ セッ ト /信頼し て駒を 進めよ 1966/2015
木製チェ ス 台、 2脚の木製椅子、
32ピ ース のチェ ス （ すべて白塗
装）

タ グチアート コ レ ク ショ ン/タ グ
チ現代芸術基金

5-2 ロ ーザス Re:  ロ ーザス ！
2013-2024
( 継続中)

映像施工統括： カタ ルシス の岸
辺

www. rosasdanst r osas. be
Cour t esy of  Rosas / f ABULEUS

5-3
ミ シェ ル・ ド ゥ ・ ブロ ワ
ン

樹状細胞 2024 会議椅子、 ワ イ ヤー、 他

5-4-1
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /黒板 2005 チョ ーク 、 黒板 森美術館

5-4-2
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /自分を 舐めろ
（ 「 学校用机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-4-3
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /五頭目のアジアの
虎（ 「 学校用机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-4-4
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /エレ ガント な中指1
（ 「 学校用机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-4-5
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /エレ ガント なフ ァ
シズム（ 「 学校用机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-4-6
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /ワ ント ォ ーンさ ん
が二隻のボート に足を掛けて（ 「 学校用
机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-4-7
ス ッ ティ ー・ ク ッ ナー
ウ ィ チャ ーヤノ ン

ス テレ オタ イ プなタ イ /ス テレ オタ イ プな
タ イ （ 「 学校用机」 シリ ーズよ り ）

2005 椅子に彫刻 森美術館

5-5-1 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-2 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-3 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-4 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-5 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-6 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-5-7 ダイ アナ・ ラ ヒ ム イ ンタ ーベンショ ンズ 2020-
イ ンク ジェ ッ ト プリ ント 、 フ ォ
ト マッ ト 紙

作家蔵

5-6-1 副産物産店 Absol ut e Chai r s #1_ rodi n’ s cr at e 2024
使用済みのク レ ート 、 緩衝材、
木製脚

作家蔵

5-6-2 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2_ roof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-3 副産物産店 Absol ut e Chai r s #1-2_ br aque' s cr at e 2024
使用済みのク レ ート 、 木製パ
レ ッ ト 、 ラ ッ シングベルト 、
ク ッ ショ ン

作家蔵

5-6-4 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2-2_ r oof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-5 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2-3_ r oof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-6 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2-4_ r oof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-7 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2-5_ r oof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-8 副産物産店 Absol ut e Chai r s #2-6_ r oof base Chai r 2024 屋根馬、 木材、 ゴム 作家蔵

5-6-9 副産物産店 Absol ut e Chai r s #3_ st ock 2024 プラ ス チッ ク コ ンテナ、 木材 作家蔵

5-6-10 副産物産店 Absol ut e Chai r s #3-2_ st ock 2024 寸胴鍋、 木材 作家蔵

5-6-11 副産物産店 Absol ut e Chai r s #3-3_ st ock 2024 ペール缶、 木材 作家蔵

5-6-12 副産物産店 Absol ut e Chai r s #3-4_ st ock 2024 集塵機、 木材 作家蔵

5-6-13 副産物産店 Absol ut e Chai r s #4_ st udi o f ur ni t ur e 2024
プラ ス チッ ク コ ンテナ、 木材、
道具

作家蔵

5-6-14 副産物産店 Absol ut e Chai r s #4-2_ st udi o f ur ni t ur e 2024 木材 作家蔵

5-6-15 副産物産店 Absol ut e Chai r s #5 2024 木材、 カーペッ ト 作家蔵

5-6-16 副産物産店 Absol ut e Chai r s #5-2 2024 木材、 カーペッ ト 作家蔵

5-6-17 副産物産店 Absol ut e Chai r s #5-3 2024 木材、 ロ ープ 作家蔵

5-6-18 副産物産店 Absol ut e Chai r s #5-4 2024
木材、 フリ ス ビー、 高速切断機
の刃

作家蔵

5-6-19 副産物産店 Absol ut e Chai r s #5-5 2024 木材、 オール 作家蔵

5-6-20 副産物産店 Absol ut e Chai r s or i gi nal 2020 折り 畳み椅子のフ レ ーム、 木材 作家蔵

第５ 章　 関係をつく る 椅子
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■  アーティ スト ・ プロジェク ト  #2. 07 

  永井天陽 遠回り の近景 

 

■ 会期： 2023 年10 月14 日（ 土） ～ 2024 年1 月28 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館、 さいたま国際芸術祭実行委員会 

■ 協力：  HARMAS GALLERY、株式会社渡辺プラスチッ ク工業、株式会社

アイル、 ト ラフズク、 江口孔版株式会社、 株式会社コバプロ 

■ 広報協力： JR東日本株式会社、 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５  

■ 助成： 公益財団法人 朝日新聞文化財団  

■ 観覧料： 無料 

■ 広報印刷物： ポスターB2、 ちらし A4、 DM 170×170mm変形／デザイ

ン： 八木宏基 

■ 担当学芸員： 佐伯綾希 

 

B2 ポスター 

 

■ 開催趣旨 

 「 アーティ スト ・ プロジェク ト  #2.0」 は、 現在活躍中のアーティ ス

ト を紹介する展示プログラムです。 武蔵野美術大学大学院で彫刻を専

攻した永井天陽（ ながい そら や） は、 ものや出来事へのささ やかな疑

いを出発点と して、 人が無意識に抱く 感覚や認識への問いをテーマに

制作してきました。  

 本展覧会は、永井が10年間にわたって取り 組んできた「 metaract i on」

シリ ーズを中心に構成されます。「 metaract i on」 では、招き猫や信楽焼

のたぬきと いった既製品の型を取って透明なアク リ ル材に置き換え、

その中にぬいぐるみなど別の既製品を詰め込んでいます。 カラフルな

蛍光色の“ 器” と 、と こ ろどこ ろずれた“ 中身” は、主張し合いながら

一体化し、多重の認識を引き起こします。鑑賞者の視線の先で、表層と

かたち、 輪郭の関係は揺らぎ、 日常的なものが様相を変えて立ち現れ

てきます。  

 他方で、永井の制作には通底して“ 死” へのまなざしが存在し ます。

「 metaract i on」 は、骨壺を目にしたと きに抱いた違和感が制作のきっ

かけと なり ました。生きた“ その人” から容器に収まった“ それ” への

変化を受容しきれない感覚は、 生と 死の不連続性をめぐる葛藤と 言い

換えるこ と ができるかも しれません。  

 センターホールのインスタレーショ ンは、 骨壺を意味する“ urn” か

ら派生したタイト ルをも つ「 urnto」 シリ ーズから なっています。 量販

店などで見つけた既製品を器と し て、 中に鳥の剥製を詰め込んだ

「 urnto」 は、 まさに鳥の遺骸を収める骨壺のよう です。 かつて鳥であ

ったものたちが、生前のかたちを留めないほどに解体されていながら、

生きていたと きのよう に止まり 木で羽を休めています。 こ う して生と

死のあわいに引き出さ れたも のたちは、 その生々しさ によって生理的

な感覚を刺激しつつ、 不連続な生と 死を結び合わせます。  

 永井は芸術を「 遠回り の方法を考え多様な視点から世界を見ること 」

と 位置づけています。 ユーモラスな親しみやすさ と 得体のしれなさ が

同居する彫刻作品は、 対象への認識を解体して組み換え、 再統合する

“ 遠回り ” のプロセスを媒介します。 また、“ その人” と “ それ” の間

に何があり えたのかと いう 、それ自体が“ 遠回り ”な問いへの“ 遠回り ”

な答えを提示します。  

 世界を“ 遠回り ” で眺めると き、どんな景色がひらけるでしょ う か。  

 

■関連事業 

・ ワーク ショ ッ プ「 かけら／かたち」  

日時： 2023 年 11 月 18 日（ 土） 13: 30～15: 00／場所： 3 階創作室／講

師： 永井天陽／無料／参加者数20 人（ 事前予約制）  

・ 担当学芸員と 作家によるギャラリ ート ーク 

日時： 2023 年12 月2 日（ 土） 15: 00～15: 30／参加者数13 人 

 

■広報記録 

＜新聞＞ 

・ 出田阿生「 合体で生まれる「 不思議」 飯能出身彫刻家の永井さん 展

覧会」『 東京新聞』 2023 年12 月21 日 

・「 認識のズレ楽し む作品 さいたまで企画展」『 読売新聞』 2024 年1 月

10 日 

・ 告知：『 産経新聞』 2024 年1 月11 日 

＜雑誌、 ミ ニコミ 誌等＞ 

・「 飯能ゆかり の作家」『 文化新聞』 2023 年12 月6 日 

・ 飯島モト ハ「 飯島モト ハのアート ＆スイーツ第 31 回」『 アート コレ

ク ターズ』 2024 年1 月号 

・ 告知：『 武州路』 2023 年10 月号、 11 月号／『 彩の国だより 』 2023 年

12 月号 

＜Web＞ 

・ 浦島茂世「 水先案内人のおすすめ」『 ぴあニュース』 2023 年11 月15

日 

・ Naomi「 アート 作品を見ると は？「 さ いたま国際芸術祭2023」 がもた

らす視点の変化」『 タイムアウト 東京』 2023 年11 月29 日 

・ 告知：『 展覧会・ 博物館・ 美術館・ 記念館』 2023 年9 月29 日／『 フ

ァ ッ ショ ンプレス』 2023 年10 月12 日／『 Tokyo Art Beat』 2023 年10

月14 日／『 Padograph』 2023 年10 月18 日 

＜テレビ・ ラジオ＞ 

・ 告知：『 朝情報★埼玉（ Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５ ）』 2023 年11 月23 日 
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■ 担当後記 

◆これまでギャラリ ーの小空間を主な発表の場と してきた作家にと っ

て、 本展覧会は大型作品を発表する ま たと ない機会と なった。

「 metaract i on」 の新作シリ ーズと 、センターホールを巨大な鳥かごに

変貌させたかのよう な「 urnto」 の大規模なインスタレーショ ンを中心

に、 異素材の組み合わせや工業的な技術を用いた過去作を交えた展示

は、まさに作家の集大成と いえる内容であった。SNS では作品や会場の

写真が数多く 投稿さ れ、 若手作家を積極的に取り 上げる試みを評価す

る感想も みられた。 またショ ッ プで販売した作品集も 好評であった。  

◆メ イン会場の 2 階展示室 Dは、 床を薄紫色のパンチカーペッ ト で覆

い、 明るい雰囲気に一変さ せた。 作品の台座は、 作家が OSB合板や有

孔ボード を用いて自作したも のを持ち込むなど、 展示空間には作家の

意識が隅々まで反映さ れた。 展示作業の直前には、 作品を吊るすため

のセンターホールの昇降機が故障するト ラブルがあったが、 幸い数日

で修理が完了し、 開幕に間に合わせるこ と ができた。  

◆一見身近で親しみやすく 、 しかしよく 見ると じ わじ わと 違和感が湧

き起こ ってく る、 そして内面と 外見の関係など様々な解釈を誘う 作品

の魅力により 、子供から大人まで楽しめる展覧会と なった。1 階のスロ

ープ横に設置した《 metaract i on #10》 は、 信楽焼のたぬきと テディ ベ

アを一体化させたユーモラスな姿で来館者の目を惹いた。 興味を持っ

た親子連れや小学生などが、2 階の会場まで足を運んでく れるこ と もあ

った。 関連ワーク ショ ッ プでは、 カラフルなアク リ ルの端材を自由に

組み合わせてキーホルダーやアク セサリ ーを制作し、 幅広い年齢層の

参加者による個性豊かな作品が仕上がった。          （ 佐伯綾希）  

 

 

 

展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

 

展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 
センターホール展示風景（ 撮影： 加藤健）  

 

■ 出品リ スト  

作品データは、 以下の順に記した。  

出品番号／作品名／技法・ 素材／制作年 

 

1 metaracti on #32 PL-1／バービー、 アク リ ル材／2023 

2 metaracti on #25 O-1／バービー、 アク リ ル材／2021 

3 metaracti on #31 P-1／ぬいぐるみ、 アクリ ル材／2023 

4 metaracti on #31 G-1／ぬいぐるみ、 アクリ ル材／2023 

5 metaracti on #31 O-1／ぬいぐるみ、 アクリ ル材／2023 

6 metaracti on #4-2／ぬいぐるみ、 アク リ ル材／2014-23 

7 mi xed f rui t／ミ ク スト メ ディ ア／2015-23 

8 ト リ と いう 名の鳥／FRP、 有孔ボード 、 アク リ ル材にスク リ ーンプ

リ ント ／2017 

9 かわと かたち 海のおと ／水性樹脂、石膏ボード 、アク リ ル材にス

ク リ ーンプリ ント ／2022 

10 かわと かたち ファ ミ リ ー／水性樹脂、 石膏ボード 、 アク リ ル材

にスク リ ーンプリ ント ／2022 

11 モザイ クをかける／御影石、 アク リ ル材にスク リ ーンプリ ント ／

2022 

12 urnto21-１ ／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2021 

13 urnto21-2／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2021 

14 urnto23-1／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

15 urnto21-23／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2021 

16 urnto21-20／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2021 

17 urnto23-2／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

18 urnto21-53／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

19 urnto23-3／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

20 urnto23-4／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

21 urnto23-5／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

22 urnto21-34／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

23 urnto／鳥の毛皮、 既製品、 木材に塗装／2023 

24 metaract i on #10／ぬいぐるみ、 アク リ ル材／2014 

25 metaract i on #11／ぬいぐるみ、 アク リ ル材／2015 
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■ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン 

 

 ＭＯＭＡＳ コレクショ ン（ 埼玉県立近代美術館常設展） では、当館の

コレク ショ ンの中核をなす埼玉ゆかり の美術家と 彼ら に影響を与えた

国内外の美術家の所蔵作品を、 学芸員の調査・ 研究をもと にさ まざま

な観点から紹介している。 年間を 4 つの会期に分け、 会期ごと に名品

を核にした「 セレク ショ ン」 のコーナーのほか、さまざまなテーマを掲

げたコーナーを設けて、 多角的な観点から展示を構成している。 さ ら

に所蔵作品に加えてテーマに相応しい寄託・ 借用作品も併せて紹介し、

展示内容の充実を図っている。このよう な姿勢を明確に提示するため、

平成 20 年度より これまでの「 常設展」 に替わり 「 ＭＯＭＡＳ コレク

ショ ン」 と いう 名称を用いている。    

 令和 5 年度は、 海が見せる多様な表情をテーマにした「 ＭＯＭＡＳ

ノ 海」（ 5/13-8/27） や、写実やリ アルな表現の問題に焦点をあてた「 魅

惑のリ アリ ズム」（ 12/2-2024/2/25） と いったテーマ性のあるコーナー

展示のほか、収蔵作家のまと まったコレク ショ ンを紹介する「 特集： 須

田剋太」（ 9/2-11/26） などを開催した。 また、「 セレク ショ ン： 企業の

支援によるコレク ショ ン」（ 5/13-8/27） では、開館当初に埼玉り そな銀

行（ 旧埼玉銀行）の支援で収蔵した主な作品を、埼玉り そな銀行開業20

周年にちなんで紹介し、 それに連動して埼玉り そな銀行の協賛、 埼玉

県立近代美術館フレンド の協力のも と 、 夏休み期間中に親子等で作品

を観覧できるよう 、7/15-8/27 の期間、ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの観覧

料を無料と する「 埼玉り そな銀行フリ ーデー」 を開催した。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン [5/13 - 8/27]  

 

■ 会期： 2023 年5 月13 日（ 土） ～ 8 月27 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館 

■ 協力： JR 東日本大宮支社 

■ 入場者数：  13, 301 人 

■ 広報印刷物： ポスター B1・ B2（ 3 種） ／デザイン:杉山さゆり  

■ 担当学芸員： 平野到、 五味良子   

 

 

 

ポスター（ 各B1・ B2）  

 

■ 展示室A（ 1 階）  

≪セレク ショ ン： 企業の支援によるコレク ショ ン≫ 

埼玉り そな銀行開業 20 周年に関連し、 埼玉り そな銀行（ 旧埼玉銀行）

の支援で開館当初に収蔵さ れた主な作品を取り 上げ、 当館のコレク シ

ョ ンの形成について振り 返った。  

≪ＭＯＭＡＳ ノ 海≫ 

埼玉に、潮の香り を。夏の日差しがまぶしい季節にあわせ、海をテーマ

にした作品を集め紹介した。  
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■ 広報記録 

＜ラジオ＞ 

・「 県立近代美術館「 ＭＯＭＡＳ コレクショ ン」 を開催」『 朝情報★埼

玉』 2023 年5 月26 日 

＜新聞＞ 

・「 埼玉ゆかり 美術家作品並ぶ 近代美術館 埼玉り そな 20 周年企画」

『 読売新聞』 2023 年6 月4 日 

・「 県立近代美術館 常設展の観覧料無料」『 埼玉新聞』 2023 年7 月

20 日 

＜Web・ ミ ニコミ 誌等＞ 

・ 告知：『 展覧会・ 美術館・ 記念館』 2023 年5 月13 日 

・ 告知：『 Tokyo Art Beat』 2023 年5 月13 日 

・ 告知：『 Padograph』 2023 年5 月24 日 

 
「 セレク ショ ン： 企業の支援によるコレク ショ ン」 展示風景 
 

 
「 ＭＯＭＡＳ ノ 海」 展示風景 

 

■ 担当後記： ≪セレク ショ ン： 企業の支援によるコレク ショ ン≫ 

◆開館当初に収集した作品の中には、 当館が購入した作品に加え、 県

内の企業から支援をいただき、収集がかなった作品がある。と り わけ、

埼玉り そな銀行（ 旧埼玉銀行） から寄贈いただいた、 埼玉ゆかり の画

家、田中保の作品26 点は、当館のコレク ショ ンの形成を考える上で重

要なものである。また、開館の２ 年後には、旧埼玉銀行をはじめと する

県内 8 つの金融機関から寄付金をいただき、 オーギュスト ・ ルノ ワー

ルの《 三人の浴女》（ 1917-19 年） と レオナール・ フジタの《 横たわる

裸婦と 猫》（ 1931 年） を購入するこ と ができた。今回のセレク ショ ンで

は、 令和 5 年が埼玉り そな銀行開業 20 周年にあたるこ と にちなんで、

開館当初に旧埼玉銀行の支援で収蔵さ れた主要な作品を取り 上げ、 あ

わせて関連性のある収蔵作品も紹介し、 当館のコレク ショ ンの形成に

ついて振り 返った。 企業の支援によるコレク ショ ンが、 当館のコレク

ショ ンにおいて果たしてきた重要性について、 改めて目を向ける機会

と した。  

◆この「 セレク ショ ン」 の展示に連動し、埼玉り そな銀行の協賛、埼玉

県立近代美術館フレンド の協力のも と 、 夏休み期間中に親子等で作品

を観覧してもらえるよう に、7/15-8/27 の期間、ＭＯＭＡＳ コレク ショ

ンの観覧料を無料と する「 埼玉り そな銀行フリ ーデー」 を開催した。企

業と 連携し て観覧料を無料と する取組は、 滋賀県立美術館などの先行

事例があるが、当館と しては初めての試みであった。結果と して「 埼玉

り そな銀行フリ ーデー」 開催期間中のＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの観覧

者数（ 9,228 人） は、 昨年度の同時期の観覧者数（ 4,942 人） の約2 倍

と なり 、非常に効果が大きかったと 言える。       （ 平野到）  

  

■ 担当後記： ≪ＭＯＭＡＳ ノ 海≫ 

◆生命の源である海。 古今東西、 さ まざまな美術作品の中で繰り 返し

海は登場し てきた。 当館の収蔵作品の中にも 、 海をテーマにした作品

が少なく ない。 海のない埼玉であるが、 展示室に概念と しての海を再

現して楽し んでいただけたら と 考えて、 展示にいく つかの工夫を織り

交ぜながら 今回のコーナーを練り 上げた。  

◆シルバーと 白を基調に、 鏡面や半透明の素材を使い、 白く 明るい照

明で涼やかな空間を演出した。 夏の海のきら めきは格別である。 その

まぶしい日差しに負けないく らい、輝く よう な部屋に仕上げたかった。

今回の作品を引き立てるテーマと し て、 反射や透過と いったキーワー

ド を設定し た。 一部の壁面をミ ラーパネルで覆ったと ころ、 空間に広

がり を持たせること ができた。 キャプショ ンには、 軽やかな印象の透

過性のあるト レーシングペーパーを採用した。 通常の無地の印刷と 薄

く グレーを載せて刷った紙を少しだけずれるよう に重ねて、 文字がに

じむよう な奥行きを出すよう 試してみた。  

◆木村直道や建畠覚造らの立体作品は、 半円形の台に乗せて照明をブ

ルーに設定、 ないし ミ ラーの反射効果を計算した展示と した。 打ち寄

せる波をイ メ ージし ても らえたよう で、 建畠の作品が初めてタイト ル

どおり 波に見えたと いう 来場者からの声が聞かれ幸いであった。  

◆ミ ラ ーやガラ スケースなど、 壁面の随所に、 海を題材にした近代の

詩をちり ばめ、 展示作品と 共に味わえるよう 工夫を試みた。 アルチュ

ール・ ランボーの海の詩を想起させる柄澤齊の版画や山崎博の写真な

ど、 詩と 共に紹介するこ と でいっそう 作品へのイマジネーショ ンが深

まるよう 意識し た。 駒井哲郎や浜口陽三、 日和崎尊夫らの細密な版画

や増田三男の情感あふれる金工は、 じっく り 向き合えるよう 、 独立し

た中央空間に展示し た。 反対の壁面には、 それら と 結びつく よう なジ

ャン・ コク ト ーの詩を掲出した。 斎藤与里の海女を描いた大作や田中

保の海辺の女性像、 川本末雄の日本画などは、 島崎藤村や中原中也の

詩で彩り を添えた。  

◆海が持つ多彩な表情を見せたく 、 こ のよう に近代から現代まで、 平

面・ 立体・ 映像と 幅広く 作品を取り 上げ、写実的な傾向の作品から幻想

的な色合いの作品、 抽象的な作品にいたるまで、 サイズも 大小さまざ

まな作品を意図的に織り 交ぜた。 異なる雰囲気を持つ作品どう しの組

み合わせは複雑で、 当初の予想以上に完成さ せるのが難しい空間と な

った。2 日間の展示替作業は、常に決断の連続で時間と の勝負になるが、

展示数を厳選し 、 作品間を広く 取るこ と で何と か一つの空間と してま

と めるこ と ができたと 思う 。 スクリ プカリ ウ落合安奈の映像作品から

穏やかな潮騒が聞こ え、 海の響きが展示室を満たしていたこ と も、 作

品同士のゆるやかなつながり を生んでいた。      （ 五味良子）  
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■出品リ ス ト

展示室A

作家名 生没年 作品名 制作年 技法・ 素材 備考

１ 　 セレ ク ショ ン:  企業の支援によ る コ レ ク ショ ン 　

アルフ レ ッ ド ・ シス レ ー [ 1839-1899] セーヴルの坂道 1879 油彩、 カンヴァ ス 令和2年度丸沼芸術の森寄託

ク ロ ード ・ モネ [ 1840-1926] ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 1888-1889 油彩、 カンヴァ ス

オーギュ ス ト ・ ルノ ワ ール [ 1841-1919] 三人の浴女 1917-1919 油彩、 カンヴァ ス

昭和59年度に以下8金融機関の
寄付金で購入： 旧・ 埼玉銀行、
武蔵野銀行、 埼玉県信用金庫、
川口信用金庫、 青木信用金庫、
小川信用金庫、 飯能信用金庫、
埼玉県信用農業協同組合連合会

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] シャ グマユリ の聖母子 1925 油彩、 カンヴァ ス

パブロ ・ ピ カソ [ 1881-1973] 静物 1944 油彩、 カンヴァ ス

田中保 [ 1886-1941] キュ ビ ス ト A 1915（ 大正4） 油彩、 カンヴァ ス 昭和57年度旧・ 埼玉銀行寄贈

田中保 [ 1886-1941] キュ ビ ス ト B 1915（ 大正4） 油彩、 カンヴァ ス 昭和57年度旧・ 埼玉銀行寄贈

田中保 [ 1886-1941] 横たわる 裸婦
1920（ 大正9） -
1930（ 昭和5）

油彩、 カンヴァ ス 昭和57年度旧・ 埼玉銀行寄贈

田中保 [ 1886-1941] 黒いド レ ス の腰かけている 女
1920（ 大正9） -
1930（ 昭和5）

油彩、 カンヴァ ス 昭和57年度旧・ 埼玉銀行寄贈

田中保 [ 1886-1941] サン・ ベネゼ橋 1928（ 昭和3） 頃 油彩、 カンヴァ ス 昭和57年度旧・ 埼玉銀行寄贈

レ オナール・ フ ジタ [ 1886-1968] 横たわる 裸婦と 猫 1931（ 昭和6） 油彩、 カンヴァ ス

昭和59年度に以下8金融機関の
寄付金で購入： 旧・ 埼玉銀行、
武蔵野銀行、 埼玉県信用金庫、
川口信用金庫、 青木信用金庫、
小川信用金庫、 飯能信用金庫、
埼玉県信用農業協同組合連合会

マルク ・ シャ ガール [ 1887-1985] 二つの花束 1925 油彩、 カンヴァ ス

キス リ ング [ 1891-1953] 赤いテーブルの上の果実 1944 油彩、 カンヴァ ス

2　 MOMASノ 海

斎藤与里 [ 1885-1959] 海女 1932（ 昭和7） 油彩、 カンヴァ ス

田中保 [ 1886-1941] 背中の裸婦
1920（ 大正9） -
1930（ 昭和5）

油彩、 ボード

山路真護 [ 1900-1969] 水の幻想 1947（ 昭和22） 油彩、 カンヴァ ス

川本末雄 [ 1907-1982] 浜風 1964（ 昭和39） 彩色、 紙 平成4年度川本貞子氏寄贈

増田三男 [ 1909-2009] 金彩浜辺ノ 詩箱 銀、 金のアマルガム、 蹴彫 平成22年度斎藤晴子氏寄贈

建畠覚造 [ 1919-2006] Wavi ng Fi gur e 18 1985（ 昭和60） 合板、 ウ レ タ ン

建畠覚造 [ 1919-2006] Wavi ng Fi gur e 25 1985（ 昭和60） 合板、 ウ レ タ ン 昭和63年度寄贈

木村直道 [ 1923-1972] 青函連絡船 制作年不詳 金属、 プラ ス チッ ク 平成12年度加藤典子氏寄贈

小川游 [ 1932-] 千倉の海 1989（ 平成元） 油彩、 カンヴァ ス 平成3年度寄贈

五月女幸雄 [ 1938-] Vi si on  Fugi t i ve 1989（ 平成元） 油彩、 カンヴァ ス

山崎博 [ 1946-2017] 海を ま ねる 太陽 1 1978（ 昭和53） ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント

山崎博 [ 1946-2017] 海を ま ねる 太陽 2 1978（ 昭和53） ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント

山崎博 [ 1946-2017] 海を ま ねる 太陽 3 1978（ 昭和53） ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント

山崎博 [ 1946-2017] 海を ま ねる 太陽 4 1978（ 昭和53） ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント

山崎博 [ 1946-2017] 海を ま ねる 太陽 5 1978（ 昭和53） ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント

柄澤齊 [ 1950-]
肖像 Ⅳ アルチュ ール・ ラ ン
ボー

1982（ 昭和57） 木口木版、 紙

ス ク リ プカリ ウ 落合安奈 [ 1992-] Bl essi ng Beyond t he Bor der s
2019（ 令和元）
プリ ン ト ： 2022
（ 令和4）

ゼラ チン ・ シルバー・ プリ ント 令和4年度寄贈

ス ク リ プカリ ウ 落合安奈 [ 1992-] Doubl e Hor i zon 2022（ 令和4）
シングルチャ ン ネルビ デオ、
サウ ンド （ 13分7秒ループ）

サウ ンド ： BATACO／サウ ンド リ
ミ ッ ク ス ： 高木創／映像編集協
力： 青木理紗／英語字幕： 野村
善文
協力： 平戸市生月町博物館 島
の館、 松浦史料博物館、 平戸オ
ラ ン ダ商館、 Ar t  col l ect i ve
"Res i dence proj ect " ( 現在
i i t t ee)
令和4年度寄贈
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前期展示： 5/13-7/2

横山大観 [ 1868-1958] 海辺巌 1930（ 昭和5） 彩色、 絹
平成19年度大熊雄二氏、 大熊清
二氏、 大熊聡一郎氏、 煙石澄子
氏寄贈

斎藤豊作 [ 1880-1950] 波Ｉ 鉛筆、 紙
平成19年度アリ ーナ・ サイ ト ウ
氏寄贈

熊谷守一 [ 1880-1977] 大島 1935（ 昭和10） 油彩、 板 平成10年度鈴木い祢氏寄贈

森田恒友 [ 1881-1931] 磯Ⅱ 1912（ 大正元） 油彩、 カンヴァ ス 昭和58年度森田仁介氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 波のたわむれ（ おど り ） 1956（ 昭和31） アク アチント 、 紙

駒井哲郎 [ 1920-1976] 海底の祭 1951（ 昭和26）
ド ラ イ ポイ ント 、 メ ゾ チント 、
ソ フ ト グラ ンド ・ エッ チング、
エングレ ーヴィ ング、 紙

平成4年度ホダカ株式会社寄贈

日和崎尊夫 [ 1941-1992] 魚のカーニバル 1982（ 昭和57） 木口木版、 紙 平成13年度荒井勝明氏寄贈

後期展示： 7/4-8/2

横山大観 [ 1868-1958] 漁村曙 1940（ 昭和15） 彩色、 絹
平成19年度大熊雄二氏、 大熊清
二氏、 大熊聡一郎氏、 煙石澄子
氏寄贈

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] ト レ ス ト リ ニェ ルの岩場 1920 油彩、 カンヴァ ス

斎藤豊作 [ 1880-1950] 波Ⅱ 鉛筆、 紙
平成19年度アリ ーナ・ サイ ト ウ
氏寄贈

浜口陽三 [ 1909-1999] 9つの貝殻 1979（ 昭和54） メ ゾチント 、 紙

駒井哲郎 [ 1920-1976] 海の中の静物 1968（ 昭和43） エッ チン グ、 紙 平成4年度ホダカ株式会社寄贈

日和崎尊夫 [ 1941-1992] 海球 1980（ 昭和55） 木口木版、 紙 平成13年度荒井勝明氏寄贈

展示室A 小部屋

木村直道 [ 1923-1972] 蟹
1965（ 昭和40) -
1967（ 昭和42）

鉄、 コ ン ク リ ート 平成12年度加藤典子氏寄贈

ヨ ナタ ン・ デ・ パス
ド ナート ・ ド ゥ ルビ ーノ
パオロ ・ ロ マッ ツ ィ
カルラ ・ ス コ ラ ーリ

[ 1932-1991]
[ 1935-]
[ 1936-]
[ 1930年代-]

ブロ ウ
デザイ ン： 1967
製品化： 1968

ザノ ッ タ 社／イ タ リ ア
高周波溶着し たPVC
( ポリ 塩化ビ ニル)

展示室A入口

アリ ス ティ ド ・ マイ ヨ ール [1861-1944] イ ル・ ド ・ フ ラ ンス 1925 ブロ ンズ
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■ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン [9/2 - 11/26]  

 

■ 会期： 2023 年 9 月 2 日（ 土） ～ 11 月 26 日（ 日）   

■ 主催： 埼玉県立近代美術館  

■ 協力： JR 東日本大宮支社  

■ 入場者数： 9, 008 人  

■ 広報印刷物： ポスター B1・ B2（ 3 種） ／デザイン： 杉山さゆり   

■ 担当学芸員： 五味良子、 大越久子 

 

 

 

 

ポスター（ 各B1・ B2）  

 

■ 展示室A（ 1 階）  

≪セレク ショ ン≫ 

ド ニほか、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの名品を紹介した。  

≪特集： 須田剋太≫ 

埼玉出身の画家・ 須田剋太の初期の具象画と 、 力強く 生命感にあふれ

た抽象画の代表作を特集展示した。  

 

■ 広報記録：  

＜Web＞ 

・ 告知：『 Tokyo Art Beat』 2023 年9 月2 日／『 Padograph』 2023 年9

月6 日／ 

＜ミ ニコミ 誌等＞ 

・ 告知：『 武州路』 10 月号 2023 年9 月20 日、 11 月号2023 年10 月

20 日／『 埼玉中央よみう り 』 2023 年9 月22 日／『 定年時代埼玉版』

2023 年11 月号 

 

■ 担当後記： ≪特集： 須田剋太≫ 

◆埼玉県吹上村（ 現在の鴻巣市）に生まれた須田剋太（ 1906-1990）は、

県ゆかり の画家の中でも ひと きわ異彩を放つ存在である。 当館では剋

太の作品を 303 点所蔵しているが、 今回は 8 年ぶり にまと まった展示

と なった。 油彩による抽象画の代表作と 繊細なド ローイングの優品を

中心に、 若き日の剋太を支援した所蔵者のご協力を得て、 戦前の具象

画も併せて紹介した。形、色、線、マティ エールは実にさまざまだが、

そこに通底するひたむきでと らわれない、生（ なま） の画境を堪能して

いただけたのであれば嬉しい。  

◆剋太の抽象画は、 力強い縦横無尽のスト ローク の痕跡や、 物質性に

こ だわった複雑で豊かなマティ エールなど、 多彩な手法を取り 入れて

いる。ジュラルミ ンの粉、石や砂のコラ ージュ、縫い合わせたド ンゴロ

スなど、 常識にと ら われないさ まざまな技法や素材と 格闘した激しい

作品は、画面上の色や形の動きが豊かで、造形の面白さ に充ちている。  

◆展示はおおむね制作年順に構成し たが、 いざ並べてみると 、 ド ンゴ
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ロスを縫った「 襞」 のある《 作品 1984 白》 の制作年に違和感がある。

こ の作品は 1984 年の国展に出品され、当時の美術雑誌の展評でも図版

が大きく 掲載さ れている。 し かし作風や保存状態、 他の襞タイプの制

作年代から 推して 1965 年頃に制作したのではないかと 思う よう にな

り 、会期中に裏蓋を外してみた。すると 木枠にはっきり と「 1965．4. 7」

と 記さ れているではないか。 あらためて経緯をたどると 、 こ の作品に

は時機に応じて 4 つの作品名が付された形跡があった。 剋太が同一の

作品に対し、 展示や図版掲載の折々に異なる作品名や制作年を付す例

が散見さ れていたにも かかわらず、 直に作品にあたると いう 基本の調

査を怠っていたこ と が悔やまれた。今後は、制作年の修正のみならず4

つの作品名のう ちどれを採用するかも 課題である。 こ れまでにも 収蔵

後に作品名や制作年を修正し た作品が数点あったが、 剋太の所蔵作品

にはまだまだ調査の余地がある。            （ 大越久子） 

                        

 

 

「 セレク ショ ン」 展示風景 

 

 

「 特集： 須田剋太」 展示風景 
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■出品リ ス ト

展示室A 

作家名 生没年 作品名 制作年 技法・ 素材 備考

１  セレ ク ショ ン

ク ロ ード ・ モネ [ 1840-1926] ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 1888-1889 油彩、 カン ヴァ ス

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] ト レ ス ト リ ニェ ルの岩場 1920 油彩、 カン ヴァ ス

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] シャ グマユリ の聖母子 1925 油彩、 カン ヴァ ス

アンド レ ・ ド ラ ン [ 1880-1954] 浴女 1925 油彩、 カン ヴァ ス

パブロ ・ ピ カソ [ 1881-1973] 静物 1944 油彩、 カン ヴァ ス

モーリ ス ・ ユト リ ロ [ 1883-1955]
旗で飾ら れたモン マルト ルの
サク レ =ク ール寺院

1919 油彩、 カ ンヴァ ス

ジュ ール・ パス キン [ 1885-1930] 眠る 裸女 1928 油彩、 カン ヴァ ス

ジョ ルジョ ・ ルオー [ 1871-1958] 横向き のピ エロ 1925頃 油彩、 紙（ 麻布で裏打ち）

マルク ・ シャ ガール [ 1887-1985] 二つの花束 1925 油彩、 カン ヴァ ス

キス リ ング [ 1891-1953] リ タ ・ ヴァ ン ・ リ アの肖像 1927 油彩、 カン ヴァ ス

キス リ ング [ 1891-1953] 赤いテーブルの上の果実 1944 油彩、 カン ヴァ ス

展示期間 |  ～9月29日

オーギュ ス ト ・ ルノ ワ ー
ル

[ 1841-1919] 三人の浴女 1917-1919 油彩、 カ ンヴァ ス

昭和59年度に以下8金融機関
の寄付金で購入： 旧・ 埼玉
銀行、 武蔵野銀行、 埼玉県
信用金庫、 川口信用金 庫、
青木信用金庫、 小川信用金
庫、 飯能信用金庫、 埼玉県
信用農業協同組合連合会

展示期間 |  9月30日～

ポール・ シニャ ッ ク [ 1863-1935] アニエールの河岸 1885 油彩、 カン ヴァ ス

2 特集： 須田剋太

須田剋太 [ 1906-1990] 男の像 1936（ 昭和11）
グ アッ シュ 、 墨、 鉛筆、 コ ン
テ、 紙

個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 読書する 男 1939（ 昭和14） 油彩、 カン ヴァ ス 個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 人物像 1940（ 昭和15） 鉛筆、 水彩、 紙 平成2年度木俣英純氏寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 老人像 1941（ 昭和16） 油彩、 カン ヴァ ス 昭和52年度中野久子氏寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] あ やめ 1941（ 昭和16） 油彩、 カン ヴァ ス 個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 《 老人像》 習作 1941（ 昭和16） 頃 コ ン テ、 鉛筆、 墨、 紙 個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 妙心寺法堂 1942（ 昭和17）
鉛筆、 グアッ シュ 、 コ ンテ、
墨、 紙

個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 神将 1942（ 昭和17） 油彩、 カン ヴァ ス 個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-165 1950（ 昭和25） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-120 1951（ 昭和26） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-138 1951（ 昭和26） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-139 1954（ 昭和29） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 摑えた近代 1955（ 昭和30） 油彩、 ド ン ゴ ロ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 地獄谷線刻仏 1956（ 昭和31） グアッ シュ 、 紙 個人蔵

須田剋太 [ 1906-1990] 否定的絶対無 1959（ 昭和34） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-205 1959（ 昭和34） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-215 1959（ 昭和34） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 不在の現実 1960（ 昭和35）
油彩、 ジュ ラ ルミ ンの粉、 ド ン
ゴ ロ ス

平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1962k 1962（ 昭和37） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 B 1962（ 昭和37） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 A 1963（ 昭和38） 油彩、 カン ヴァ ス 昭和58年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1963c 1963（ 昭和38） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1963i 1963（ 昭和38）
油彩、 ジュ ラ ルミ ンの粉、 カン
ヴ ァ ス

平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1963g 1963（ 昭和38）
油彩、 ジュ ラ ルミ ンの粉、 カン
ヴ ァ ス

平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1964ｂ 1964（ 昭和 39） 油彩、 ド ン ゴ ロ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 私の曼陀羅 a 1964（ 昭和39） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 A 1964（ 昭和39） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1964ｄ 1964（ 昭和39） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1967白C 1967（ 昭和42） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈
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須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1967白A 1967（ 昭和42） 油彩、 貼ら れた紙、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1973黄金 1973（ 昭和48） 油彩、 カン ヴァ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-99 1982（ 昭和57） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-24 1982（ 昭和57） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-70 1982（ 昭和57） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-54 1982（ 昭和57） グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 1984白 1965（ 昭和40） 油彩、 ド ン ゴ ロ ス 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 文楽お染 1987（ 昭和62） グアッ シュ 、 コ ラ ージュ 、 紙 平成20年度本間フ ミ 氏寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-8 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-55 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-69 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-79 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-112 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-126 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-135 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

須田剋太 [ 1906-1990] 作品 G-140 制作年不詳 グアッ シュ 、 紙 平成元年度寄贈

展示室A 小部屋

瑛九 [ 1911-1960] 田園 1959（ 昭和34） 油彩、 カン ヴァ ス 加藤南枝氏蔵（ 当館寄託）

1F 吹き 抜けロ ビ ー

アリ ス ティ ド ・ マイ ヨ ール [ 1861-1944] イ ル・ ド ・ フ ラ ン ス 1925 ブロ ン ズ
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■ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン [12/2 - 2/25]  

 

■ 会期： 2023 年12 月2 日（ 土） ～2024 年2 月25 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館 

■ 協力： JR東日本大宮支社 

■ 入場者数： 7,001 人 

■ 広報印刷物： ポスター B1・ B2（ 2 種） ／デザイン： 杉山さゆり  

■ 担当学芸員： 佐藤あゆか、 菊地真央 

  

 

 

ポスター（ 各B1・ B2）  

 

 

 

■ 展示室A（ 1 階）  

≪魅惑のリ アリ ズム≫ 

倉田弟次郎、 上田薫など近現代の作家による「 リ アル」 な表現に注目

し、 その多彩な魅力を紹介した。  

≪セレク ショ ン≫ 

モネほか、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの名品を紹介した。  

 

■ 広報記録 

＜Web＞ 

・ 告知：『 Padograph』 2023 年12 月22 日 

＜ミ ニコミ 誌等＞ 

・ コバト ン note：『 あすーる』 1 月号 2024 年1 月 

・ 告知：『 武州路』 2 月号 2024 年1 月20 日 

 

■ 担当後記： ≪魅惑のリ アリ ズム≫ 

◆上田薫の油彩画《 ジェリ ーにスプーン C》 は、当館の収蔵品のなかで

も 高い人気を誇る作品のひと つである。 ジェリ ーをスプーンですく お

う と する瞬間が忠実に描かれた本作は、 その強調さ れた質感の表現も

相まって多く の鑑賞者を惹きつけている。 しかしながら、 こ のよう な

「 リ アル」 な作品の魅力は、 単にその描写力が高いこ と だけではない

はずである。 こ う し た視点から、 こ のコーナーでは描写のリ アルさ が

際立つ作品に着目し 、 作者の意図や時代背景などを掘り 下げながら そ

の魅力を紹介するこ と を試みた。  

◆鴫剛の《 Col l ect i on-Recol l ect i on 3》、 古川勝紀の「 国道」 シリ ー

ズ、小島喜八郎の「 草」 シリ ーズと いったサイズがかなり 大きい作品が

並び、 今回の展示の見どこ ろのひと つと なった。 なるべく 広い空間で

鑑賞できるよう 環境を整える必要があったため、 通常使用している可

動壁をひと つ取り 除いた。 結果と し て、 こ れまでの常設展示室から ガ

ラッ と 雰囲気が変わり 、新鮮な展示空間をつく ること ができた。また、

コーナーの雰囲気と 広い空間に合う よう 、 休憩用のデザイン椅子には

透明なも の（ プリ ア、 ラ・ マリ ー） を採用した。  

◆出品作品を検討していると きには意識していなかったのだが、古川、

小島、倉田弟次郎、五月女幸雄など、県ゆかり の作家の作品を多く 含む

展示と なった。 と り わけ倉田弟次郎の作品は想像以上の反響があり 、

写真と 見紛う ほど精巧なド ローイングに多く の人が感銘を受けた様子

だった。 倉田白羊の兄でも ある弟次郎は本県にと って重要な作家のひ

と り だが、 23 歳で夭折したため、 その足跡にはいまだ疑問が残されて

いる。 今後、 まと まった調査が必要であると あらためて感じた。  

◆当館が所蔵する「 リ アル」 な作品が一堂に会する機会と なったが、い

ざ展示室に並べてみると 、 ク ールな雰囲気や現実と の距離を感じさ せ

る表現にどこと なく 共通点が見られるものもあり 、興味深かった。様々

な視覚情報であふれかえる現代において「 リ アル」 と は何なのかを再

考する場を提供できていたら嬉しく 思う 。       （ 佐藤あゆか） 
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「 魅惑のリ アリ ズム」 展示風景 

 

 

「 セレク ショ ン」 展示風景 
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■出品リ ス ト

展示室A

作家名 生没年 作品名 制作年 技法・ 素材 備考

1　 魅惑のリ アリ ズム

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 石膏レ リ ーフ 1890（ 明治23） 鉛筆、 紙 昭和57年度 倉田平吉氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 農家 1891（ 明治24） コ ンテ、 紙 昭和57年度 倉田平吉氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 農家作業 1891（ 明治24） コ ンテ、 紙 昭和57年度 倉田平吉氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 農家庭先 1891（ 明治24） 木炭、 紙 昭和57年度 倉田平吉氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 婦人像 1891（ 明治24） コ ンテ、 紙 昭和57年度 倉田平吉氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 鞄 1892（ 明治25） 水彩、 紙 平成17年度 髙瀬巌氏寄贈

倉田弟次郎 [ 1871-1894] 牡丹 1892（ 明治25） 水彩、 紙 平成17年度 髙瀬巌氏寄贈

上田薫 [ 1928-] ジェ リ ーにス プーン Ｃ 1990（ 平成2） 油彩、 カンヴァ ス

上田薫 [ 1928-] コ ッ プの水 J 1986（ 昭和61） リ ト グラ フ、 紙
令和2年度 株式会社名古屋画廊
代表取締役 中山真一氏寄贈

重村三雄 [ 1929-2012] 永遠の御歳暮 1983（ 昭和58） F. R. P. 平成20年度寄贈

小島喜八郎 [ 1935-2008] 風景741 1974（ 昭和49） 油彩、 カンヴァ ス 平成21年度 小島と し ゑ氏寄贈

五月女幸雄 [ 1938-] Between One Si de and t he Ot her  One ' 79
1978-1979
（ 昭和53-54）

油彩、 カンヴァ ス 昭和62年度寄贈

齋藤研 [ 1939-2020] ベク ト ル 1989（ 平成元） 油彩、 カンヴァ ス 平成3年度寄贈

鴫剛 [ 1943-] Col l ect i on－Recol l ect i on 3 1985（ 昭和60）
アク リ ル、 鉛筆、 カン
ヴァ ス

谷口茂 [ 1948-] PORTRAI T－L 1981（ 昭和56）
ネコ プリ ント 、 油彩、
カンヴァ ス

昭和59年度寄贈

古川勝紀 [ 1953-] 微風の中へ―国道254―･Ⅱ 1998（ 平成10） アク リ ル、 カンヴァ ス

古川勝紀 [ 1953-] 国道16号 ―見つめ返す風景― 1999（ 平成11） アク リ ル、 カンヴァ ス 平成20年度寄贈

古川勝紀 [ 1953-] AM 8: 20 海へ 2003（ 平成15） アク リ ル、 カンヴァ ス 平成20年度寄贈

小島喜八郎 [ 1935-2008] 草　 夏 1995（ 平成7年） 油彩、 カンヴァ ス 平成25年度 小島と し ゑ氏寄贈

小島喜八郎 [ 1935-2008] 草　 冬 1997（ 平成9年） 油彩、 カンヴァ ス 平成25年度 小島と し ゑ氏寄贈

2　 セレ ク ショ ン

ウ ジェ ーヌ ・ ド ラ ク ロ ワ [ 1798-1863] 聖ス テパノ の遺骸を 抱え起こ す弟子たち 1860
油彩、 板にカルト ン貼
付

平成17年度 丸沼芸術の森寄託
（ 登録美術品）

ク ロ ード ・ モネ [ 1840-1926] ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 1888-1889 油彩、 カンヴァ ス

ジュ ール・ パス キン [ 1885-1930] 眠る 裸女 1928 油彩、 カンヴァ ス

マルク ・ シャ ガール [ 1887-1985] 二つの花束 1925 油彩、 カンヴァ ス

マルク ・ シャ ガール [ 1887-1985] 白い裸婦 1962 油彩、 カンヴァ ス 令和2年度 丸沼芸術の森寄託

牧野虎雄 [ 1890-1946] 晩き 夏 1927（ 昭和2） 油彩、 カンヴァ ス

佐伯祐三 [ 1898-1928] 門と 広告 1925（ 大正14） 油彩、 カンヴァ ス

下村観山 [ 1873-1930] 巌に鳥
c. 1915-1916
（ 大正4-5頃）

彩色、 絹
平成19年度  大熊雄二氏、 大熊
清二氏、 大熊聡一郎氏、 煙石澄
子氏寄贈

森田恒友 [ 1881-1933] 山麓 1920（ 大正9） 墨、 紙

森田恒友 [ 1881-1933] 新秋
c. 1922-1924
（ 大正11-13頃）

彩色、 絹 昭和58年度  森田仁介氏寄贈

寺崎広業 [ 1866-1919] 山家の雪 墨、 絹
平成19年度  大熊雄二氏、 大熊
清二氏、 大熊聡一郎氏、 煙石澄
子氏寄贈

横山大観 [ 1868-1958] 白梅 c. 1927( 昭和2) 彩色、 絹
平成19年度  大熊雄二氏、 大熊
清二氏、 大熊聡一郎氏、 煙石澄
子氏寄贈

橋本雅邦 [ 1873-1930] 竹梅図 1898（ 明治31） 彩色、 紙

森田恒友 [ 1881-1933] 平野凍晴
c. 1925-1926
（ 大正14-15頃）

墨、 紙 昭和58年度  森田仁介氏寄贈

森田恒友 [ 1881-1933] 春水四澤満図 c. 1929( 昭和4) 彩色、 絹 昭和58年度  森田仁介氏寄贈

1F 吹き 抜けロ ビー

アリ ス ティ ド ・ マイ ヨ ール [ 1861-1944] イ ル・ ド ・ フラ ンス 1925 ブロ ンズ

（ 前期展示： 12/2-1/14）

（ 後期展示： 1/16-2/25）

（ 前期展示： 12/2-1/14）

（ 後期展示： 1/16-2/25）
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■ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン [3/2 - 6/2]  

 

■ 会期： 2024 年3 月2 日（ 土） ～ 6 月2 日（ 日）  

■ 主催： 埼玉県立近代美術館 

■ 協力： JR東日本大宮支社 

■ 入場者数： 11, 412 人 

■ 広報印刷物： ポスター B1・ B2（ 2 種） ／デザイン： 杉山さゆり  

■ 担当学芸員： 佐伯綾希、 篠原優、 佐藤あゆか 

 

  

 

ポスター（ 各B1・ B2）  

 

 

 

 

■ 展示室A（ 1 階）  

≪チェアーズ―椅子の美術館≫ 

当館が所蔵するデザイン椅子を一挙公開。「 椅子の美術館」 と しての歩

みをたどり ながら紹介した。  

≪セレク ショ ン 誰かの気配≫ 

ピカソほか、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの名品を紹介した。  

≪さいきんのたまもの≫ 

田中保や正木隆など、 近年新たに収蔵した作品を紹介した。  

 

■ 広報記録  

＜ミ ニコミ 誌等＞ 

・ 告知：『 彩の国だより 』 3 月号 2024 年3 月1 日 

・ 告知：『 武州路』 3 月号 2024 年3 月1 日 

 

■ 担当後記： ≪チェアーズ―椅子の美術館≫  

◆当館は、 開館当初から来館者が自由に座れるデザイナーズ・ チェア

を設置してきたこ と により 、「 椅子の美術館」 と も いわれる。 本展示で

は、 開館時の約 30 種類から 70 種類以上にまで拡大した椅子のコレク

ショ ンを最大限見せるこ と を意図し た。 教育普及担当の協力により 、

館内の座れる椅子と 併せて60種類近く が来館者の目にふれる機会と な

った。 一方で展示スペースの都合上、 出品作品の大半を座れない椅子

と せざるを得なかったこ と は反省点である。  

◆同時開催の企画展「 アブソ リ ュート ・ チェアーズ」 では扱われないデ

ザインの文脈を補完する、企画展のB面と しての役割を念頭に置いた。

企画展と 併せて観覧すること で、「 デザイナーズ・ チェアを見たい」 欲

求も満たさ れ、 椅子のも つ魅力をより 多方向から 知っていただけたの

ではないだろう か。  

◆椅子はそれぞれ収蔵年を調査し、 収蔵年代別に分けて展示した。 収

蔵時期によるデザイ ンの傾向の違いのほか、 近年はなかなか新たな椅

子の収蔵が実現していない実情も可視化さ れるこ と と なった。  

◆椅子は当館の活動に欠かせない存在である。 展覧会やワーク ショ ッ

プ、 椅子の鑑賞授業など、 当館で展開してきた椅子に関する事業は多

岐にわたっている。 展示の中では、 県内の生徒を対象と した椅子のデ

ザイン公募「 あったらいいな、こんな椅子！」 の受賞作品を展示したほ

か、他の取り 組みについても 、広報物、記録写真および年表によって紹

介した。 また小部屋には、 収蔵品の中から椅子が登場する平面作品を

ピッ ク アッ プして展示した。  

◆と こ ろ狭しと 椅子が置かれた展示空間はにぎやかな印象で、 多く の

来館者が写真を撮っていた。 と り わけ倉俣史朗《 ミ ス ブランチ》 は、

鏡面の展示台と の相性も 良く 、巡回中の倉俣史朗展や「 日曜美術館」 の

特集で知ったと いう 来館者にも喜んでいただく こ と ができた。  

      （ 佐伯綾希）      
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「 チェアーズ―椅子の美術館」 展示風景 

 

 

「 セレク ショ ン 誰かの気配」 展示風景 

 

 

「 さ いきんのたまもの」 展示風景 
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■出品リ ス ト

作家名 生没年 作品名 制作年 技法・ 素材 備考

展示室A

チャ ールズ・ レ ニー・ マッ
キント ッ シュ

[ 1868-1928]
ヒ ルハウ ス １ /ヒ ルハウ ス
のベッ ド ルームのための
ハイ バッ ク ・ チェ ア

デザイ ン: 1903｜
製品化: 1973

ト ネリ コ 材にエボニー塗装、 ヴェ ル
ヴェ ッ ト 張り の座面

ル・ コ ルビュ ジエ、 ピエー
ル・ ジャ ンヌ レ 、 シャ ル
ロ ッ ト ・ ペリ アン

[ 1887-1965]
[ 1896-1967]
[ 1903-1999]

LC4 シェ ーズロ ング
デザイ ン: 1928｜
製品化: 1929

フレ ーム： ス ティ ールパイ プ・ ク ロ
ムめっき 仕上げ、 シート ： 黒革、
ヘッ ド レ ス ト ： 黒革、 台座： ス
ティ ール・ ブラ ッ ク 塗装仕上げ、 脚
端： グラ イ ド

ヘリ ッ ト ・ ト ーマス ・ リ ー
ト フ ェ ルト

[ 1888-1964] レ ッ ド ・ アンド ・ ブルー
デザイ ン・ 製品化: 1918
( 基本原色の塗装は1923
頃から )

ブナ材にブラ ッ ク 染色塗装およ びウ
レ タ ン塗装仕上げ

ヘリ ッ ト ・ ト ーマス ・ リ ー
ト フ ェ ルト

[ 1888-1964] ジグザグ
デザイ ン: 1932-1933｜
製品化: 1935

サク ラ 材

アルヴァ ・ アアルト [ 1898-1976] パイ ミ オ/アームチェ ア41
デザイ ン: 1930-1931｜
製品化: 1932

樺材成型合板にラ ッ カー塗装の背
座、 樺材積層成型のフレ ーム

アルネ・ ヤコ ブセン [ 1902-1971] アント ( 蟻) /モデル3101 デザイ ン・ 製品化: 1952
ブナ材成型合板に塗装， ス チールパ
イ プにク ロ ムメ ッ キ仕上げ、 座面下
に衝撃吸収ゴム

マルセル・ ブロ イ ヤー [ 1902-1981] チェ ス カ
デザイ ン: 1928｜製品
化: 1929頃

ス チール・ パイ プにク ロ ムメ ッ キ仕
上げ、 ブナ材にラ ッ カー塗装の木枠
に籐張り

エーロ ・ サーリ ネン [ 1910-1961] ウ ームチェ ア
デザイ ン： 1947｜
製品化： 1948

ス チールパイ プ、 布地

エーロ ・ サーリ ネン [ 1910-1961] チュ ーリ ッ プ・ チェ ア デザイ ン・ 製品化: 1956

椅子: 成形FRP、 フォ ームラ バーの
ク ッ ショ ンに布張り 、 アルミ ニウ ム
の鋳造にプラ ス チッ ク ・ コ ーティ ン
グ仕上げの脚｜テーブル： 合板にメ
ラ ミ ン化粧板張り の天板、 アルムニ
ウ ムの鋳造にプラ ス チッ ク ・ コ ー
ティ ング仕上げの脚

渡邊力 [ 1911-2013] リ キベンチ
デザイ ン： 1960｜
製品化： 1967

米マツ集成材

柳宗理 [ 1915-2011] シェ ル・ チェ ア デザイ ン・ 製品化: 1999
布地、 背: サペリ 板目 脚： ス テンレ
ス 丸パイ プ・ ミ ガキ仕上げ、 ウ レ タ
ン樹脂仕上げ

ハリ ー・ ベルト イ ア [ 1915-1978]
ダイ ヤモンド ・ ラ ウ ンジ
チェ ア No. 421

デザイ ン: 1952-1953｜
製品化: 1953頃

溶接し たス チール・ ワ イ ヤーにビ ニ
ル系の塗料、 合成皮革のク ッ ショ ン

アキッ レ ・ カス ティ リ オー
ニ

[ 1918-2002] セッ ラ ( 鞍)
デザイ ン: 1957｜
製品化: 1983

競技用自転車のサド ル、 鉄パイ プに
ラ ッ カー塗装、 鋳鉄の基底部

ワ ーレン・ プラ ッ ト ナー [ 1919-2006]
プラ ッ ト ナー・ ラ ウ ン
ジ・ コ レ ク ショ ン/アー
ム・ チェ ア1725

デザイ ン・ 製品化: 1966
ス チール・ ワ イ ヤーにニッ ケルメ ッ
キ仕上げ， フ ォ ームラ バーに布張り

倉俣史朗 [ 1934-1991] ミ ス  ブラ ンチ
デザイ ン: 1988｜
制作: 2007

本体： アク リ ル、 造花　 脚： アルミ
ニウ ムパイ プにアルマイ ト 染色仕上
げ

ピータ ー・ オプス ヴィ ッ ク [ 1939-]
ガーデン： リ ト ル・ ツ
リ ー

デザイ ン・ 製品化: 1985
ブナ材、 ポリ ウ レ タ ンフ ォ ームに布
張り

オリ ヴィ エ・ ムルグ [ 1939-] ジン 製品化: 1964
ス チール・ パイ プの芯にポリ ウ レ タ
ン・ フォ ーム、 布張り

梅田正徳 [ 1941-] 月苑
デザイ ン: 1988｜
製品化: 1990

ス チールと 木材の芯、 ポリ ウ レタ ン
フォ ームと ダク ロ ン繊維の詰物、
コ ッ ト ン・ ヴェ ルヴェ ッ ト の外装、
プラ ス チッ ク のキャ ス タ ー

喜多俊之 [ 1942-] ウ イ ンク
デザイ ン: 1976｜
製品化: 1980

ス チールの芯にポリ ウ レ タ ンフォ ー
ム、 布張り 、 プラ ス チッ ク 、 布製カ
バー

内田繁 [ 1943-2016] セプテンバー/C-017 デザイ ン・ 製品化: 1977
ス チール・ パイ プにメ ラ ミ ン焼付塗
装、 布張り の座面

笠松栄 [ 1943-] パタ パタ ( 子供椅子)
デザイ ン: 1987 ｜
製品化: 1988

合板にポリ ウ レ タ ン塗装

寺原芳彦 [ 1943-]
チタ ニウ ム・ チェ ア/アー
ムチェ アA TS200L

デザイ ン: 1987-1990｜
製品化: 1990

チタ ン， ビニール・ レ ザー

田中敏溥 [ 1944-]
Bi n. Chai r /ベニヤ型抜き
キッ ト チェ ア

制作: 1988-91 表面材シナ材の合板（ シナベニヤ）

テルイ ェ ・ エク ス ト レ ム [ 1944-2013] エク ス ト レ ム
デザイ ン: 1972-1977｜
製品化: 1984

ス チール・ パイ プの芯にポリ ウ レ タ
ンフ ォ ーム、 布張り

ジャ ン・ ミ シェ ル・ ヴィ ル
モッ ト

[ 1948-] リ ク ソ ン・ チェ ア デザイ ン・ 製品化: 1983 樫材に染色塗装、 皮革張り

ト ルス テイ ン・ ニールセン [ 1951-] ト ーテム デザイ ン・ 製品化: 1983 ブナ材積層成型に塗装、 布張り

ロ ン・ アラ ッ ド [ 1951-] ト ム・ ヴァ ッ ク
デザイ ン: 1997｜
製品化: 1998

ポリ プロ ピレ ン， ス チール・ パイ プ
にク ロ ムメ ッ キ仕上げ

みかんぐ み [ 1995-] かみかんかぐ デザイ ン・ 製品化: 2001 紙管

大熊菜美子 ヒ ラ ヒ ラ チェ アー 制作: 2005 FRP
公募「 あっ たら いいな、 こ んな
椅子！」 埼玉県立近代美術館賞

駒井哲郎 [ 1920-1976] 室内 1970 エッ チング（ 雁皮刷） 、 紙 平成4年度ホダカ株式会社寄贈

宮内義也 [ 1921-1984] 白い椅子 1983 油彩、 カンヴァ ス 昭和62年度宮内禎子氏寄贈

アント ニ・ タ ピ エス [ 1923-2012] 大き な椅子 1984 リ ト グラ フ、 紙

1　 チェ アーズ - 椅子の美術館
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松原龍雄 [ 1941-] STI LL LI FE 844 1984 水彩、 紙

河内成幸 [ 1948-] 単なる 右と 左 1975 木版、 紙 平成5年度寄贈

ウ ジェ ーヌ ・ ド ラ ク ロ ワ [ 1798-1863]
聖ス テパノ の遺骸を抱え
起こ す弟子たち

1860 油彩、 板にカルト ン貼付
平成17年度丸沼芸術の森寄託
（ 登録美術品）

ウ ジェ ーヌ ・ ブーダン [ 1824-1898] ノ ルマンディ ーの風景 1854-1857 油彩、 板
平成24年度丸沼芸術の森寄託
（ 登録美術品）

カミ ーユ・ ピ サロ [ 1830-1903] エラ ニーの牛を追う 娘 1884 油彩、 カンヴァ ス

ク ロ ード ・ モネ [ 1840-1926] ルエルの眺め 1858 油彩、 カンヴァ ス
平成17年度丸沼芸術の森寄託
（ 登録美術品）

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] ト レ ス ト リ ニェ ルの岩場 1920 油彩、 カンヴァ ス

モーリ ス ・ ド ニ [ 1870-1943] シャ グマユリ の聖母子 1925 油彩、 カンヴァ ス

斎藤豊作 [ 1880-1951] 建て掛けの家 油彩、 カンヴァ ス

パブロ ・ ピカソ [ 1881-1973] 静物 1944 油彩、 カンヴァ ス

モーリ ス ・ ユト リ ロ [ 1883-1955]
旗で飾ら れたモンマルト
ルのサク レ =ク ール寺院

1919 油彩、 カンヴァ ス

跡見泰 [ 1884-1953] 石川島 1930（ 昭和5） 油彩、 カンヴァ ス

小林真二 [ 1890-1965] 庭 1931（ 昭和6） 油彩、 カンヴァ ス

岸田劉生 [ 1891-1929] 路傍初夏 1920（ 大正9） 油彩、 カンヴァ ス

古川弘 [ 1907-1977] 写真機のある 静物 1943（ 昭和18） 水彩、 紙

駒井哲郎 [ 1920-1976] 閉じ た扉 モノ タ イ プ（ カラ ー） 、 紙
平成4年度ホダカ株式会社、
株式会社マルキンジャ パン寄贈

駒井哲郎 [ 1920-1976] Nat ur e Mor t e （ 静物） 1975（ 昭和50）
アク アチント 、 ソ フ ト グラ ンド ・
エッ チング、 紙

平成4年度ホダカ株式会社寄贈

駒井哲郎 [ 1920-1976] 教会の横 1955（ 昭和30）
エングレ ーヴィ ング、 ド ラ イ ポイ ン
ト （ 雁皮刷） 、 紙

平成4年度ホダカ株式会社寄贈

（ 前期展示： 3/2-4/14）

ポール・ セザンヌ [ 1839-1906]
シャ ト ー・ ノ ワ ールの近
く の高台から 見たサン
ト ・ ヴィ ク ト ワ ール山

1900-1902 鉛筆、 水彩、 紙 令和5年度丸沼芸術の森寄託

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903] ノ アノ ア（ かぐ わし い） 1893-1894 木版、 紙

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903]
アウ ティ ・ テ・ パペ（ 川
岸の女たち）

1893-1894 木版、 紙

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903] 宇宙創造 1893-1894 木版、 紙

小村雪岱 [ 1887-1940] 落葉 c. 1924（ 大正13頃） 彩色、 絹

（ 後期展示： 4/16-6/2）

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903]
ナヴェ ナヴェ ・ フ ェ ヌ ア
（ かぐ わし き 大地）

1893-1894 木版、 紙

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903]
マーナ・ ノ ・ ヴァ ルア・
イ ノ （ 悪魔は語る ）

1893-1894 木版、 紙

ポール・ ゴーギャ ン [ 1848-1903]
『 ル・ ス ーリ ール（ 微
笑） 』 の扉絵

1899 木版、 紙

フィ ンセント ・ ファ ン・
ゴッ ホ

[ 1853-1890]
草地、  背景に新教会と ヤ
コ ブ教会

1882 水彩、 鉛筆、 紙、 チッ プボード 令和2年度丸沼芸術の森寄託

小村雪岱 [ 1887-1940] 青柳 c. 1924（ 大正13頃） 彩色、 絹

3　 さ いき んのたま も の

斎藤与里 [ 1885-1959] 内海遊記
1929（ 昭和4） -
1938（ 昭和13）

ペン、 紙 令和4年度寄贈

『 美術新論』 第4巻第7号
1929（ 昭和4） 年7月／
発行： 美術新論社

雑誌

田中保 [ 1886-1941] 膝を つく 裸婦 1920（ 大正9） 鉛筆、 紙 令和4年度大久保静雄氏寄贈

田中保 [ 1886-1941] 作品名不詳
c. 1912（ 明治45-大正元
頃）

油彩、 カンヴァ ス
令和3年度浅子ク ーネル・ すば
る 氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 芝居
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1950（ 昭
和25）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 家・ 窓・ 人
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1950（ 昭
和25）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960]
Vi si t or s t o a Bal l et
Per f ormance

複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1950（ 昭
和25）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 鼻高プロ フ ィ ール
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1950（ 昭
和25）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 森のつどい
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1951（ 昭
和26）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 庭
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1951（ 昭
和26）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

2　 セレ ク ショ ン  誰かの気配
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瑛九 [ 1911-1960] 村
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1951（ 昭
和26）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] 子供の部屋
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1952（ 昭
和27）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] コ ンポジショ ン
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1954（ 昭
和29）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

瑛九 [ 1911-1960] ビ ルの人
複製： 1979（ 昭和54）
オリ ジナル： 1954（ 昭
和29）

ゼラ チン・ シルバー・ プリ ント 令和4年度帯金章郎氏寄贈

森村泰昌 [ 1951-] 花と 包丁 1990（ 平成2） タ イ プCプリ ント
令和5年度双ギャ ラ リ ー 塚本豊
子氏寄贈

佐野陽一 [ 1970-] r eser voi r （ 秋日）
2015（ 平成27） -2022
（ 令和4）

タ イ プＣ プリ ント 令和5年度寄贈

佐野陽一 [ 1970-] f l ow（ 秋日）
2015（ 平成27） -2022
（ 令和4）

タ イ プＣ プリ ント 令和5年度寄贈

佐野陽一 [ 1970-] f l ow（ 秋日）
2015（ 平成27） -2022
（ 令和4）

タ イ プＣ プリ ント 令和5年度寄贈

正木隆 [ 1971-2004] 造形99-2 1999（ 平成11） 油彩、 綿布 令和3年度正木建治氏寄贈

1F 吹き 抜けロ ビ ー

アリ ス ティ ド ・ マイ ヨ ール [ 1861-1944] イ ル・ ド ・ フ ラ ンス 1925 ブロ ンズ
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■ サンデー・ ト ーク  

 

 年間で 10 回程度、日曜日に展示室Aで開催しているプログラム。学

芸員が開催中の「 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン」 から 1 点を選び、 作者と

作品についてのエピソ ード を交えながら 30 分程度の解説を行ってい

る。  

 令和5 年度は、 次の通り 開催した。  

 

・ 5 月21 日 平野到  

パプロ・ ピカソ 《 静物》  

    参加者数： 25 人 

 

・ 7 月16 日 五味良子   

スク リ プカリ ウ落合安奈《 Bl essi ng Beyond  

the Borders》  

参加者数： 14 人 

 

・ 8 月27 日 吉岡知子   

マルク ・ シャガール《 二つの花束》  

参加者数： 32 人 

 

・ 10 月8 日 大越久子   

須田剋太《 作品1984 白》  

参加者数： 22 人 

 

・ 11 月26 日 鴫原悠  

ポール・ シニャッ ク 《 アニエールの河岸》  

参加者数： 25 人 

 

・ 1 月28 日 菊地真央   

牧野虎雄《 晩き夏》  

参加者数： 20 人 

 

・ 2 月18 日 佐藤あゆか  

小島喜八郎《 草 冬》  

参加者数： 23 人 

 

・ 3 月3 日  篠原優  

クロード ・ モネ《 ルエルの眺め》  

参加者数： 30 人 
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■ 収集事業  

 平成30年度に美術作品取得基金によってポール・シニャック《アニ

エールの河岸》を購入したが、これ以降の財政状況は一層厳しく、作品

の購入が叶わない状況が続いている。そうした中で、令和5年度は34

点の寄贈と 5 点の寄託を受けた。寄贈者と寄託者の皆様に改めて御礼

申し上げたい。 

 瑛九、須田剋太、遠藤利克は県ゆかりの作家として、これまでも積極

的に作品の収集を続けてきた。今回は、それぞれの制作活動を検証す

る際の参考となる作品及び資料類の寄贈を受け、体系的な収集を進め

ることができた。中でも、須田剋太の支援者から受贈した多数の油彩・

ドローイング作品は、これまで当館に収蔵のなかった初期の写実的な

作品が中心となっており、須田の作品変遷を辿るうえで重要な収蔵と

なった。 

 彫刻1点と写真2点を収蔵している遠藤利克については、＜空洞説

＞シリーズの構想を示す平面作品を収蔵した。県内を拠点に活躍する

重要作家として、さらなる収集の強化に努めたい。 

 現代作家の作品についても、寄贈によりコレクションに一層の厚み

が得られた。1960年代末に活動を開始し、美術家共闘会議（美共闘）

を理論的に牽引するなど重要な活動を展開した彦坂尚嘉の作品は、作

家の制作の原点に位置付けることのできる作例である。当館が収集の

柱のひとつとする1960 年代末から1970年代の日本の美術動向につい

て、従来とは異なる角度からの検証が可能となる点でも重要な収蔵と

なった。また、作家自身が名画の登場人物などに扮する写真作品で活

躍する森村泰昌の1990年の作品1点も受贈した。代表的な作風とは異

なるユニークなコンセプトによる、希少な作例である。  

 当館で開催した展覧会をきっかけに寄贈を受けた作品も多くあった。

令和 4 年度の企画展「桃源郷通行許可証」に出品した文谷有佳里と佐

野陽一から、展覧会出品作およびその関連作品を受贈した。同年の「Ｍ

ＯＭＡＳコレクション」で紹介した諫山元貴からは、映像作品2 点を

受贈した。また、令和5年度に横尾龍彦の回顧展を開催したことから、

大型作品を含む横尾の油彩画 5 点を受贈した。展覧会事業が収集につ

ながることは大変意義深いが、本来的には、出品作を購入により収集

できることが望ましい。 

 瑛九のフォトデッサンを写真家の細江英公が複写した作例を受贈し

た。瑛九没後に著作権者が携わって制作されたもので、エディション

が入っていないことから、資料として登録した。 

 そのほか、ポール・セザンヌの貴重なドローイング、菊沢武江・武内

鶴之助の作品を受託した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 令和5年度収集作品数と収蔵作品総数 

                      

                    令和6年3月31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和5年度収集点数 収蔵作品 

総数 区分 購入 寄贈 保管転換

ほか 

日本画 0 0 0 505 

油彩画ほか 0 10 0 686 

ドローイング 0 14 0 851 

版画 0 0  0 1,395 

写真 0 4 0 226 

映像 0 2 0 6 

平面その他 0 2 0 21 

彫刻 0 0 0 198 

立体その他 0 1 0 14 

工芸 0 0 0 50 

書 0 0 0 31 

資料Ⅰ 0 1  0 151 

資料Ⅱ 0 0 0 34 

合計 0 34 0 4,168 
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■ 新収蔵作品一覧 

 

* 作家名のアルファベット順に掲載した。なお「Q Ei」は「E」で取っている。 

 

1  

文谷有佳里 1985（昭和60）- 

BUNYA Yukari 

drawing 2022.6.25 

drawing 2022.6.25 

令和4年   ペン、カーボン紙、紙 

2022   Pen, carbon paper transfer on paper 

73.0×110.0cm 

裏面に年記、サイン「2022.6.25 Yukari Bunya」 

令和5年度寄贈 

D-0838 

 

 

2  

文谷有佳里 1985（昭和60）- 

BUNYA Yukari 

drawing 2022.6.26 

drawing 2022.6.26 

令和4年   ペン、カーボン紙、紙 

2022   Pen, carbon paper transfer on paper 

73.0×110.0cm 

裏面に年記、サイン「2022.6.26 Yukari Bunya」 

令和5年度寄贈 

D-0839 

 
 

3  

文谷有佳里 1985（昭和60）- 

BUNYA Yukari 

drawing 2022.6.27 

drawing 2022.6.27 

令和4年   ペン、紙 

2022   Pen on paper 

73.0×110.0cm 

裏面に年記、サイン「2022.6.27 Yukari Bunya」 

令和5年度寄贈 

D-0840 

 

 

4  

文谷有佳里 1985（昭和60）- 

BUNYA Yukari 
なにもない風景を眺める 2010.10.21 

Looking at the Vacant Scenery 2010.10.21 

平成22年   ペン、紙 

2010   Pen on paper 

55.5×79.0cm 

裏面に年記、サイン「2010 10 21 aichi Yukari Bunya」 

令和5年度寄贈 

D-0841 

 
 

5  

文谷有佳里 1985（昭和60）- 

BUNYA Yukari 

なにもない風景を眺める  

Looking at the Vacant Scenery  

平成24年   ペン、韓紙 

2012   Pen on Korean paper 

各215.0×149.0 cm（2点1組） 

裏面に年記、サイン「2012 12 1 Yukari Bunya」（右）、「2012 12 1 

Yukari Bunya」（左） 

令和5年度寄贈 

D-0842 
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6  

瑛九 1911（明治44）-1960（昭和35） 

Q Ei  

手鏡を持つ女 

Woman with a Hand Mirror 

昭和27年（昭和59年 細江英公スタジオ複製）  ゼラチン・シル

バー・プリント 

1954（reproduction by Eikoh Hosoe studio:1984） Gelatin 

silver print 

イメージサイズ：30.0×23.5cm、シートサイズ：35.7×27.4cm  

令和5年度帯金章郎氏寄贈 

RI-0151  

※『瑛九と仲間たち 久保貞次郎 美術の世界2』特装版（1984年）

所収                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7  

遠藤利克 1950（昭和25）-  

ENDO Toshikatsu 

“空洞説―壷⇔水”のためのプラン 

Plan for "Void-Pot⇔Water" 

令和 3 年 パテ、鉛筆、鉛、銅、緑青、ボード 

2021   Putty, pencil, lead, copper, verdigris on board 

65.0×50.0×4.8㎝ 

右下に作品名、年記、サイン「“空洞説―壷⇔水”のためのプラ

ン.2021. 遠藤利克」 

令和5年度冨山美智子氏寄贈 

T-0014 

 

 

 

 

8  

彦坂尚嘉 1946（昭和21）- 

HIKOSAKA Naoyoshi 

史律におけるプラクティス ７ 

Practice by Shiritsu(History) 7 

昭和44年／昭和51年再制作   ビニール、ニス、木 

1969／1976, reproduced   Plastic and varnish on wood 

162.0×130.5×7.0cm 

令和5年度村松画廊 小松良子氏寄贈 

B-0020 

 

 

9  

彦坂尚嘉 1946（昭和21）- 

HIKOSAKA Naoyoshi 

史律におけるプラクティス 8 P.W.P. 1 

Practice by Shiritsu(History)8 (P.W.P.1) 

昭和44年／昭和51年再制作   クリア・アクリル、木 

1969／1976, reproduced   Clear acrylic on wood 

161.0×131.5×4.0cm 

裏面にサイン、作品名、年記「彦坂尚嘉 史律におけるプラクティス 

8(PWP1)[1969年作「板壁」の反復変奏作品] 1976年制作」 

令和5年度村松画廊 小松良子氏寄贈 

B-0021 
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10  

諫山元貴 1987（昭和62）- 

ISAYAMA Genki 

壺 

Pot 

平成21年 フルHD、デジタル・ヴィデオ 

2009 Full HD, digital video 

6分32秒（無音） 

令和5年度寄贈 

V-0005 

 
 

11  

諫山元貴 1987（昭和62）- 

ISAYAMA Genki 

Order#10 

Order#10 

令和4年 フルHD、デジタル・ヴィデオ 

2022 Full HD, digital video 

ループ（無音） 

令和5年度寄贈 

V-0006 

 

 

12  

森村泰昌 1951（昭和26）- 

MORIMURA Yasumasa 

花と包丁 

Flower and Knife (HANA to DEVA) 

平成2年  タイプCプリント 

1990   Type C print 

175.0×120.0cm 

裏面にサイン、年記、エディション表記 

Y Morimura 1990 1/5 

令和5年度双ギャラリー 塚本豊子氏寄贈 

PH-0226 

 

 

13  

佐野陽一 1970（昭和45）- 

SANO Yoichi 

reservoir（秋日） 

reservoir(autumn day) 

平成27-令和4年   タイプCプリント 

2015-2022   Type C print 

100.0×126.0cm 

裏面にエディション表記、作品名、サイン、年記「1/3 “reservoir

（秋日）” Yoichi Sano 2015-22」 

令和5年度寄贈 

PH-0223 

 

 

14  

佐野陽一 1970（昭和45）- 

SANO Yoichi 

flow（秋日） 

flow(autumn day) 

平成27-令和4年   タイプCプリント 

2015-2022   Type C print 

100.0×126.0cm 

裏面にエディション表記、作品名、サイン、年記「1/3 “flow（秋

日）” Yoichi Sano 2015-22」 

令和5年度寄贈 

PH-0224 
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15  

佐野陽一 1970（昭和45）- 

SANO Yoichi 

flow（秋日） 

flow(autumn day) 

平成27-令和4年   タイプCプリント 

2015-2022   Type C print 

100.0×126.0cm 

裏面にエディション表記、作品名、サイン、年記「1/3 “flow（秋

日）” Yoichi Sano 2015-22」 

令和5年度寄贈 

PH-0225 

 

 

16  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

ざくろ 

Pomegranate 

1930年代前半  油彩、カンヴァス 

Early 1930s  Oil on canvas 

36.5×43.5cm 

左下にサイン「cocutta.」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0677 

 
 

17  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

妙義山 

Mount Myogi 

昭和16年  油彩、カンヴァス 

1941   Oil on canvas 

44.0×32.1cm 

右下に年記（皇紀）、サインおよび作品名「二六〇一、一 須田剋太 

妙義山」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0678 

 

 

18  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

二月堂 

Nigatsudo 

昭和17-20年頃  油彩、カンヴァス 

c.1942-1945   Oil on canvas 

66.0×91.0cm 

右下にサイン「須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0679 

 
 

19  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

読書する男 

Man Reading 

昭和14年  油彩、カンヴァス 

1939   Oil on canvas 

117.0×91.0cm 

右下にサイン「須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0680 
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20  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

あやめ 

Iris 

昭和16年  油彩、カンヴァス 

1941   Oil on canvas 

61.0×73.0cm 

右下に年記（皇紀）およびサイン「二六〇一、六 須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0681 

 

 

21  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

神将 

Shinsyo 

昭和17年  油彩、カンヴァス 

1942   Oil on canvas 

146.0×97.0cm 

左下にサイン「須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

O-0682 

 
 

22  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

地獄谷線刻仏 

The Stone Cave Buddha of Jigokudani 

昭和31年  グアッシュ、紙 

1956   Gouache on paper 

51.7×74.2cm 

左下に年記およびサイン「1956.11.10 剋、」、朱文円印「須田剋

太」」 

令和5年度寄贈 

D-0843 

 

 

23  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

男の像 

Portrait of a Man 

昭和11年  グアッシュ、墨、鉛筆、コンテ、紙 

1936   Gouache, sumi, pencil, and conté on paper 

62.5×48.0cm 

左下に年記およびサイン「二五九六・六 須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0844 

 

 

24  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

《老人像》習作 

Sketch of an Old Man 

昭和16年頃  コンテ、鉛筆、墨、紙 

c.1941   Conté, pencil, and sumi on paper 

62.5×47.5cm 

右下にサイン「須田剋太」、白文方印「須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0845 
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25  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2）     

SUDA Kokuta 

妙心寺法堂 

Myoshinji Temple 

昭和17年  鉛筆、グアッシュ、コンテ、墨、紙 

1942   Pencil, gouache, conté, and sumi on paper 

62.7×47.3cm 

左下に作品名、年記（皇紀）およびサイン「妙心寺法堂 二六〇二、

三、一五 須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0846  

 

 

26  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

神将 摩虎羅 

Sketch of Shinsho Makora 

昭和17年  コンテ、鉛筆、水彩、紙 

1942   Conté, pencil, and water color on paper 

62.5×48.0cm 

左下に年記（皇紀）「2602.7.7」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0847  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

寺 

Temple 

1940年代前半  コンテ、鉛筆、水彩、紙 

Early 1940s   Conté, pencil, and water color on paper 

48.0×62.5cm 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0849 

 
 

29  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

かぼちゃ 

Squash 

1940年代前半  グアッシュ、コンテ、紙 

Early 1940s    Gouache and conté on paper 

47.5×62.2cm 

右下にサイン「須田剋」、画面中に白文方印「須田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0850 

 

 

 

 

 

 

27  

須田剋太 1906（明治39）-1990（平成2） 

SUDA Kokuta 

大磯千畳敷裏山 

Landscape of Oiso 

昭和13年  コンテ、鉛筆、水彩、紙 

1938   Conté, pecil, and water color on paper 

48.0×62.7cm 

左下に年記（皇紀）、作品名およびサイン「二五九

八、二、大磯千畳敷裏山 須田剋太」、白文方印「須

田剋太」 

令和5年度長谷川英世氏寄贈 

D-0848 
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30  

横尾龍彦 1928（昭和3）-2015（平成27） 

YOKOO Tatsuhiko 

エゼキエルの幻視 

Ezekiel's Vision 

昭和41年  油彩、カンヴァス 

1966   Oil on canvas 

73.0×60.8cm 

左下にサイン「T.YOKO」、裏面に作品名、年記、サイン「“エゼキエ

ルの幻視”1966 T.YOKO」 

令和5年度青木画廊寄贈 

O-0683 

 
 

31  

横尾龍彦 1928（昭和3）-2015（平成27） 

YOKOO Tatsuhiko 

引き出されたカオス 

Extracted Chaos 

昭和43年  油彩、カンヴァス 

1968   Oil on canvas 

53.1×45.7cm 

左下に年記、サイン「68 T.YOKO」、裏面に作品名、年記、サイン

「引き出されたカオス」、「1967 T.YOKO」 

令和5年度青木画廊寄贈 

O-0684 

 

 

 

 

 

33  

横尾龍彦 1928（昭和3）-2015（平成27） 

YOKOO Tatsuhiko 

黝い玉座 

Jet Throne 

昭和47年  グアッシュ、紙 

1972  Gouache on paper 

57.5×45.5cm 

右下にサイン「T.YOKO」 

令和5年度宇井浩一氏寄贈 

D-0851 

 
 

34  

横尾龍彦 1928（昭和3）-2015（平成27） 

YOKOO Tatsuhiko 

青い風 

Blue Wind 

平成15年  ミクストメディア、カンヴァス 

2003   Mixed medium on canvas 

200.0×200.0㎝ 

右下にサイン「T.YOKO」 

令和5年度横尾嘉子氏寄贈 

O-0686 

 

32  

横尾龍彦 1928（昭和3）-2015（平成27） 

YOKOO Tatsuhiko 

水と霊 

Water and Spirits 

昭和41年  油彩、カンヴァス 

1966   Oil on canvas 

53.0×45.6cm 

左下にサイン「T.YOKO」 

令和5年度宇井浩一氏寄贈 

O-0685 
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■ 美術資料貸出等一覧 

 

■ 美術作品の館外貸出  
 

館外貸出点数：  18 件( 展覧会)   45 点( 点数)  
作家名 作品名 展覧会名 会場 会期 

佐伯祐三 門と 広告 佐伯祐三 ―自画像と し ての風景 東京ス テーショ ンギャ ラ リ ー 2023/1/21-4/2 

   大阪中之島美術館 2023/4/15-6/25 

モーリ ス ・ ド ニ ト レ ス ト リ ニェ ルの岩場 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

森田恒友 イ ル・ ブレア 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

森田恒友 フラ ンス 風景 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

斎藤豊作 初冬の朝 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

資料 遠矢良茂宛葉書 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

資料 遠矢良茂宛葉書 憧憬の地 ブルタ ーニュ  国立西洋美術館 2023/3/18-6/11 

ウ ジェ ーヌ・ ブーダン  ノ ルマンディ ーの風景（ 寄託作品）  ブルタ ーニュ の光と 風 SOMPO美術館 2023/3/25-6/11 

   福島県立美術館 2023/7/1-8/27 

   静岡市美術館 2023/9/5-10/22 

ク ロ ード ・ モネ ルエルの眺め（ 寄託作品）  ブルタ ーニュ の光と 風 SOMPO美術館 2023/3/25-6/11 

   福島県立美術館 2023/7/1-8/27 

   静岡市美術館 2023/9/5-10/22 

上田薫 ジェ リ ーにス プーン C ト リ ッ ク ×イ リ ュ ージョ ン！ 北海道立近代美術館 2023/4/22-6/11 

福田美蘭 湖畔 ト リ ッ ク ×イ リ ュ ージョ ン！ 北海道立近代美術館 2023/4/22-6/11 

福田美蘭 
黄金の雨に変身し た ジュ ピ

タ ーを迎える ダナエ 
ト リ ッ ク ×イ リ ュ ージョ ン！ 北海道立近代美術館 2023/4/22-6/11 

草間彌生 ス ーツケース  
草間彌生の自己消滅、 ある いは 

サイ ケデリ ッ ク な世界 
草間彌生美術館 2023/4/29-9/18 

斎藤豊作 フラ ンス 風景Ⅲ ベルギーと 日本 目黒区美術館 2023/4/29-6/18 

   高梁市成羽美術館 2023/7/8-8/27 

   新潟県立近代美術館 2023/9/16-11/12 

ポール・ シニャ ッ ク  アニエールの河岸 
Van Gogh and t he Avant-Gar de：  

The Modern Landscape 
シカゴ美術館 2023/5/14-9/4 

佐藤太清 竹窗細雨 生誕 110 年 佐藤太清 八幡浜市美術館 2023/7/1-8/20 

カミ ーユ・ ピ サロ  エラ ニーの牛を 追う 娘 

土と と も に 美術にみる <農>の世界 

―ミ レ ー、 ゴッ ホ、 浅井忠から 現代の

アーティ ス ト ま で 

茨城県近代美術館 2023/7/8-9/3 

土田麦僊 甜瓜図 虫めづる 日本の人々 サント リ ー美術館 2023/7/22-9/18（ 後期展示）  

大浦一志 
杉並区阿佐谷南 3 丁目 23-13～

普賢岳「 再立」 1994. 10. 09-1 
大浦一志―雲仙普賢岳／記憶の地層 武蔵野美術大学美術館 2023/9/4-10/1 

森田恒友 水郷図（ 春）  
春陽会誕生 100 年 それぞれの闘い 

岸田劉生、 中川一政から 岡鹿之助へ 
東京ス テーショ ンギャ ラ リ ー 2023/9/16-11/12（ 半期展示）  

   栃木県立美術館 2024/1/13-3/3 （ 半期展示）  

   長野県立美術館 2024/3/16-5/12（ 半期展示）  

   碧南市藤井達吉現代美術館 2024/5/25-7/7 （ 半期展示）  

森田恒友 水郷図（ 冬）  
春陽会誕生 100 年 それぞれの闘い 

岸田劉生、 中川一政から 岡鹿之助へ 
東京ス テーショ ンギャ ラ リ ー 2023/9/16-11/12（ 半期展示）  

   栃木県立美術館 2024/1/13-3/3 （ 半期展示）  

   長野県立美術館 2024/3/16-5/12（ 半期展示）  

   碧南市藤井達吉現代美術館 2024/5/25-7/7 （ 半期展示）  

福田美蘭 湖畔 福田美蘭―美術って、 なに？ 名古屋市美術館 2023/9/23-11/19 

田中保 キュ ビス ムの裸婦 
ト ラ ンス ボーダー： 和歌山と アメ リ カ

をめぐ る 移民と 美術 
和歌山県立近代美術館 2023/9/30-11/30 

田中保 き も のの女 
ト ラ ンス ボーダー： 和歌山と アメ リ カ

をめぐ る 移民と 美術 
和歌山県立近代美術館 2023/9/30-11/30 

斎藤与里 塩原錦秋 那須塩原風景画譚 那須塩原市那須野が原博物館 2023/10/7-2024/1/14（ 前期展示） 

森田恒友 湖畔の村 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 樵夫 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 島の井 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 湖畔 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 午睡する 看護婦 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 磯Ⅰ 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 着船 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 リ ヨ ン郊外 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 少女（ 2）  
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 ヴェ ト ゥ イ ユの春 Ⅲ 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 イ ル・ ブレア 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 フラ ンス 風景 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 
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■ 特別利用（ 令和 6 年 3 月 31 日現在）   
 

写真原板貸出： 32 件 48 点 

作品撮影： 2 件 16 点 

作品熟覧： 6 件 25 点 

作品模写： 0 件 

 

■ 原板貸出 

作家名 作品名 発行元等 媒体 

小林雪岱 深見草 編集室 青人社 『 日本伝統の配色事典』  

小茂田青樹 山兎 井の頭自然文化園  
「 大正時代の写実主義 北村西望の彫塑と 日本画」  

展示パネル 

斎藤豊作 フ ラ ンス 風景Ⅰ 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 フ ラ ンス 風景Ⅱ 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 初冬の朝 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 ヴェ ヌ ベルの桃 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 雪景色 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 春の山 個人 イ ベント 展示パネル 

斎藤豊作 にわか雨 個人 イ ベント 展示パネル 

小村雪岱 見立寒山拾得 株式会社小学館 雑誌『 和樂 8・ 9 月号』（ 2023 年 7 月）  

今村紫紅 龍虎 株式会社アフ ロ  2024 年 年賀状 

今村紫紅 龍虎 株式会社アフ ロ  2024 年 年賀状 

佐伯祐三 門と 広告 一枚の繪株式会社 雑誌『 一枚の繪 8・ 9 月号』（ 2023 年 7 月）  

  
「 DECODE／出来事と 記録―ポ ス

ト 工業化の美術」 展 記録写真 
李禹煥カタ ロ グレゾネ企画 李禹煥カタ ロ グレ ゾネ 

熊谷守一 夏の月 株式会社ネク サス  
テレビ番組「 開運！なんでも 鑑定団」  

（ 2023 年 7 月 25 日（ 火） 放送）  

ク ロ ード ・ モネ ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 日本文教出版株式会社 R6 年度小学校図画工作科教師用指導書 大判掲示物 

ク ロ ード ・ モネ ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 産経新聞社 
企画展「 モネ 連作の情景」 オリ ジナルグッ ズ 

（ ポス ト カード ）  

ク ロ ード ・ モネ ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 株式会社ク ラ リ ス  
『 モネ 連作の情景 完全ガイ ド ブッ ク 』  

（ 2023 年 9 月）  

田中保 花 埼玉り そな銀行 2024 年度カレンダー 

  「 春陽会 牛久沼旅行手描き 告知」  栃木県立美術館 
企画展「 春陽会誕生 100 年 それぞれの闘い 岸田劉

生、 中川一政から 岡鹿之助へ」 図録 

瑛九 花 株式会社アーテフ ァ ク ト リ ー 小学校図画工作教師用学習指導書内『 アート カード 』  

渡邉武夫 老図書館長 Tさ んの肖像 
浦和区役所区民生活部コ ミ ュ

ニティ 課 
「 浦和区絵画作品展 特別展示企画」 展示パネル 

今村紫紅 龍虎 株式会社エイ アンド エフ  雑誌『 ひら く 10』（ 2024 年 1 月）  

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

  記録写真 個人 「 CAF ネビュ ラ 」 展図録 

小村雪岱 お傳地獄挿絵原画( 刺青)  編集室 青人社 『 日本の図像 刺青』（ 2023 年 12 月）  

フィ ンセント ・  

ファ ン・ ゴッ ホ  
草地、背景に新し い教会と ヤコ ブ教会 株式会社堀場製作所 

WEBサイ ト 「 HORI BA」 内の「 HORI BA Tar k」 掲載イ ンタ

ビュ ー記事（ 中国語版）  

小村雪岱 

一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

序幕第一場 取手の宿・ 我孫子屋

の前 

個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

序幕第二場 利根の渡し  
個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

大詰第一場 布施の川べり  
個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

大詰第二場 お蔦の家 
個人 調査研究 

倉田白羊 先生と 生徒 宮崎市安井息軒記念館 企画展「 息軒の娘： 安井息軒の教育論」 展示パネル 

橋本雅邦 乳狼吼月 ス ミ ソ ニア ン 協会国立ア ジア 調査研究 

     

森田恒友 見下ろし たる 港町 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 城址 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 関東の山村 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

森田恒友 山麓煙霧図 
－日本の風景を追求し た画家－ 

森田恒友の表現 
熊谷市立熊谷図書館 2023/10/28-12/3 

五月女幸雄 Vi si on Fugi t i ve 
2023CAF ネビュ ラ 展 

－埼玉前衛から ネビュ ラ へ－ 
埼玉県立近代美術館 一般展示室 2023/11/1-11/5 

高木康夫 作品「 繋」  
2023CAF ネビュ ラ 展 

－埼玉前衛から ネビュ ラ へ－ 
埼玉県立近代美術館 一般展示室 2023/11/1-11/5 

重村三雄 1975 年の私 
2023CAF ネビュ ラ 展 

－埼玉前衛から ネビュ ラ へ－ 
埼玉県立近代美術館 一般展示室 2023/11/1-11/5 

ク ロ ード ・ モネ ジヴェ ルニーの積みわら 、 夕日 モネ 連作の情景 大阪中之島美術館 2024/2/10-5/6  （ 後期展示） 
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美術館 

北沢楽天 ぼんおど り  さ いたま 市立漫画会館 
収蔵品展「 楽天の世界漫遊 3 世界を感じ て～わが道

を拓く 、 三光漫画ス タ ジオ開設編」 展示パネル 

倉田白羊 先生と 生徒 個人 
「 第３ 回飫肥安井息軒展」（ 小村寿太郎記念館展示場） 

展示パネル 

  『 処女の友』 12 巻 10 号表紙 川越市立美術館 『 川越市立美術館紀要』 ( 2024 年 3 月)  

  『 処女の友』 14 巻 6 号表紙  川越市立美術館 『 川越市立美術館紀要』 ( 2024 年 3 月)  

倉俣史朗 ミ ス  ブラ ンチ 株式会社ブッ ク エンド  
『 服の、 先へ。 フ ァ ッ ショ ン ヒ ス ト リ ー編 下巻』  

（ 2024 年 4 月）  

  美術館外観写真 街Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ  分譲地広告 

  美術館遠景写真 街Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ  分譲地広告 

  音楽噴水写真 街Ｃ ＨＥ Ｃ Ｋ  分譲地広告 

奥瀬英三 室内 浦和郷土文化会 雑誌「 う ら わ文化 第 149 号」（ 2024 年 4 月）  

奥瀬英三 浅春 浦和郷土文化会 雑誌「 う ら わ文化 第 149 号」（ 2024 年 4 月）  

倉田弟次郎 農家作業 個人 自費出版誌 

 その他 2 件 2 点の原板貸出あり   

■ 作品撮影 

作家名 作品名 発行元等 媒体 

内間安瑆 FOREST BYOBU( FRAGRANCE)  個人 調査研究 

小村雪岱 青柳 個人 調査研究 

小村雪岱 美人立姿 個人 調査研究 

小村雪岱 見立寒山拾得 個人 調査研究 

小村雪岱 菊 個人 調査研究 

小村雪岱 雪の朝 個人 調査研究 

小村雪岱 おせん 個人 調査研究 

小村雪岱 湯島夜景 個人 調査研究 

小村雪岱 刺青のお伝 個人 調査研究 

小村雪岱 お傳地獄挿絵原画（ 刺青）  個人 調査研究 

小村雪岱 夜雨 個人 調査研究 

小村雪岱 雪兎 個人 調査研究 

小村雪岱 河岸  個人 調査研究 

小村雪岱 紅梅図着物 個人 調査研究 

小村雪岱 
忠臣蔵（ 挿絵原画） 十二月十五日 

第 52 回（ 1129 回）  
個人 調査研究 

小村雪岱 
忠臣蔵（ 挿絵原画） 十二月十五日 

第 48 回（ 1125 回）  
個人 調査研究 

 

■ 作品熟覧 

作家名 作品名 発行元等 媒体 

高田誠 雪の武甲山 個人 調査研究 

高田誠 松原湖辺 個人 調査研究 

高田誠 野尻湖と 妙高 個人 調査研究 

黒川紀章 中銀カプセルタ ワ ービ ル住居カプセル 
中銀カプセルタ ワ ービル 

A606 プロ ジェ ク ト  
調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り（ 舞台装置原画） 序幕

第一場 取手の宿・ 我孫子屋の前 
個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

序幕第二場 利根の渡し  
個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

大詰第一場 布施の川べり  
個人 調査研究 

小村雪岱 
一本刀土俵入り （ 舞台装置原画）

大詰第二場 お蔦の家 
個人 調査研究 

内間安瑆 FOREST BYOBU( FRAGRANCE)  個人 調査研究 

北沢楽天 ぼんおど り  さ いたま 市立漫画会館 調査研究 

小村雪岱 青柳 個人 調査研究 

小村雪岱 美人立姿 個人 調査研究 

小村雪岱 見立寒山拾得 個人 調査研究 

小村雪岱 菊 個人 調査研究 

小村雪岱 雪の朝 個人 調査研究 

小村雪岱 おせん 個人 調査研究 

小村雪岱 湯島夜景 個人 調査研究 

小村雪岱 刺青のお伝 個人 調査研究 

小村雪岱 お傳地獄挿絵原画（ 刺青）  個人 調査研究 

小村雪岱 夜雨 個人 調査研究 

小村雪岱 雪兎 個人 調査研究 

小村雪岱 河岸  個人 調査研究 

小村雪岱 紅梅図着物 個人 調査研究 

小村雪岱 
忠臣蔵（ 挿絵原画） 十二月十五日 

第 52 回（ 1129 回）  
個人 調査研究 

小村雪岱 
忠臣蔵（ 挿絵原画） 十二月十五日 

第 48 回（ 1125 回）  
個人 調査研究 

 

52



■ 教育・ 普及事業  

 教育・ 普及事業では、入館者に当館のコレク ショ ンをさらに楽しみ、

新たな考え方や価値を見出し ていただく ために、 また、 次代を担う 子

供たちの感性と 創造力を育むために、主と して「 一般向け事業」、「 世代

間交流を取り 入れた事業（ 子供のためのプログラ ム）」、「 学校と の連携」、

「 広報活動」 を展開している。  

 新型コロナウイルス感染症対策が続いていた令和4年度と 比べると 、

令和 5 年度は段階的に人数制限も解除され、 以前のよう にイベント の

参加者も 増えてきている。  

 「 一般向け事業」のミ ュージアム・ レク チャーやスライド・ ト ークは、

参加者の方々にはと ても 満足していただけた。 ミ ュージアム・ シアタ

ーも令和4 年度から引き続き開催できた。  

 「 世代間交流を取り 入れた事業」 である子供向けワークショ ッ プ「 Ｍ

ＯＭＡＳ のと びら」 でも定員の制限は不可避であったが、 12 名の定員

を 18 名に増やすこと ができた。申し込みは事前予約制と し、また同時

に複数の場所でプログラ ムを行う など実施方法を工夫しながら運営し、

できる限り 多く の方が参加できるよう にした。  

 「 学校と の連携」 では、多く の学校から授業協力の依頼をいただき、

概ね対応するこ と ができた。  

 「 広報活動」 と しては、広報物配布やメ ディ アでの発信等の取り 組み

に努めた。  

 以上のよう に、 感染症対策による制限は段階的に緩和さ れ、 可能な

範囲で出来る限り の教育・ 普及事業を実施するこ と ができた。 ボラン

ティ アによるガイド 活動も 、 実施方法を工夫しながら 再開するこ と が

できた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「 ミ ュージアム・ レクチャー」 の様子 

 

 

 

 

 

■ ミ ュージアム・ レク チャー 

 令和 3 年度より 、 年度中に１ 回、 展覧会鑑賞と は別の視点で美術に

触れる場と して専門的なレク チャーを開催している。平成30 年度まで

行われていた「 美術館講座」 を、より 間口を広げた形で引き継ぎ、聴講

費不要と したも のである。  

 

■ 日本の表装文化 古美術から現代絵画まで 

2024 年 3 月 16 日（ 土） 14: 00～15:30／講師： 稲﨑昌仁（「 経新堂 稲

﨑」 表具師） ／講堂／参加者数： 70 人（ 予約不要）  

 

■ 担当後記 

◆今回は、 日本絵画の表装をテーマにした。 当館で屏風や掛軸の作品

を展示する際、 しばしば表装の方法や細部の名称、 表装の意味などに

ついて質問を受ける。そこで、普段の展示では紹介できない、表装の歴

史や意義、 現代における表装の様々な実例をテーマに、 講師を検討し

た。  

◆稲﨑氏は、 東京日本橋で 150 年続く 表具屋「 経新堂 稲﨑」 の次男に

生まれ、 約40 年間表装や作品の修復等に携わる。 表装を手掛ける作品

は、 絵画に限っても 葛飾北斎や長崎派の絵師など近世絵師による作品

から、 川合玉堂など近代画家の作品、 そして松井冬子など現代作家の

作品と 幅広い。また、稲﨑氏は、美術大学の学生の作品を表装するプロ

ジェク ト にも参画し 、 表装文化の普及活動にも尽力さ れている。 加え

て、表装に用いる糊や膠、和紙についても、伝統的な素材と 製法を研究

し、製造の復活、継承に貢献するなど、幅広く 精力的な活動をさ れてい

る。そこ で今回は、表装の歴史と 実例について、稲﨑氏が表装を手掛け

ら れた作品や、 表装に使用する材料をご紹介しながら レク チャーいた

だく こと になった。  

◆稲﨑氏は、 表装の歴史的な成り 立ちを示す資料や実際に表装を行う

様子などについて、 こ れまでの仕事で蓄積さ れた豊富な写真画像を見

せながら明快に説明された。また、近世、近代、現代それぞれの軸装作

品３ 点をお持ちいただき、 参加者はそれぞれの作品に併せて仕立てら

れた表装の雰囲気を実感すること が出来た。加えて、膠や和紙、裂地な

ども多数実物をお見せいただき、 参加者は実際に素材に手を触れるこ

と で、 素材の繊細さ や、 同じ裂地でも 生産する国により まったく 質が

異なるこ と などを体感するこ と ができた。  

◆レク チャーでは、 表装を変える前と 後の変化、 現代の居住空間にあ

う 表装など、 分かり 易い事例を多々挙げられた。 表装に関する一般的

な入門書では知り えない様々な情報を、 職人なら ではの経験談、 意見

や思いを述べながら 披露く ださ り 、 レク チャー終了後、 参加者から は

多数感激の声をいただいた。  

◆当日は、 作家や表具師、 日本美術に関心のある方など様々な方が聴

講された。 参加者から多く の質問があり 、 レク チャー終了後も しばら

く 質疑応答が続く など、 白熱した様子であった。 充実したレク チャー

を行ってく ださ った稲﨑氏に改めて御礼を申し上げたい。  

                          （ 菊地真央） 
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■ ミ ュージアム・ シアター 

 展覧会の枠組みでは紹介が難しい表現（ 映像・ 映画、音楽、ダンス、

演劇、パフォーマンス） について取り 上げ、より 幅広いジャンルの表現

に触れる機会を提供するこ と を目的と し て開催し ているイベント であ

る。元々は開館当初から 1997 年まで開催さ れていたもので、令和4 年

度から新規事業と して復活した。  

 

■ 女性たちの映像表現 

[第1 回] 2024 年3 月17 日（ 日） 13: 00～16: 30／講堂／無料 

[第2 回] 2024 年3 月24 日（ 日） 12: 30～15: 50（ 上映終了後、 ト ーク

イベント 実施） ／講堂／無料 

・ 上映作品／マヤ・ デレン「 午後の網目」（ 1943）「 陸地にて」（ 1944）

「 変形さ れた時間での儀礼」（ 1946）  

出光真子 [第 1 回]「 おんなのさく ひん」（ 1973）「 加恵、 女の子でし

ょ ！」（ 1996） [第2 回]  「 Somethi ng Wi thi n Me」（ 1975）「 主婦の一日」

（ 1977）「 At Any Pl ace 4： ヨ ネヤマ ママコ作「 主婦のタンゴ」 より 」

（ 1978）「 父の情景」（ 1981）「 ざわめきの下で」（ 1985）  

清原惟 [第1 回]「 ひと つのバガテル」（ 2015） [第2 回]「 わたしたち

の家」（ 2017）  

・ 第 2 回上映後ト ーク イベント ／登壇者： 清原惟（ 映画監督・ 映像作

家）、 中西香南子（ 国立映画アーカイブ特定研究員）  

・ 参加者数／第1 回： 50 人、 第2 回： 98 人 

 

■ 担当後記 

◆イベント 復活後、2 度目の開催と なったミ ュージアム・ シアター。今

回は、「 女性たちの映像表現」 をテーマと し、マヤ・ デレン、出光真子、

清原惟の映像作品を上映した。 世代の異なる 3 名の女性作家を取り 上

げ、 その表現に通底するも のや異なるも のをすく い上げるこ と で、 現

在の視点から「 女性の映像表現」 について再考する機会と なるこ と を

めざした。なお、清原惟氏の作品上映は、企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」

の関連イベント で登壇いただいたこ と がきっかけと なり 実現した。  

◆アメ リ カ前衛映画の先駆者のひと り であり 、 現在も 多く の作家たち

に影響を与え続けているマヤ・ デレン。 家父長制の強い家庭環境で育

った経験や、 妻であり 母親である自身の立場をベースに、 フェミ ニズ

ム的傾向の作品を制作し続ける出光真子。 そして、 女性同士の関係性

やコミ ュニティ 、 生き方に焦点を当てた映像作品を制作する若手映画

監督の清原惟。3 名の作家の表現方法やアプローチは全く 異なり 、一見

それぞれの関連性は希薄であるよう に思えるかも しれない。 しかし、

彼女たちは作品において、 女性と しての自身の感覚を明確に映し出し

ている。 他にも、「 身体」 に対する意識や「 家」 のモチーフなど、 共通

する要素をいく つか挙げるこ と ができる。 企画にあたっては、 上記の

こ と に着目し、 各作家の特徴がより 理解しやすく なるよう 上映作品を

選定・ 構成した。  

◆開催当日は予想以上に多く の方が参加してく ださった。1 日の上映時

間が長時間に渡るため、合間に休憩を設け、途中退出も 可能と し たが、

意外にも 初めから最後まで通しで参加さ れた方が多かった。 と り わけ

第 2 回は、 清原監督のファンが多く 集まったこ と も あり 、 最終的にほ

ぼ満席の状態と なった。  

◆第 2 回の上映終了後には、 清原惟氏と 中西香南子氏によるト ークイ

ベント を実施した。マヤ・ デレン、出光真子の作品と 清原氏の作品と の

関連性を中心に、「 女性」 の視点から 3 作家の表現についてお話しいた

だいた。 映画監督と 映画研究者と いう それぞれの立場を活かした非常

に興味深いト ークが展開さ れ、 参加者が集中して聞き入っている様子

が印象的だった。  

◆終了後のアンケート では、「 企画内容が新鮮だった」 と いった好意的

な意見が多く 寄せら れた。 また、 マヤ・ デレンの上映を喜ぶ声も聞か

れ、 前衛映画・ 実験映画に高い関心を持つ方が多数いるこ と を実感し

た。一方で、上映中の音声など機材面でのご指摘もあったため、来年度

以降の課題と したい。ミ ュージアム・ シアターの開催は、継続と 情報の

蓄積が重要だと 思われる。 今後も、 多く の人の関心と 期待に応えら れ

るよう な企画を実施していきたい。         （ 佐藤あゆか）  

 

 

「 ミ ュージアム・ シアター」 第2回上映後ト ークイベント の様子 
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■ 一般団体対応 

 

■ スライド ・ ト ーク 

平成27 年度より 、希望する一般団体（ 成人を中心と する 2 名以上の団

体。学校団体や子供中心の団体と 区別） に対して、スラ イド や資料を用

いて展覧会や美術館の案内を行っている。 事前予約制で、 企画展また

はＭＯＭＡＳ コレク ショ ン展を観覧するグループを対象と し、 観覧す

る展覧会の見どこ ろや作品解説、 美術館全体の案内、 屋外彫刻の解説

など、希望に応じた内容・ 時間で対応し ている。展覧会観覧前にテーマ

や構成、見どこ ろ等を聞く こ と で、「 より 関心をもった」「 展覧会観覧が

ますます楽しみになった」 と いう 声が聞かれ、 一定の成果があるも の

と 考えられる。  

また、 新型コロナウイルス感染症の位置付けが 5 類に変更と なったこ

と を受け、 令和 5 年度より 基本的に出張講座をと り やめた。 美術館に

来館し、 美術館の概要や展覧会の見どこ ろを聞いた上で実際に展覧会

を観覧していただく こと で、美術館や美術への親しみをもっても らい、

理解を深めても らいたいと 考える。  

 

■ 対応実績 

対応数： 7 団体、 計104 名 

団体種： 大学、 公民館など 

 

■ 担当後記 

◆スライド を使用した団体案内事業の開始から 9 年が経過した。 新型

コロナウイルス感染症による影響で申し込みが減少し、 令和 3 年度に

若干の回復を見せたが、 出張講座を控えた関係で、 令和 5 年度は総参

加者数は減少した。  

◆しかしながら 、 団体の目的や要望に応じて、 スライ ド の内容を変更

すること で、 参加者から好評の声をいただいた。 11 月に案内し た公民

館の団体は、すでに次年度の申し込みに関しての問い合わせがあった。 

◆昨年度までは感染症拡大の影響によって、 団体の規模を問わず講堂

での実施であったが、 今年度より 館内の規制が緩和したこ と で、 35 名

以下の団体は講座室での案内に戻した。 今後は、 団体の規模や館内の

状況を鑑みて、 講座室と 講堂を使い分けていきたい。  

◆次年度に向けてチラシを一新した。1 枚で予約から当日の流れまで知

ること ができるも のであり 、 次年度に県内の図書館、 公民館などに発

送予定である。 また、 美術館のホームページに一般団体案内専用ペー

ジを作成するこ と を予定している。 今年度は申し 込み数が少なかった

ため、 次年度は広報に力を入れ、 一般団体案内の周知に努めたい。  

◆また、 令和 5 年度より 出張講座をと り やめた。 そのため、 案内後の

鑑賞に繋げられるよう に、 スライド の内容をより 充実させ、 参加者が

美術館に来てよかったと 思えるよう な案内を目指していきたい。                                   

（ 髙橋南々花） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド ・ ト ーク の様子 

               

■ 視覚障害者向け作品案内サービス 

 美術館のアク セシビリ ティ 向上の取組の一環と して、 令和元年度よ

り 、 視覚に障害のある方を対象と し た作品鑑賞のガイド プログラムを

実施している。  

 新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、 令和 2 年度から令和 4 年

度までは展示室内での案内を中止し ていたが、 美術館サポーターによ

るＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの作品ガイド が再開したこ と に伴い、 今年

度より ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン展示室内における所蔵作品の案内を再

開した。  

 今年度はＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの案内およびデザイナーズ・ チェ

アに座って鑑賞いただく プログラムを実施したほか、 屋外彫刻に触れ

て鑑賞するプロ グラ ムの検討も 行った。 プログラ ムは予約制で、 実施

にあたっては、 当館の美術館サポーターにガイド やプログラムの補助

を依頼している。 過去に参加していただいた個人や団体には、 定期的

にメ ール等での案内を行っているが、 幅広い情報発信については課題

と なっている。 県内外の関係団体と のネッ ト ワーク 構築や連携をはか

り ながら、 内容の充実や情報の周知に努めたい。  

 

■ 対応実績 

対応数： 1 団体、 計2 名 

 

ガイド プログラムの様子 
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■ ファ ミ リ ー鑑賞会 

 

美術が好きな方でも 、 小さなお子さ んを育児し ている期間中に美術

館を訪れる機会をつく るこ と は難しい。 また、 北浦和公園には乳幼児

を連れたお母さ んやお父さ んが大勢来園される。  

こ のよう な方々がゆっく り 気兼ねなく 美術館を楽しむきっかけと な

るよう 、 お子様連れの家族優先の時間帯を設けてスタ ッ フがＭＯＭＡ

Ｓ コレク ショ ンを案内するファミ リ ー鑑賞会を平成25年度から実施し

ている。 また、 お子様がスタッ フと 一緒に遊ぶこ と ができるコーナー

も 展示室内に設置した。  

 

■ 令和 5 年度 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、令和元年11月7日以降、

ファミ リ ー鑑賞会の開催を見合わせしていたが、 令和 5 年 5 月 8 日に

新型コロナウイルス感染症の位置付けが 5 類に変更と なったこと によ

り 開催時期を検討し、令和6 年2 月20 日に 4 年3 カ月ぶり に開催する

こ と ができた。  

開催当日は天候に恵まれたこ と もあり 、 9 組19 人が参加した。  

 

■ 担当後記 

 新型コロナウイルス感染症の位置付けが 5 類になったと はいえ、 引

き続き感染症対策が必要であり 、 開催に当たっては十分に注意を払う

必要がある。  

 新型コロナウイルス感染症拡大前には 5 月と 10 月又は 11 月に実施

していたが、 展覧会など主催事業等の状況を考慮し、 柔軟に時季を選

び実施していきたいと 考える。  

参加者からは「 子供を預かってもらってゆっく り 楽しめた」  

「 久しぶり に美術品に触れること ができ、 よい時間になった」 などの 

声があり 、 小さ なお子様連れの方に気兼ねなく 来ていただく ための一

定の場を提供すること ができた。  

 ファ ミ リ ー鑑賞会の実施に当たっては、 よ り 実効性のある広報を行

い、 多く の方に参加していただけるよう 努めていきたい。  

                         （ 栗林雅志）  

  

■ 参考 ちらしと 開催時の様子 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

       ちらし(令和6年2月20 日／表面・ 裏面) 

 

 

作品解説の様子 

 

 
ベビーカーで入室し、 子供が遊べるスペースを設置 
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■ 子供のためのプログラム 

 

■ アート 体感ワークショ ッ プ「 ＭＯＭＡＳ のと びら」  

 

「 ＭＯＭＡＳ のと びら 」 と は 

 平成22 年4 月からスタート した教育普及プログラム。美術館と いう

場所を舞台に、関わる人全て（ 参加者、美術館スタッ フ、ボランティ ア）

が美術館での体験を共有すること により 、 一人ひと り の新しい次元の

扉が開き、 芸術文化を共に創造する機会が充実するこ と を目的と して

いる。  

 開催日は主に土曜日で、美術館での“ できごと ” を楽しむと いう コン

セプト で運営している。参加対象は幼児（ 4 才） から大人まで幅広く 設

定している。 作品鑑賞と 制作が一体と なったプログラ ムでは、 展示や

収蔵作品を多角的に楽しめるよう 用意している。  

 令和５ 年度は、 内容や定員を制限した実施計画を立て、 プログラム

を実施すること が出来た。 多く の参加者に活動し ても らえるよう 新し

いプログラムの開発にも努めた。  

 

1． みる＋つく る 

 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンや美術館内外の作品、 または開催中の企画

展の作品を鑑賞した後、 鑑賞をも と にし た簡単な制作を楽しむプログ

ラム。 対象： 小・ 中学生。  

・「 作品を見つめて…額縁をつく ろう ！」 5 月20 日／参加者数: 13 名 

・「 世界にひと つ！喜びの自分旗をつく ろう ！」 10 月28 日、 11 月4 日

／参加者数： 12 名、 16 名 

・「 みえる？みえない？ 感じて！『 間の世界』」 12 月9 日、12 月16 日

／参加者数: 17 名、 17 名 

 

2． 親子ク ルーズ 

 ＭＯＭＡＳ コレクショ ンや美術館内外の作品、 または開催中の企画

展の作品を鑑賞した後、 鑑賞をもと にした簡単な制作を親子で楽しむ

プログラム。 対象： 小・ 中学生＋親。  

・「 不思議な果実！君の中身はなんだろな？」 7 月15 日、 7 月22 日／

参加者数:18 名、 18 名 

・「 身近なものでつく ろう  魅惑のウェア！」 2 月3 日、 2月10 日／

参加者数:15 名、 14 名 

 

3． み～っけ！ 

 美術館でのできごと を、 体いっぱい楽しむプログラ ム。 美術館や公

園などの環境を生かし、発見をテーマに実施する。対象： 幼児（ 4 才～

6 才） ＋親。  

・「 ＭＯ“ ＭＡほう つかい” がＭＯＭＡＳ をそめる！」 6 月 3 日、 6 月

10 日／参加者数:13 名、 12 名 

・「 ＭＯＭＡＳ の紙の上の運動会！」 11 月 25 日、 12 月 2 日／参加者

数: 14 名、 14 名 

 

4． 工房 

 美術館ならではの制作を中心と したプログラム。子供から大人まで、

互いに刺激さ れながら楽しく 制作する。 対象： 小学生～一般。  

・「 まるまるあなだらけのランプシェード を作ろう ！」 6 月24 日、7 月

1 日／参加者数:15 名、 13 名 

・「 絵画の中から飛び出し て！」 1 月 20 日、 1 月 27 日／参加者数:14

名、 14 名 

・「 自分だけの No.1 チェアー」 3 月2 日、 3 月9 日／参加者数:15 名、

16 名 

 

工房「 自分だけの No.1 チェアー」 制作の様子 

 

5． 彫刻あら いぐま 

 屋外にある彫刻作品を洗浄するプログラ ム。参加者は洗浄のプロ（ 学

芸員） やボランティ ア・ スタッ フに教えてもらいながら、彫刻作品を一

生懸命洗浄する。また、洗浄前と 後の彫刻の気持ちを考えるなど、スタ

ッ フと 会話をしながら鑑賞も 楽しむ。 対象： 小・ 中学生＋親。  

・ 4 月29 日、 9 月16 日／参加者数: 11 名、 7 名 

※5 月13 日、 9 月9 日／雨天のため中止 

 

6． フリ ープログラム 

 誰でも 参加できるプログラ ム。 洗濯ばさ みを使った造形遊びをした

り 、 青空の下で風を感じて描いたり 、 グッ ド デザインの椅子に座って

お気に入り の椅子をみつけたり 、 スト ローをカク カク つなげたり して

楽しむ。 対象： どなたでも。  

・「 洗濯ばさみで絵を描こう ！」「 わく わく 鑑賞ツアー」 4 月8 日／参加

者数: 39 名、 18 名 計57 人 

・「 キラキラカチカチ★スプーンワールド ！」「 わく わく 鑑賞ツアー」 4

月22 日／参加者数:38 人、 9 人 計47 人 

・「 風を描こう ！」「 カク カク つなげて遊ぼう ！」 5 月6 日／参加者

数: 122 人、 69 人 計191 人 

・「 洗濯ばさみで絵を描こ う ！」「 お顔をト レース★肖像画」 10 月7日

／参加者数:81 人、 51 人 計132 人 

・「 アート ★ビンゴ」 1 月13 日／参加者数:61 人 

 

7． サマー・ アド ベンチャー 

 夏休み限定の特別企画。 普段なかなか足を運べない遠方の方にも 参

加しやすく 、 美術に触れ、 美術の価値を見出す機会を提供するスペシ

ャル・ プログラム。  

・「 ガムテープのズッ ク 屋さん！」 8 月 5 日／講師:佐藤いちろう (ク ツ

創家） ／対象:小・ 中学生／参加者数: 29 名 

・「 フリ ープログラム DAY」 8 月12 日／参加者: 212 人 

・「 王冠をつく ろう ！」 8 月19 日／講師: 平島鉄也（ 造形作家） ／対象：

小・ 中学生／参加者数:16 名 

・「 横尾龍彦さんになり きろう ！－無意識から生まれる色と かたち

－」 8 月26 日／対象:小・ 中学生／参加者数:15 名 
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サマー・ アド ベンチャー「 ガムテープのズック屋さん！」  

講師・ 佐藤いちろう 氏 

 

 

サマー・ アド ベンチャー「 王冠をつく ろう ！」  

講師・ 平島鉄也氏 

 

8． もますまつり  

 県民の日（ 11 月14 日） に行う 、 フリ ープログラムの拡大版。 対象：

どなたでも。  

・「 わく わく 鑑賞ツアー」「 風を描こ う ！」「 キラ キラカチカチ★スプー

ンワールド ！」 11 月14 日／参加者数: 330 人 

 

■ 担当後記 

◆新型コロナウイルスの感染対策が緩和され、 事前申込制プログラム

の定員を増やした。 悪天候による中止を除き、 全てのプログラムを実

施するこ と ができた。  

◆参加人数を重視していた頃もあったが、 コロナ禍を経て、 現状でき

ること を話し合い、材料、道具などを取り そろえ、充実した環境を参加

者に提供できないか、 学校や家ではできない美術館ならではの内容を

より 深く 考える年度と なった。  

◆ＭＯＭＡＳ のと びら拡大版「 サマー・ アド ベンチャー」 では、2 名の

講師をお招きした。 ク ツ創家と して、 普段はアーティ スト 以外でも 靴

職人と して活動する佐藤いちろう 氏のワーク ショ ッ プでは、 参加者の

靴型を用意し、 自分で価値をつけるク ツ作り を行った。 造形作家であ

る平島鉄也氏のワーク ショ ッ プでは、 自分にご褒美あげよう 、 と いう

言葉と と も に、 自由にできないこ と が多かったこ こ数年の自分に向け

て、王冠作り を行った。サマー・ アド ベンチャーは以前から人気があっ

たが、 令和 5 年度は特に応募が多かったよう に感じる。 ここから継続

して、 ＭＯＭＡＳ のと びらへの参加者も 増えた。 今後もまた参加した

く なるよう な内容を考えたい。            （ 飯田淳乃）  

 

 

■ 夏休みの特別プログラム 

 

1． 夏休みＭＯＭＡＳ ステーショ ン 

 夏休みに美術館を訪れる子供たちをサポート するコーナー。 研修を

受けた教育普及サポート ・ スタッ フが相談員と なり 、館内の案内や「 彫

刻や作品を楽し むためのワーク シート 」、「 展覧会を楽しむためのワー

ク シート 」 などの資料を配布したり 、 美術館見学の宿題の相談に応じ

たり する。   

 令和 5 年度は 7 月 15 日（ 土） ～8 月 29 日（ 火） の休館日以外の毎

日、 エント ランス・ ロビーにて対応した。  

 

2． 夏休み鑑賞ガイド ツアー 

 夏休み期間中に 3 日間限定で行う 30 分のミ ニ・ ツアー。 美術館職員

と 教育普及サポート ・ スタッ フの有志がファ シリ テーターと なり 、 ツ

アーの運営にあたる。 美術に興味のある人と 一緒に美術館を巡るこ と

で、 美術の楽し み方を体験的に学ぶこ と ができる機会を提供するこ と

が可能である。  

 例年、小・ 中学生や親子連れの入館者が参加し、気軽にアート に親し

めるツアーと して好評を博していたが、 令和2、 3, 4 年度と 感染症対策

のため中止していた。 令和 5 年度は感染症対策が緩和されたため 1 回

実施した。  

・ 8 月11 日／参加者数： 55 人 

 

 

■ ミ ュージアム・ コラボレーショ ン 

 

 埼玉大学と 埼玉県立近代美術館が協働して子供のための事業を行う

も ので、主と して土曜日の教育普及プログラム「 ＭＯＭＡＳ のと びら」

のスタッ フと し てプログラムの企画・ 運営に携わっている。 教員等を

目指す学生が積極的に参画すること で、 学生にと っては、 子供への接

し方や授業の進め方等、 現場での実践力を身につけるにと どまらず、

美術館と いう 社会教育施設での学びの在り 方、 学校での図工・ 美術の

学び、 社会や子供と 図工美術のつながり などを広く 学ぶ場になってい

る。  

 

■ 担当後記 

◆令和 5 年度の履修者は 0 名であった。 新型コロナウイルスの感染対

策が緩和さ れてから 、 様々な場所で実践できる環境が戻ってきた。 当

館では、 渦中も 工夫を凝らし事業を継続してきたが、 ここ で新たにプ

ログラ ムを見直す時がきたのかもし れない。 他施設ではできないよう

な活動を増やし、 魅力的な事業になるよう 努めていく 。（ 飯田淳乃）  
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■ 企画展ワークシート の作成 

  

 企画展の特徴をわかり やすく 紹介するため、 主にセルフガイド 型の

ペーパー・ アイテムを作成している。会場で無償配布するほか、学校団

体や子供のためのプログラムなどでも 幅広く 活用している。 必要に応

じて小・ 中学校、高校、図書館、公民館にも 配布する広報資料であり 、

また学校では、 鑑賞学習の指導者側のツールと し ても 用いられ、 来館

前の事前学習に大いに役立っている。  

 令和5 年度は次の 2 種を作成した。  

 

①「 イン・ ビト ウィ ーン」 ／作成： 髙橋南々花  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表面 

 

 

②「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」 ／作成： 髙橋南々花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面 
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■ 学校と の連携 

 

■ 教員美術講座 

 

 教育現場に生かせる講座を提供し、図工・ 美術教育の発展と 充実を図

ると と も に、 博学連携を深めること を目的と している。 令和 5 年度は

講座2 回を開催した。  

 

■ 第1 回教員美術講座 

 「 造形遊びをと おして図工の時間をアッ プデート させよう ！」  

8 月3 日（ 木） ／講師： 石上 城行（ 埼玉大学教育学部芸術講座 教授）

／参加者数： 24 名 

 今年の第 1 回教員美術講座では「 造形遊び」 にスポッ ト を当てた活

動を行った。 新聞紙や紙コッ プなどの身近な素材を使い、 部屋の空間

を存分に利用しながら、テーマに沿った制作を行った。活動の最後に、

造形遊びの進め方や児童への声掛けの仕方、 評価のポイント について

講師より お話をいただいた。  

参加者の感想（ 抜粋）： 造形遊びの声がけでつい「 すごいね」「 おもしろ

いね」 と 言っていましたが、言葉をかえていきたいです（ 小学校教諭）

／実際に体験してみると 、 楽しさ 、 難し さ…子どもの立場で考えるこ

と ができました（ 小学校教諭） ／特別支援学校（ 知的） 低学年でもでき

るあそび（ どちらかと いう と 、素材あそび） をいろいろ取り 組んでいき

たいと 感じました（ 特別支援学校教諭）  

 
「 第1回教員美術講座」 の様子 

 

■ 第2 回教員美術講座 

 「 色、 いろ、 イロで、 空を舞う ！」  

8 月10 日（ 木） ／講師： 代 淳子（ 行田市立太田中学校 教諭） ／参加

者数： 23 名 

 人間の左脳は言語的、 理論的な働きをしているのに対して右脳は非

言語的、 直感的な働きをしていると いわれる。 右脳を使う こ と で自分

ら しく 生き生きと した表現ができるこ と が考えら れる。 講座では、 右

脳を働かせて絵の具やパスなどの描画材を使用し て、 色をテーマに制

作し、 三原色を中心と したより 自然に近く 美しい色調を生み出す工夫

にチャレンジした。  

 参加者の感想（ 抜粋）：  たく さ んのこと をためしながら 体験するこ

と ができてよかったです（ 小学校教諭） ／三原色を使う こ と の奥深さ

を今回の講座で体感しました。 生徒たちへ還元し たいと 思います（ 中

学校教諭） ／学生の時にこ のよう な美術をやった経験はなかった。 苦

手ながらも 自分なり にやると と ても 楽しい三原色での作品作り でした

（ 特別支援学校教諭）。  

 

「 第2 回教員美術講座」 の様子 

 

■ 担当後記 

◆令和4 年度の講座は 1 回のみの実施であったが、 令和5 年度は 2 回

実施するこ と ができた。 2 回の実施になっても 申し込みが多く 、 両講

座と も抽選と なった。  

◆教員の働き方が見直さ れている中、 造形遊びを実際にやってみる時

間を確保するのは難しい。 今回の講座では、 実際に教員がやってみる

と いう 活動を通して、活動の面白さ 、や難しさ など、新たな発見があっ

たと いう 意見が多かった。  

◆前年度に実施した講座を応用した内容と なっており 、 右脳を働かせ

て諸感覚から認識する描き方から、 立体的な作品づく り まで発展さ せ

ること ができた。 成果物から 辿ると 、 制作において難しい箇所がある

のではないか、 と 参加者の表情も少し硬く なっていたが、 講師である

代先生より 丁寧な説明があり 、 何より も 児童・ 生徒の立場から 制作を

考えると いう プログラムに対してのお気持ちが聞けたこと で、 参加し

た先生方も リ ラッ ク スして取り 組むこ と ができた。  

◆令和3、 4 年度と 、 右脳を働かせて創作する講座を実施いただいた講

師の代先生の集大成と なる講座を実施した。  

◆色について難しく 考えていたが、 児童・ 生徒への伝え方や道具の使

い方で表現の幅が広がるなど、 今までの教材の中でも 新しい発見をし

ている先生が多く いた。  

◆右脳で描く シリ ーズと して、 コロナ禍から 3 年講師を務めていただ

いた代先生には多大なる感謝を申し 上げたい。 また、 このよう な講座

を実施できるよう に努めていきたい。         （ 飯田淳乃）  
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■ ミ ュージアム・ キャラバン事業 

 

 県内の学校をアーティ スト と 共に訪問してワーク ショ ッ プを行い、

授業の枠を広げて鑑賞や創作体験をすること を通じて、 児童生徒に美

術の楽しさ や美術的な価値観・ 視点を伝えること を目的に本事業を実

施している。  

 

■「 影のワーク ショ ッ プ」  

2 月8 日（ 木） ／講師： 青木聖吾（ 美術家） ／実施校： 三郷市立前谷小

学校／参加生徒数： 5 年生 52 名 

 講師の指導のも と 、「 影」 をテーマにしたワーク ショ ッ プを行った。

プロジェク ターの光で映し出された影の形を友達同士で写し取り 、 そ

の形に合わせて赤・ 青・ 緑のパスで色を重ね、「 も う 一人の自分」 を作

り 出した。 生徒一人一人が自分だけの色の重ね方をするこ と で、 成果

物は様々な表情と なった。また、講師の作品や制作過程を紹介し、美術

への姿勢や考え方、 作品制作に込める思いなどについて生徒が知る、

貴重な機会と なった。  

 

 
ミ ュージアム・ キャラバン「 影のワークショ ップ」 の様子 

                                                                      

■「 丸シールでいろいろな世界を描こ う ！」  

2 月21 日（ 水） ／講師： 大村雪乃（ 現代美術家） ／実施校： 戸田市立

美谷本小学校／参加生徒数： 5、 6 年生 95 名 

 一度は見たこ と のある「 丸シール」 を使って絵を描く ワーク ショ ッ

プを行った。 アート は誰も が楽しめるも の、 アート をより 身近に感じ

てほしいと いう 講師の思いから手軽に貼るこ と ができるシールを素材

と して絵を描いている。 ワーク ショ ッ プでは、大小30 種類以上の丸シ

ールを使って、 学年でテーマをわけ、 その世界に合う ものを丸シール

で表現した。 素材と なる丸シールは目にしたこと があっても 、 どのよ

う に配置したら 理想の形ができるのか試行錯誤し ている児童の姿は美

術への姿勢考え方、 作品制作について改めて考える機会と なった。  

 
ミ ュージアム・ キャラバン「 丸シールでいろいろな世界を描こう ！」  

制作の様子 

 

■ 担当後記 

◆今年度は、 天候が危ぶまれたものの、 無事 2 校でのワーク ショ ッ プ

を実施すること ができた。  

◆「 影のワーク ショ ッ プ」 では、真っ暗な体育館の壁全体を使っての影

遊びをする活動から スタート する。 子供たちは影の存在は知っている

も のの、 全身を使ってじっく り 遊んだこ と がなかったらしく 、 夢中に

なって動いていたり 、 ポーズをと ったり していた。 影をう つしと る活

動は、壁の凹凸もあり 、少し難しい児童もいたが、友達と 協力しながら

行っていた。 自分の身長以上ある紙にみんなで描く と いう 初めての経

験に面白さ を感じていたよう だった。 最後の成果物の鑑賞では、 講師

の青木聖吾氏に工夫したと こ ろや見てほしいと こ ろをたく さ ん話して

いた。  

◆「 丸シールでいろいろな世界を描こう ！」 では、講師である現代美術

家の大村雪乃氏が自身の制作に使用している丸シールを使って活動を

行った。  

◆大きな画用紙の背景にテーマに合う よう な動植物や建物、 その他自

身がその空間に似合う と 思う も のを丸シールで表現した。 最初は丸シ

ールと いう 素材がどのよう な形になるか想像するのが難しい児童も い

たが、 だんだんと 扱いになれ、 コツをつかみ 1 人 1 作品以上の丸シー

ル作品が誕生した。最後には、大村氏と 作品を鑑賞していく 。近く で制

作していた時と 、 全体を俯瞰して見た時の丸シールの見え方の違いに

驚いた。  

◆通常の授業協力や美術館職員が担当するワーク ショ ッ プと は異なり 、

子供たちがアーティ スト と 一緒に活動したり 、 アーティ スト の考え方

や視点に直接ふれるこ と ができたり する貴重な機会を提供する事業と

して、 今後も進めていき、 学校への広報も 強化していきたい。         

                          （ 飯田淳乃） 
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■ 公募展 第１ 回「 みつめて、 かんじて、 たべてみて！ 

  ―作品のみかた・ 味わいかた」  

 

 学校と の連携強化と 、図工・ 美術教育の発展を目的に、県内の小・ 中

学校、高等学校、特別支援学校（ 級） の児童・ 生徒を対象に本事業の開

催を計画した。 当館収蔵作品の鑑賞をも と に受け取ったイメ ージを、

「 食（ 食べ物/料理）」 になぞらえ、 描いたも のを募集した。 第 1 回の

令和5 年度は、 129 点の作品が集まった。  

 10 月19 日（ 木） に当館創作室において、建畠晢館長、藤倉陽子副館

長、 アーティ スト ・ ユニッ ト L PACK． の小田桐奨氏、 中嶋哲矢氏、 平

野到主席学芸主幹、平井良子教育・ 広報担当課長が審査を行い、以下の

入賞作品と 入選作品を決定した。  

 受賞作品、 応募作品を 11 月 14 日（ 火） から 1 月 28 日（ 日） まで、

1 階吹き抜けまわり の無料スペースに展示した。  

 令和 5 年度は、 埼玉り そな銀行の協賛および埼玉県立近代美術館フ

レンド の協力のも と 、 総合グランプリ に選ばれた作品を、 公募展審査

員の L PACK．が実際に食べ物と して創作する試食イベント も 実施した。 

 

■ 入賞作品  

※受賞者氏名／作品名／鑑賞作品の順に記載。  

 

① 総合グランプリ  

栁平悠斗／色と り どり ミ ルク レープ／田中保《 キュビスト A》  

 

 

② 総合準グラ ンプリ  

岩尾唯芙／真赤なソファーで食べたいリ ンゴのケーキ／ 

剣持勇《 丸椅子（ 二人掛）》  

 

 

 

 

 

 

 

③ 小学校グランプリ  

菅原美莉／新感覚パフェアイス／剣持勇《 丸椅子（ 二人掛）》  

 
 

④ 中学校グランプリ  

大串光桜／甘いカラフル風車／田中保《 キュビスト A》  

 

 

⑤ 中学校準グランプリ  

大月香波／チョ コレート ケーキの疑問／建畠覚造《 Wavi ng Fi gure 18》 
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⑥ 特別支援学校グランプリ  

北川心結／カラフル！？ド ーナツ～モネの希望をそえて～／ 

ク ロード ・ モネ《 ジヴェルニーの積みわら、 夕日》  

 

 

⑥ 特別支援学校準グランプリ  

小島綾音、 原子悠誠、 国谷結希／海鮮ふり かけ丼／ 

田中保《 キュビスト A》  

 

 

■ 表彰式・ 試食イベント  

 
公募展表彰式の様子 

 

 

総合グランプリ の絵（ アイデア） が、 アーティ スト ・ ユニット L PACK.によっ

て実際に食べ物と して創作されました。  

■ 担当後記 

◆約 5 年ごと にテーマを変えて実施してきた公募展であるが、 令和 5

年度は「 みつめて、かんじて、たべてみて！－作品のみかた・ 味わいか

た」 と して、 アート と 食をテーマに第 1 回を迎えた。 美術作品を鑑賞

し感じたこ と や考えたこ と を絵（ 食べ物やレシピ） と して表現する新

しい試みである。 し かし口頭説明が大変難しかったため、 鑑賞の仕方

や応募の流れも 含めて 3 本の動画作品を作成し、 応募を考えている児

童・ 生徒、 また指導を行う 先生向けに一定の内容を伝えるこ と ができ

た。  

◆第 1 回の開催にも関わらず 129 点の作品が集まった。 職員の不安を

よそに児童・ 生徒の多様なアイデアに圧倒さ れ、 審査員たちは作品の

選定に頭を悩ませた。  

◆令和 5 年度は埼玉り そな銀行に協賛いただき、 表彰式の他に美術館

のレスト ラ ンテラスを会場と して試食イベント も 実施するこ と ができ

た。 審査員である L PACK． が、 受賞作品が決まってから約1 か月試行

錯誤を重ねて受賞者が感じたこ と や考えたこ と をかみ砕き、 再構築し

て見事に創作した。1 枚ずつ異なる色のク レープ生地の間に風味の異な

るク リ ームをはさみ、 全体をバターク リ ームで包み込んだ。 美術作品

から絵（ アイデアやレシピ） への表現でも驚かさ れたが、実際に食べ物

と なった時にも 試食した人によって感じ方がさ まざまであり 、今一度、

鑑賞した美術作品を観たく なるよう なイベント と なった。  

◆次年度も 同様の公募展を予定している。 収蔵作品を活用し、 未来を

担う 児童・ 生徒に、 美術館と いう 場所に興味関心を持っても ら う こ と

を考え、 次年度も実施していきたい。          （ 飯田淳乃）  

                     

 

■ その他の学校連携事業 

 学校と の連携を図る活動と して、 以下の対応も 行った。  

 

■ 学校団体の受け入れ 

 美術作品の鑑賞を目的と して来館した園児・ 児童・ 生徒・ 学生を対象

に、 例年であれば対話による鑑賞をしながら 展示室や屋外彫刻を案内

していたが、 新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策を講じつつ、

可能な範囲で案内を行った。 実施し た内容は、 展示室に入る際の鑑賞

ポイント の紹介、 少人数グループに分けた屋外彫刻案内、 別室での複

製画や鑑賞パネルでの対話による鑑賞、 同じく 別室でのグッ ド デザイ

ンの椅子鑑賞体験などである。 活動に制限があったと しても 、 美術館

では展示の迫力を体感したり 、 館内の雰囲気を味わったり と 、 魅力を

存分に感じ取るこ と ができた。  

 学校団体対応数： 28 団体、 計1, 461 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体案内の様子   
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■ 授業協力 

 学校等を訪問し、 当館収蔵作品の複製画やグッ ド デザインの椅子、

鑑賞キッ ト を使って鑑賞の授業を行った。 美術館利用研究会が考案し

たプログラムを軸に、事前に先生方と 打ち合わせを行い、園児・ 児童・

生徒・ 学生の実態やねらいに合わせて授業を計画・ 実施した。特に、グ

ッ ド デザインの椅子の授業では、「 実際に触ったり 座ったり して身近に

アート が感じられ、椅子の鑑賞を通して、子供たちが美術館や作品、作

家へ興味をも つこ と ができた」 と いう 感想をいただいている。図工・ 美

術の授業を苦手に感じる先生自身が楽し みながら 指導の幅を広げるこ

と にも 役立っているよう である。 実施をきっかけに学校全体で年間指

導計画に組み込むなど、繰り 返し依頼のある学校も多い。また、各市町

村の教科別研修会などで紹介していただく こ と も あり 、 経験のある先

生方だけでなく 若手の先生による活用も 増加してきている。  

 授業協力数：  42 校、 118 学級、 計3, 550 名 

 

 

中学校での鑑賞授業の様子（ 椅子のプログラム）    

 

■ 複製画等の貸し出し 

 学校の授業で活用できるよう 、当館収蔵作品の複製画や鑑賞キッ ト 、

アート カード などを貸し出した。複製画や鑑賞キッ ト は、パブロ・ ピカ

ソ《 静物》、小茂田青樹《 春の夜》、ク ロード ・ モネ《 ジヴェルニーの積

みわら、 夕日》、 カミ ーユ・ ピサロ《 エラ ニーの牛を追う 娘》、 マルク・

シャガール《 二つの花束》、岸田劉生《 路傍初夏》、瑛九《 青の中の黄色

い丸》 などから 選ぶこ と ができる。 教員向けの研修や公開授業で見た

り 、 利用している先生から実践内容を聞いたり し て活用を検討する先

生も多く 、問い合わせが増えている。初めて利用する先生には、授業の

流れを実際に見せたり 、 美術館利用研究会が考案した授業例などを紹

介したり している。  

 貸出数：  33 件 

 

■ 職場体験の受け入れ 

 新型コロナウイルス感染症対策が緩和したため、 多く の学校を受け

入れた。 臨時休館時の希望が多く 断り を入れた学校も あった。  

 対応数： 4 校、 12 名（ 中学校4 校）  

 

 

 

 

 

 

■ 博物館実習 

 

 「 埼玉県博物館等の博物館実習生受入要領」 に基づき、 下記の 15 大

学20 名の実習生を受け入れて実施した（ 青山学院大学、跡見学園女子

大学、金沢美術工芸大学、群馬県立女子大学、埼玉大学、十文字学園女

子大学、女子美術大学、多摩美術大学、筑波大学、帝京大学、東京家政

大学、 東京学芸大学、 東京造形大学、 日本大学、 武蔵野美術大学）。  

 日程は全 7 日間で、 学芸員および担当職員による講義中心の合同実

習を 4 日間、 担当学芸員のもと テーマに応じた実務を行う 個別実習を

3 日間行った。  

 令和5 年5 月8 日に新型コロナウイルス感染症が「 5 類感染症」 に移

行されたこ と を受け、 マスク や手洗いなどの感染対策は学生の判断に

委ねつつ、 合同実習はコロナ禍以前と 同様に講座室で行った。  

 

■ 合同実習 

 講義と 実務を中心に職員、 学芸員が講師と して指導した。  

・ 7 月18 日（ 火） ／館内外施設見学、 学芸部の仕事について、 管理の

仕事について、企画展の概要について、企画展の実務について、企画展

見学 

・ 7 月19 日（ 水） ／図書と その取り 扱いについて、 美術資料の収集と

保存について、 ＭＯＭＡＳ コレクショ ンについて、 油彩画と その取り

扱いについて 

・ 7 月20 日（ 木） ／彫刻と その取り 扱いについて、 彫刻のメ ンテナン

ス、 版画・ 写真と その取り 扱いについて、 これからの美術館について 

・ 7 月21 日（ 金） ／日本画と その取り 扱いについて、 広報と 刊行物に

ついて、視覚障害者のガイド について、教育普及活動について、ワーク

ショ ッ プ・ 学校連携について 

 

■ 個別実習 

 各実習生の研究テーマや関心領域に応じて学芸員が1～2名の実習生

を担当し、実務の実習を行った。実習日は、個別実習担当者と 実習生が

相談して決めた（ 原則と して 8 月中に 3 日間）。 当日は、 展示、 収蔵品

の点検、資料整理、資料発送、ワークショ ッ プ運営と いった作業の体験

や意見交換を行った。  

 

 

■ 美術館ボラ ンティ ア 

 

■ 美術館サポーター 

 

 美術館サポーター（ ガイド・ ボランティ ア） は、ＭＯＭＡＳ コレク シ

ョ ン各会期中ほぼ毎日、14 時から 30 分程度、展示室内で解説ガイド を

行っていたが、 令和 3 年度に引き続き展示室内での解説ガイド の実施

を見送った。 ただし 、 年度途中で新型コロナウイルス感染症対策が緩

和されたため、 一定の距離が保てる館内の無料ゾーンまたは屋外彫刻

でのガイド 活動を試みた。 令和 5 年度は以前と 同じよう に展示室内で

ガイド ができるよう になった。  

 令和5 年度の登録人数は 31 名。  
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■ 研修日程 

 令和 5 年度は状況に応じて研修会の実施、 も しく は関連資料の郵送

と した。なお、参加の判断については各美術館サポーターに委ね、参加

が難しい際は資料を郵送した。  

・ 4 月22 日（ 土） 担当職員顔合わせ、 年間予定のお知らせ/ガイ ド 活

動実施方法について 

・ 5 月27 日（ 土） 館長ト ーク ／埼玉県立近代美術館建畠晢館長 

・ 6 月24 日（ 土） ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン 5 月-8 月／ 

 平野学芸員 

・ 7 月22 日（ 土） 企画展「 横尾 龍彦」 ／菊地学芸員 

・ 8 月26 日（ 土） ガイド 活動について資料郵送 

・ 9 月16 日（ 土） ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン 9 月-11 月／ 

 五味学芸員 

・ 10 月28 日（ 土） 企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 ／ 

 鴫原学芸員 

・ 11 月25 日（ 土） ガイド についての資料郵送 

・ 12 月16 日（ 土） ＭＯＭＡＳ コレクショ ン 12 月-2 月／佐藤学芸員 

・ 1 月27 日（ 土） ガイド の実施状況確認、 意見交換 

・ 2 月24 日（ 土） 企画展「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」  

 ／佐伯学芸員 

・ 3 月16 日（ 土） ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン 3 月-6 月／篠原学芸員 

 

 

■ 担当後記 

◆令和3、 4 年度は、 新型コロナウイルス感染症対策のため、 美術館サ

ポーターが展示室内での活動を行う こ と は困難を極めた。 しかし、 一

定の距離を保ちやすいフリ ースペースの作品や屋外彫刻でのガイド か

ら始まり 、 令和 5 年度から展示室でのガイド 活動が再開された。 以前

のよう に毎日開催と まではいかなかったが、 美術館サポーターの希望

日のみ開催し、 徐々に 2 年間ブランク があったガイド を少しずつ思い

出すよい機会になった。また、展示室でのガイド の経験がなかった 8 期

生も、 今までの流れを知るこ と ができた。  

◆展示室内での活動が再開さ れた直後は 2 年間できなかったブランク

を不安に感じているサポーターの方も 多かったが、 他の方のガイド を

聞いたり 、資料閲覧室で資料を集めたり 、自己研鑽に努め、徐々にサポ

ーターガイド の活動日が増えていった。  

◆来館者から「 展示室内でガイド 活動が再開されるのを待っていた」

「 また聞きに来たい」 などのお言葉があり 、 美術館サポーターは当館

にと って、 と ても 大切な存在であると 再認識した。  

◆活動が停止していた 2 年間で美術館サポーターをやめた方や転居、

健康上の理由などで人数が減少している。8 期生がガイド を始めたばか

り ではあるが、 以前のよう に毎日活動を行う のであれば、 新規募集も

視野にいれなければならない。            （ 平井良子）  

 

 

■ 教育普及サポート ・ スタッ フ 

 

 当館の教育普及事業をサポート するボランティ ア・ バンク と して、

学生や教員、 一般まで幅広く 募集している。 美術館への関心の高さ と

と もに、バンク 登録者にと っては社会貢献への位置付けと なっている。

１ 年更新で、 令和5 年度の登録人数は 74 名。  

 

■ 研修日程 

・ 新規スタッ フ研修：  美術館でのサポート ・ スタッ フの役割と 子供の

鑑賞活動について理解しても らい、 美術館と 子供たちのつなぎ役と な

れるよう 研修を実施した。その中で、美術館の目的や収蔵作品、令和5

年度の活動内容と 運営計画などについて講義した。 ／6 月18 日（ 日）、

6 月25 日（ 日）、 7 月15 日（ 土） -21 日（ 金） のう ち 1 日 

・ ガイド スタッ フ特別研修： 夏休み期間に展示中の作品を 実際に見

て、 対話型の鑑賞の練習を行う も のだが、 今年度は 1 回実施した。 ／8

月11 日（ 金・ 祝）  

 

■ 担当後記 

◆令和 5 年度も 美術や教育に関する学科のある大学を中心に連携を図

り 、ガイダンスを実施するこ と ができた。また、募集の際にボランティ

ア参加への動機の記入を必須にした。 新規登録者は、 20 名以上と なっ

た。  

◆令和 5 年度より 応募用紙の様式を一新するこ と ができた。 応募用紙

に記入すること が増えると 、 希望者が躊躇してしまい人数が少なく な

ってしまう かと 思ったが、 そんな心配と は裏腹に、 活動に積極的なス

タッ フが集まり 、 ワーク ショ ッ プを安心安全に行こ と ができ、 活動の

充実度が上がったよう に感じた。 誰でも 気軽にボランティ アができる

のもよいが、一定のラインを設け、同じ気持ちの者が集まると 、人数が

多く なく ても、 充実した活動につながるこ と を肌で感じるこ と ができ

た。                          （ 飯田淳乃） 

 

 

■ ＭＯＭＡＳ 彫刻ボランティ ア 

 

 ＭＯＭＡＳ 彫刻ボランティ アは、 2004（ 平成 16） 年に発足した。 現

在は、土曜日開催の教育普及事業「 ＭＯＭＡＳ のと びら」 において、彫

刻洗浄プログラ ムのボランティ ア講師を務めるこ と を活動内容にして

いる。「 ＭＯＭＡＳ のと びら」 における洗浄プログラムの名称は、 ボラ

ンティ アの愛称である「 彫刻あらいぐま」 を引き継ぎ、彫刻の洗浄方法

と 屋外彫刻の大切さ などを教えている。 登録者数8 名。  

 

■ 活動概要 

令和5 年度は、4～5 月と 9 月に計4 回、「 ＭＯＭＡＳ のと びら 」 の「 彫

刻あらいぐま： あらって見よう ！彫刻作品」 を計画したが、そのう ち 2

回は雨天のため中止と なった。 彫刻ボランティ アが各回数名ずつ講師

と して活動し、 屋外彫刻の鑑賞のポイント などに触れながら、 参加者

と いっしょ に彫刻洗浄を行った。  

・ 4 月29 日（ 土）  参加者・ 4 組11 名、 ボラ ンティ ア講師・ 4 名 

・ 5 月13 日（ 土）  雨天のため中止 

・ 9 月9 日（ 土）   雨天のため中止 

・ 9 月16 日（ 土）  参加者・ 4 組7 名、 ボランティ ア講師・ 3 名 
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■ 広聴・ 広報・ 刊行物 

 

■ 広聴 

 

1. アンケート 調査 

 企画展、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンと も に、 毎回アンケート 調査を実

施し、 来場者の声を聴いた。  

・ 企画展調査：「 横尾龍彦 瞑想の彼方」 7 月15 日～9 月24 日の 65 日

間。 回答数： 259／「 イン・ ビト ウィ ーン」 10 月14 日～1 月28 日の 85

日間。 回答数： 237／「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」 2 月17 日～5 月

12 日の 76 日間。 回答数： 288／いずれも展示室出口でアンケート 用紙

による回答。  

・ ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン調査： 5 月13 日～8 月27 日の 102 日間。 回

答数： 142／9 月2 日～11 月26 日の 77 日間。回答数： 82／12 月2 日～

2 月25 日の 68 日間。 回答数510／3 月2 日～6 月2 日の 57 日間。回答

数677／いずれも 展示室出口でアンケート 用紙による回答。  

 

2. その他 

 当館への問い合わせ等はイ ンターネッ ト でも受け付けており 、 随時

回答している。  

 

■ 担当後記 

◆ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンのアンケート 回答数を増やすため、 アンケ

ート に記入すると く じを引く こと ができる取組を 12月2日から 試行的

に開始した。 企画展の観覧券が当たるお楽し みを目当てに参加する方

が多く 、 およそ 6～8 倍増の効果があった。  

 

■ 広報 

 

1. 印刷物の作成・ 配布 

・ 企画展毎に、それぞれのイメ ージに即したデザインによるポスター、

ちらし、 ワーク シート 等を作成した。 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンでは昨

年に引き続き、 イメ ージを統一した B1・ B2 ポスターを会期ごと に作成

し、 北浦和公園や館内各所に掲出した。 こう したポスター類や道案内

は、JR東日本大宮支社の協力を得て、最寄り の JR北浦和駅構内にも設

置している。 その他、 学校向けの利用案内などは手づく り のちらしを

作成した。  

・ 以上の印刷物や広報紙ソ カロ、ミ ュージアム・ カレンダーを、関連機

関、 協力ポイント 、 近隣自治会や商店会、 カフェ、 県内の情報拠点や

小・ 中・ 高・ 特別支援学校、 全国美術館等に配布した。  

 

2. パブリ シティ  

・ 新聞、 テレビ、 雑誌、 Web 等の各種メ ディ アで取り 上げられるよう 、

展覧会等の事業について、 記者発表（ 5 回） やプレスリ リ ース配信（ 3

回） などを行った。  

・ 企画展の会期初日に報道関係者等を招いたプレスカンファレンスを

開催した（ 3 回開催： 計50 名参加）。 企画展「 アブソリ ュート ・ チェア

ーズ」 では関係者内覧会も あわせて開催した。  

 

3. ホームページ 

 彩の国県立学校間ネッ ト ワーク システムのサーバ上でホームページ

を運用し、 各種情報を発信した。  

 URL： https: //pref . spec. ed. j p/momas/ 

・ 情報項目： お知らせ（ ニュース、広報紙ソ カロ、プレスリ リ ース、ス

タッ フ募集）、 利用案内（ 美術館概要、 利用案内／交通案内、 フロアガ

イド 、資料閲覧室、一般展示室／講堂、北浦和公園）、展覧会（ 企画展、

ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン、アーティ スト ・ プロジェク ト #2. 0、年間スケ

ジュール）、 イベント （ 企画展関連イベント 、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ン

関連イベント 、ＭＯＭＡＳ のと びらカレンダー、イベント ・ カレンダー

その他のイベント ）、 教育普及事業（ ＭＯＭＡＳ のと びら、 学校と 美術

館、ミ ュージアム・ レク チャー、ミ ュージアム・ シアター、作品ガイド 、

サポート ・ スタッ フ）、も っと 楽しも う（ 収蔵品紹介、今日座れる椅子、

ファムス、 ミ ュージアムショ ッ プ、 レスト ラン・ ペペロネ）、 利用案内

／交通案内、 リ ンク 、 サイト マッ プ、 Other Languages、 収蔵品検索、

図録の販売など。  

・ 年間ページビュー数： 912,242 

 

4. SNS（ ソーシャル・ ネッ ト ワーキング・ サービス）  

・ Twi tter 公式アカウント （ 2011 年 7 月～） では、 美術館や北浦和公

園の情報を定期的にツイート している。  

 URL： https: //twi tter. com/momas_ kouhou/ 

 ツイート 数： 9,548、 フォロワー数： 27,588（ 3 月末現在）  

・ YouTube 公式アカウント （ 2014 年 1 月～） では、 展覧会の告知映像

や展示風景、 対談イ ベント 、 学芸員のギャラ リ ート ーク の様子などを

配信している。  

 URL： https: //www. youtube. com/user/momasj p 

・ Facebook 公式ページ（ 2014 年7 月～）では、展覧会や各種イベント 、

収蔵作品解説などの情報発信を行っている。  

 URL： https: //www. f acebook. com/momaspr 

 フォロワー数： 3, 354（ 3 月末現在）  

 いいね！数： 2,834（ 3 月末現在）  

 

5. その他 

・ 年間スケジュールを英語翻訳し、 ホームページ上で提供した。  

・ 県の県民広聴課が 11 月に WEB公開した「 バーチャル埼玉」 に近代美

術館も 参加しており 、 館の概要や展覧会情報及び教育普及事業につい

て掲載している。  

・ 当館の概要を中国語（ 繁体字、 簡体字）、 スペイン語、 韓国語に翻訳

し、 総合受付にて配布している。  

・ グーグル社が提供する「 Googl e Arts & Cul ture」 に参加しており 、

2024 年3 月末現在、主要な収蔵作品の高精細画像99 点（ 日英の解説付

き） 及び館内・ 北浦和公園のスト リ ート ビューを WEB 上で閲覧するこ

と ができる。  

・ 2024 年 1 月 1 日から 1 月 28 日までの間、 JR大宮駅東口「 アイ大宮

東ビジョ ン」 にて、 企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 の PR動画を配信し

た（ 15 秒／時間）。  
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■ 広報記録（ 他の事業で掲載していない記録を掲載）   

＜新聞＞ 

・「 何でも ラ ンキング 迫力の水し ぶき、 真夏の噴水」『 日本経済新聞

（ NIKKEI プラス 1）』 2023 年7 月29 日 

・「 てく てく ジモト ピア タウン記者が巡る地域の宝」『 埼玉新聞』 2023

年8 月2 日 

 

＜雑誌、 ミ ニコミ 誌等＞ 

・ 西部晋二「 一度は訪れてみたい日本の美しき近代建築 感動建築 100

選！」『 ブッ クコム』 2023 年9 月1 日 

・ 後藤さおり「 日本のミ ュージアムを旅する」『 天夢人』 2024 年2 月21

日 

 

＜テレビ、 ラジオ＞ 

・「 朝情報★埼玉」『 Ｆ Ｍ ＮＡＣＫ５ 』 2023 年 7 月 28 日、 11 月7 日、

2024 年3 月13 日 

・「 アート 音痴で悪いか」『 フジテレビ』 2023 年9 月16 日 

 

＜Web＞ 

・「 フリ ーデー活用で無料でアート 鑑賞しよう ！埼玉県立近代美術館の

見どころ・ スポッ ト を紹介」『 咲いたま、 みっけ！』 2023 年7 月10 日 

・「 秋の行楽シーズン 家族で楽しめるスポッ ト ＆イベント 」『 埼玉ママ

情報』 2023 年10 月16 日 

・「 浦和ワシント ンホテル 浦和の過ごし 方（ 周辺情報）」『 楽天ト ラベ

ル』 2024 年3 月22 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 刊行物 

 令和4 年度版年報、令和5 年度版要覧、令和6 年度版ミ ュージアム・

カレンダー、広報紙ソカロを刊行した。年報、要覧、広報紙ソカロはホ

ームページでも 閲覧できる。  

 

■ 広紙ソ カロ  

 広報紙ソ カロ（ A3 版 2 面・ カラー印刷） を、 2 か月毎（ 年 6 回、 各

10, 000 部） に編集・ 発行・ 配布した。  

 

■ 2023 年6-7 月号（ #120 5 月31 日発行）   

・ 無意識の世界を描く  －横尾龍彦の絵画制作（ 菊地真央）  

・ ＭＯＭＡＳ ノ 海（ 五味良子）  

・ MUSEUM NEWS 2023. 6 ▶ 2023. 7 

・ 地域の企業と の連携 浦和PARCOと のコラボレーショ ン（ 平野到）  

・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品「 スプリ ングポッ ト 」  

 

 

■ 2023 年8-9 月号（ #121 7 月31 日発行）    

・ 収蔵品、 海を渡る －シカゴ美術館への作品貸出ク ーリ エ報告

（ 佐藤あゆか）  

・ 特集： 須田剋太（ 大越久子）  

・ MUSEUM NEWS 2023. 8 ▶ 2023.9 

・ 公募展のこれまでと 、 令和5 年度（ 2023 年度） から の取り 組み

（ 飯田淳乃）  

 ・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品「 ハンカチ（ ひびのこづえ）」  
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■ 2023 年10-11 月号（ #122 9 月 30 日発行）    

・ イン・ ビト ウィ ーン（ 鴫原悠）  

・ 永井天陽 遠回り の近景（ 聞き手： 佐伯綾希）  

・ MUSEUM NEWS 2023. 10 ▶ 2023. 11 

・ 展覧会図録の探し方（ 河崎洋）  

 ・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品 

  「 2024 年ダイアリ ー（ 葛西薫）」  

 

 

■ 2023 年12-2024 年1 月号（ #123 11 月30 日発行）    

・ 魅惑のリ アリ ズム（ 佐藤あゆか）  

・ サマー・ アド ベンチャー「 ガムテープのズッ ク 屋さん！」（ 平井良子）  

・ MUSEUM NEWS 2023. 12 ▶ 2024. 1 

・ コレク ショ ンノ ート  早瀬龍江《 妖火》 1954 年（ 篠原優）  

・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品 

 「 椅子のペーパーク ラフト ・ カード 」  

 

 

■ 2024 年2-3 月号（ #124 1 月31 日発行）    

・ 現代美術のなかの椅子なるもの（ 建畠 晢／聞き手： 佐伯綾希）  

・ MUSEUM NEWS 2024. 2 ▶ 2024. 3 

・ 公募展「 みつめて」、かんじて、たべてみて！ －作品のみかた・ 味わ 

 いかた」 食と アート  想像が現実になる！（ 飯田淳乃）  

・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品「 コースター、箸置き、髪留め

（ ヘアゴム）」  

 

 

■ 2024 年4-6 月号（ #125 3 月31 日発行）   

・ 美術館で椅子に座ると いう こと （ 佐伯綾希）  

・ さいきんのたまも の 令和4・ 5 年度 新収蔵品紹介（ 佐藤あゆか）  

・ MUSEUM NEWS 2024. 4 ▶ 2024. 6 

・ さいたま国際芸術祭をみて（ 松江李穂）  

・ ミ ュージアム・ ショ ッ プおすすめ商品「 16: 1（ ペーパーク ラフト ）」 

 

 

■ 担当後記 

◆2024 年度に向けた広報紙ソカロのリ ニューアルについて調整を行っ

た。 年 4 回の季刊誌と して発行回数を減らす代わり に、 紙面を大きく

すること で引き続き読者に当館の情報を発信していく こと と なった。  

 昨年度に引き続き、 週に 1 回X（ 旧Twi t ter） において収蔵作品紹介

を実施した。 そのほか、 教育普及事業の告知や収蔵作品の他館への貸

出情報についても X及びFacebookにて発信するなど幅広い情報が提供

できるよう 計画的にSNSを活用した。          （ 佐藤美絵）  
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■ 図書資料の収集と 公開 

 

 美術館活動を進める上で必要な、 基礎的及び専門的資料を収集し、

併せてこ れを一般に公開すること により 、 県民が美術に親しみ、 理解

と 鑑賞を深める機会を提供している。  

 現在は、 開室日を週 3 日と し、 資料閲覧室の図書資料を公開してい

る。  

 また今年度は、 坂戸市にお住まいだった故・ 岩城邦男氏が蒐集した

小村雪岱の装幀本や挿絵が掲載された雑誌等、 1000 点余の資料をご遺

族が寄贈してく ださった。それを記念して、小規模ではあったが「 寄贈

資料紹介 〈 岩城邦男コレク ショ ン〉」 と してその一部を資料閲覧室で

公開した（ 10 月14 日～2024 年1 月27 日）。  

 
 

■ 蔵書冊数一覧 

・ 一般書 

  分  類 令和4 年度まで 令和5年度 計 

購

入 

A 美術総記 2,473 3        2,476 

B 日本美術 2,720 4 2,724 

C 西洋美術 3,149 1 3,150 

D 東洋 

その他の美術 
186 0 186 

E 図録 898 0 898 

F 埼玉資料 269 1 270 

G 関係諸学 793 0 793 

  小  計 10,488 9 10,497 

受贈 

（ 一般図書・ 他館図録）  
37,329 806 38,135 

合   計 47,817 815 48,632 

 

・ 美術雑誌（ 継続受入中のみ）  

 購入 20 タイト ル（ う ち洋雑誌4 タイト ル）  

 受贈 445 タイト ル 

 計  465 タイト ル 

・ 開室日数 149 日 

・ 利用者数 1,719 人 

・ レファ レンス受付件数 103 件 

 

 

 

■ 椅子の美術館 

 

 約70 種類所蔵しているグッ ド・ デザインの椅子やアート な椅子を館

内に配置して、入館者に鑑賞を楽しんでもらった。こ れらの椅子は、企

画展やＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの展示替えに合わせて定期的に入れ替

え、 ホームページで紹介している。  

 なお、 以前は常時30～40 脚程度を館内各所に配置し、入館者は自由

に座るこ と ができたが、 新型コロナウイルス感染症対策のため令和 5

年の 4 月までは、座れる椅子を限定していた。しかし、5 月以降に対策

が緩和、 感染症の分類も 5 類に移行したため、 約 3 年ぶり に座れる椅

子の配置を再開し、「 椅子」 をテーマにした企画展・ 常設展の開催期間

には数多く の椅子を展示するこ と で、 様々な椅子を楽しめるよう にし

た。  
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■ト ピッ ク ス [１ ]  

  さ いたま国際芸術祭と の連携 

 

 さいたま国際芸術祭は、 さ いたま市を舞台に 3 年に一度開催される

芸術の祭典である。令和5 年度には、3 回目と なる「 さ いたま国際芸術

祭2023」（ 会期： 2023 年10 月7 日～12 月10 日） が実施された。 特に

現代アート チーム 目〔 mé〕がディ レク ターを務めたこと は注目を集め、

「 わたしたち」をテーマに、旧市民会場おおみやをメ イン会場と して、

国内外の多様なアーティ スト が紹介された。  

 当館では、企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 およびアーティ スト ・ プロ

ジェク ト #2. 07「 永井天陽 遠回り の近景」 を連携プロジェク ト と して

実施したほか、 以下のと おり 連携事業を行った。  

  

■ 連携プロジェク ト  

 企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 では、さいたま国際芸術祭実行委員会

の負担金により 、 ジョ ナス・ メ カスの以下の映像作品 3 点を出品、 上

映した。  

・《 Wi l l i amsburg,  Brookl yn》 撮影： 1950 年/1972 年 編集：  

 2003 年/12 分 

・《 Travel  Songs》 撮影： 1967-81 年 編集： 2003 年/23 分 

・《 幸せな人生からの拾遺集（ Out-takes f rom the Li f e of  a  

 Happy Man）》 編集： 2012 年/68 分 

 

 アーティ スト ・ プロジェク ト #2.07「 永井天陽 遠回り の近景」 では、

負担金により 、 B2 ポスター400 枚、 DM500 枚を制作した。  

 

■ 施設割引ク ーポン 

 「 さいたま国際芸術祭 2023」 のメ イン会場入場時に、 当館を含む、

さ いたま市内 5 施設の観覧料が割引または無料になるクーポン券が配

付された。 当館ではク ーポンにより 、 企画展およびＭＯＭＡＳ コレク

ショ ンが団体料金で観覧できるよう にした。  

・ 実施期間： 2023 年10 月7 日（ 土） ～12 月10 日（ 日）  

・ 対象施設： 当館、大宮盆栽美術館、岩槻人形博物館、青少年宇宙科学 

 館、 宇宙劇場 

・ 当館の利用実績： 401 人 

 

■ スタンプラリ ー 

 「 さいたま国際芸術祭 2023」 が連携施設等で行ったデジタルスタン

プラリ ーに当館も 参加した。 各施設に設置さ れた二次元コード を読み

取り 、 スタンプを集めた来場者には、 メ イン会場（ 旧市民会館おおみ

や） 等で景品が配付された。  

・ 当館の実施期間： 2023 年11 月22 日（ 金） ～12 月10 日（ 日）  

・ 二次元コード 設置場所： 2 階展示室入口付近 

・ 当館の参加者数： 57 人（ 全体の参加者数： 360 人）  

 

 

 

 

 

 

 

■ト ピッ ク ス [２ ]  

  埼玉り そな銀行と の協賛連携事業 
 

埼玉り そな銀行開業20 周年にちなんで、当館と 埼玉り そな銀行が連携

し、 下記の二つの事業を実施した。  

 

① 埼玉り そな銀行フリ ーデー  

 実施期間： 2023 年7 月 15 日（ 土） － 8 月27 日（ 日）  

 開館当初に埼玉り そな銀行（ 旧埼玉銀行） の支援で収蔵した主な作

品を、ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの「 セレク ショ ン： 企業の支援によるコ

レク ショ ン」（ 5/13-8/27） において紹介し た。それに連動して、埼玉り

そな銀行の協賛、 埼玉県立近代美術館フレンド の協力のも と 、 夏休み

期間中に親子等で作品を観覧できるよう 、 ＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの

観覧料を無料と する「 埼玉り そな銀行フリ ーデー」 を開催した。開催前

日の 7 月14 日には、 埼玉り そな銀行・ 代表取締役社長・ 福岡聡氏をは

じめ、同銀行の関係者をお招きして、内覧会を開催した。（ 25 頁も要参

照）  

 

※埼玉り そな銀行フリ ーデー開催期間中のＭＯＭＡＳ コレク ショ ンの

観覧者数： 9, 228 人（ 令和4 年度の同時期の観覧者数 4, 942 人）  

 

② 公募展「 みつめて、 かんじて、 たべてみて！－作品のみかた・  

味わいかた」 試食イベント  

 実施日： 2023 年11 月19 日（ 日）、 場所： 当館レスト ランテラ ス 

 当館では継続的に児童 生徒を対象と した公募展を実施してきた。令

和5 年度はその内容を改めて、「 みつめて、 かんじて、 たべてみて！－

作品のみかた・ 味わいかた」 を開催し、 児童 生徒が課題に挙げられた 

4 点の収蔵作品のう ち 1 点を選んで鑑賞し、 感じ取ったこと や想像し

たこと を、 食べ物や料理になぞらえて絵で表現すると いう コンク ール

を行った。さ らに、埼玉り そな銀行の協賛、埼玉県立近代美術館フレン

ド の協力のもと 、総合グラ ンプリ（ 審査員特別賞） の受賞作品を、公募

展のアド バイザーであり 審査員でも ある L PACK．（ 小田桐奨氏、中嶋哲

矢氏によるアーティ スト・ ユニッ ト ）が、実際に食べ物（ ミ ルク レープ）

と して創作し、  それを受賞者等に提供する試食イベント を開催した。

（ 62 頁も 要参照）  

 

■ 担当後記 

◆埼玉り そな銀行と の連携は、 前年度の令和 4 年度に同銀行から当館

に打診があり 、 当時の中村幸太郎副館長を中心に連携内容が検討さ れ

た。開館当初に埼玉り そな銀行（ 旧埼玉銀行） から寄贈された田中保の

作品群などを、 企業の美術館支援と いう 観点から 、 ＭＯＭＡＳ コレク

ショ ンで紹介する一方、 同銀行から 協賛をいただき、 夏休み期間中の

ＭＯＭＡＳ コレクショ ンの観覧料を無料にすると いう 連携案が浮上し

た。 さ らに、 埼玉県立近代美術館フレンド にもこ の事業にご協力をい

ただく こ と になり 、「 埼玉り そな銀行フリ ーデー」が開催可能と なった。 

◆「 埼玉り そな銀行フリ ーデー」 開催期間中のＭＯＭＡＳ コレク ショ

ンの観覧者数は、 昨年度の同時期の観覧者数の約 2 倍と なった。 これ

まで有料の展示室に入るこ と に躊躇していた来館者が、 気軽にＭＯＭ

ＡＳ コレク ショ ンを観覧できる仕掛けと して、 フリ ーデーが大いに機

能したと 推測できる。 また、 親子や家族での来館者が増える夏休み期

間に実施できたこ と も、 効果につながった。  
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◆埼玉り そな銀行からは、公募展「 みつめて、かんじて、たべてみて！

－作品のみかた・ 味わいかた」 試食イベント に対して、「 埼玉り そな銀

行フリ ーデー」 と 併せて協賛をいただく こと になった。 も と も と 公募

展自体はコンク ールを行い、 受賞作品の表彰式を実施するこ と は確定

していた。しかし、受賞作品を実際に食べ物と して創り 、試食するイベ

ント については経費の捻出が必要であった。 この経費に関して、 埼玉

り そな銀行と 埼玉県立近代美術館フレンド に協賛、協力をいただいた。 

◆試食イベント では、総合グランプリ （ 審査員特別賞） の受賞作品が L 

PACK． の手によって素晴らし いミ ルク レープと して創作され、 受賞者

やそのご家族等にふるまわれた。 決して派手な試食イ ベント ではなか

ったが、 天気にも 恵まれて祝祭感に包まれ、 参加された受賞者の方々

も たいへん満足さ れていた様子が印象的であった。 また、 現代美術に

おいては、リ ク リ ッ ト ・ ティ ラヴァーニャのよう に、食を通じて集う こ

と 自体にアート の新たな意味を見出そう と し ている美術家がいるが、

公募展の試食イベント はこ う いったテーマにも通じていく よう に思わ

れた。                        （ 平野到）  

                          

 

■ト ピッ ク ス [３ ]   

  第13 回ミ ュージアムフォーラ ム 

 

 学芸員の日々の研究活動を理解しても らう と と もに、 研究成果を広

く 公開するため、平成23 年度より 毎年「 学芸員合同研究発表会－ミ ュ

ージアムフォーラム－」 を県立博物館 8 館合同で開催している。 令和

5 年度は、例年会場になっていた埼玉県立歴史と 民俗の博物館が改修中

のため、埼玉県立近代美術館を会場に、5 館の県立博物館・ 美術館の学

芸員が近年取り 組んできた研究の成果について発表した。  

 

■ 主催 

 埼玉県教育委員会、 埼玉県立歴史と 民俗の博物館、 埼玉県立さ きた

ま史跡の博物館、埼玉県立嵐山史跡の博物館、埼玉県立自然の博物館、

埼玉県立近代美術館、埼玉県立文書館、さいたま文学館、埼玉県立川の

博物館 

 

■ 開催日、 会場 

 2023 年12 月17 日（ 日）、 当館2 階講堂 

 

■ 参加者数 

参加者合計49 名： 事前申込22 名、 当日参加27 名 

 

■ 発表プログラム 

発表①（ 自然）  

「 貝化石から古環境をひも 解く 」  

 山岡 勇太（ 埼玉県立自然の博物館 学芸員）  

発表②（ 考古）   

「 寄居町末野窯跡群における武蔵国分寺瓦の生産について」  

 宮原 正樹（ 埼玉県立さ きたま史跡の博物館 学芸員）  

発表③（ 歴史）  

「 埼玉のお伊勢参り －文書館収蔵史料の事例から－」  

 木暮 咲樹（ 埼玉県立文書館 学芸員）  

 

発表④（ 日本美術史）  

「 諸井家旧蔵絵画類について―江戸後期の文人画を中心に」  

 井上 海（ 埼玉県立歴史と 民俗の博物館 学芸員）  

発表⑤（ 近現代美術）  

「 戦時下の美術―埼玉県の美術家の動向を中心に」  

 鴫原 悠（ 埼玉県立近代美術館 学芸員）  

 

■ 担当後記 

◆自然、考古、歴史、日本美術史、近現代美術の５ 分野の学芸員が、午

前、午後に分かれて、研究発表を行った。いずれの発表も、各学芸員が

現在まさ に取り 組んでいる調査研究がテーマになっており 、 たいへん

実感のこ も った内容であったと いえる。 全体のテーマを据えてミ ュー

ジアムフォーラ ムを開催したこ と も あったが、 今回は全体のテーマは

掲げず、 学芸員自身が発表テーマを個別に設定する方針をと った。 こ

う いった進め方によって、 学芸員の自主性が最大限に発揮さ れたよう

に思われる。 会場からの質問も 活発に寄せら れていたのが、 印象的で

あった。                                            （ 平野到） 

 

 

■ト ピッ ク ス [４ ]   

  Ｓ ＭＦ と の連携 

 

 平成 20 年から 平成 24 年にかけて、 文化庁のモデル事業・ 補助事業

と して、 地域と 共働したアート プログラムやアウト リ ーチ活動を展開

する事業を実施したが、その成果を継承し平成25 年にサイタマミ ュー

ズフォーラ ム（ Ｓ ＭＦ ／ Sai tama Muse Forum ） が発足した。現在は、

入間市博物館、う ら わ美術館、川越市立美術館、埼玉県立近代美術館と

いった県内各地の公立ミ ュージアムがＳ ＭＦ と ゆるやかに連携し、 情

報交換や連携事業などを行っている。 連携館と の関係の見直しが今後

の課題と なっている。 なお、 令和 5 年度はＳ ＭＦ は一般展示室で以下

の事業を開催している。  

 

・「 TAKARABUNE2024 漕ぎだしたアート のまつり 」  

2024 年 3 月 27 日～3 月 31 日／一般展示室 1／共催： 埼玉県立近代美

術館／来場者:818 人 

 

※Ｓ ＭＦ の趣旨・ こ れまでの活動等については、 Ｓ ＭＦ ホームページ 

http: //www. artpl at f orm. j p を参照のこと 。  
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■ 埼玉県立近代美術館フレンド  

 埼玉県立近代美術館フレンド は、 会員が美術館の情報を直接受け取

ること で美術館活動に積極的に参加し、 また会員相互の交流を深め、

美術館活動を支援すること を目的と している。 略称： ファ ムス

（ f am. s＝f ri ends of  art museum,  sai tama）。  

 

■ 会員数 

412 件（ 令和6 年3 月31 日現在）  

内訳： 一般会員282 人、 ペア会員46 人、 学生会員5 人、 家族会員38

家族（ 132 人）、 賛助会員（ 個人） 15 人、 賛助会員（ 法人） 9 団体、 特

別賛助会員17 団体 

 

■ 活動内容 

1.  企画委員会 

①ギャラリ ー・ ト ーク の開催（ 会員限定）  

・ 8 月21 日（ 月） ／2 階展示室／企画展「 横尾龍彦 瞑想の彼方」 の

担当学芸員による解説／参加者： 12 人 

・ 12 月18 日（ 月） ／2 階展示室／企画展「 イン・ ビト ウィ ーン」 の

担当学芸員による解説／参加者： 14 人 

②ファムス会員作品展 

「 ファムスフェスティ バル 2024」 の開催 

・ 令和6 年1 月23 日(火)～1 月28 日( 日) ／一般展示室／出品者48 名

(出品点数90 点)観覧者1,012 人 

・ 会期中イベント 1 月28 日(日)ワークショ ッ プ「 みんなでつく ろ

う 」  

 

2.  広報委員会 

①『 ファ ムス通信』 第49 号の発行（ 5 月）  

②『 ファ ムス通信』 第50 号の発行（ 11 月）  

 

3.  ミ ュージアム・ ショ ッ プ運営委員会 

①日本橋髙島屋と のコラボレーショ ン企画「 椅子と めぐる 20 世紀の

デザイン展」  

開催日： 令和6 年2 月29 日(木)～3 月18 日(月)  

実施場所： 日本橋髙島屋S.C.  

実施内容： 当館の企画展「 アブソリ ュート ・ チェアーズ」 と 日本橋髙

島屋「 椅子と めぐる 20 世紀のデザイン展」 のコラ ボレーショ ン企

画。 双方の展示会場で広報をすると と も に当館ミ ュージアムショ ッ プ

で販売している椅子の図録を髙島屋で出張販売。  

②サマーセールの実施／8 月1 日(火)～8 月31 日( 木)  

 

4.  事務局 

①『 令和４ 年度フレンド 年報』 の発行（ 7 月）  

②会員限定ギャラリ ー・ ト ークの開催（ 8 月21 日、 12 月18 日）  

③ファムス会員作品展の開催（ 1 月23 日～1 月28 日）  

 

 

 

 

 

 

■ 担当後記 

◆今年度はギャラリ ー・ ト ーク の開催に加え、 新企画で会員の作品展

を開催して多く の観覧者を得た。 次年度は、 探訪会を再開するなど、

会員に喜ばれる企画・ 情報をお届けして美術館活動に貢献したい。       

     （ 事務局・ 野口／飯田）  

 

■ 埼玉県立近代美術館フレンド 役員名簿 

                        令和6年3月31 日現在 

氏名 現職等 備考 

清水 武司 
秩父地域利用者 

写真家 
会長 

武島  裕 秩父地域利用者    副会長 

丸山  晃 
県西地域利用者 

（ 株） 埼玉新聞社  相談役 
 

小林  真 

秩父地域利用者 

デザイナー 

（ 株） コア 取締役顧問 

 

   

 

滝沢 布沙 
県北地域利用者 

染色家 
 

水野 晶子 県南地域利用者 

ミ ュージア

ム・ ショ ップ 

運営委員長 

依田 衣恵 県南地域利用者 企画委員 

 島村 克己 
県南地域利用者 

（ 株） テレビ埼玉常務取締役 
 

野口 恵子 県南地域利用者 広報委員 

根岸 和美 秩父地域利用者   

遠藤  俊明 東部地域利用者 監事 
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■ 貸館事業 

 

 当館地階には県内の美術団体や美術家の作品発表の場と し て、 一

般展示室 1～4 が設けら れている。こ の一般展示室が、美術館の目的

や運営方針にふさ わし い利用に供さ れるよ う 利用申し 込みについて

審査するため、 埼玉県立近代美術館利用審査会が設置さ れている。  

 また、 集会などの会場と し て講堂を貸し 出し ている。 令和５ 年度

の一般展示室の利用状況は次表のと おり で、 団体展、 グループ展、

個展などの形態で、日本画、洋画、彫塑、現代美術、書、 写真などさ

まざまな分野の作品が展示さ れた。  

 令和 6 年 1 月受付分から 、 メ ールでの申請受付も 開始し た。  

 

 

一般展示室 

・ 利用単位： 1 週間（ 月曜日の午後 1 時～翌週月曜日正午）。  

 連続の場合は最長 3 週間。  

・ 使用料（ 1 週間当たり ）：  

 一般展示室 1―238, 700 円、 2―92, 400 円、  

       3―53, 900 円、 4―30, 800 円 

   

講堂 

・ 利用単位： 1 時間 

・ 使用料： 1 時間当たり 2, 200 円 

■ 一 般 展 示 室 利 用 状 況  

№ 展 覧 会 名 
開催期間R5年度 

開催

日数 
利用室 分 野 

展示 

点数 

観覧 

者数 

一日平均 

観覧者数 

自 至 (日) （ 点）  （ 人）  （ 人）  

1 第二回「 扇面書画の世界」  4月4日 4月9日 6 2 書、 水墨画 114 600 100 

2 2023 阿佐見昭彦写真展≪記憶の迷宮≫ 4月4日 4月9日 6 3 写真 38 732 122 

3 第37回渓水会展 4月4日 4月9日 6 4 日本画、 水彩、 油彩、 書、 水墨画 49 587 97 

4 第38回さいたま閏秀展 4月11日 4月16日 6 1 書 54 604 100 

5 第51回主体美術武蔵野作家展 4月11日 4月16日 6 2・ 3 油彩、 アクリ ル 75 596 99 

6 第9回彩友会ボタニカルアート 展 4月11日 4月16日 6 4 水彩 56 742 123 

7 群炎埼玉支部展 4月18日 4月23日 6 2 水彩、 油彩、 工芸、 写真、 創作人形 65 477 79 

8 細田喜代美展 4月18日 4月23日 6 3 油彩 31 464 77 

9 
第67回あり あるクリ エーショ ンズ藝術企画 

ヨ シズミ  ト シオ個展 4月18日 4 月30日 12 4 油彩、 版画、 水墨画 44 1,037 86 

10 第46回埼玉女流工芸展 4月27日 4 月30 日 4 1 工芸 123 880 220 

11 第17回フォト ・ ト ルト ゥ ーガ写真展 4月25日 4 月30 日 6 2 写真 54 790 131 

12 矢部彰日本画展 -晩年を生きる私の心の色- 4月25日 4 月30 日 6 3 日本画 50 309 51 

13 第26回埼玉二科展 5月2日 5 月7 日 6 1～4 水彩、 油彩、 彫刻、 デザイン 109 1,460 243 

14 第71回埼玉県美術展覧会 5月31日 6 月22 日 20 1～4 日本画、 油彩、 彫刻、 工芸、 書、 写真 1,839 18,011 900 

15 第42回埼玉県高等学校写真連盟写真展 7月4日 7 月9 日 6 1 写真 500 1,081 180 

16 第28回基の会展 7月4日 7 月9 日 6 2 油彩 17 394 65 

17 第33回白の会展 7月4日 7 月9 日 6 3 油彩 26 458 76 

18 第21回埼玉独立展 7月11日 7 月16 日 6 1 油彩、 その他、 アクリ ル 59 595 99 

19 2023埼玉モダンアート 展 7月11日 7 月16 日 6 2・ 3 水彩、 油彩、 版画、 その他、 スペースアート  34 586 97 

20 明鏡止水展 付鴻雁展 7月11日 7 月16 日 6 4 その他、 アクリ ル 42 529 88 

21 第49回埼玉二紀展 7月18日 7 月23 日 6 1～4 油彩、 彫刻 89 1,006 167 

22 工藤信芳展 7月25日 7 月30 日 6 2 水彩、 油彩、 コラージュ 54 386 64 

23 SakuraI sono原島辰男二人展 7月25日 7 月30 日 6 4 写真、 その他、 アクリ ル 46 559 93 

24 高桑昌作画業50 周年記念「 自己分析展」  8月1日 8 月6 日 6 1 その他、 ミ クスト メ ディ ア 66 685 114 

25 第32回旺玄会埼玉支部展 8月1日 8 月6 日 6 2～4 
日本画、 水彩、 油彩、 版画、 アクリ ル、  

ミ クスト メ ディ ア 
79 680 113 

26 第57回埼玉平和美術展 8月8日 8 月13 日 6 1～4 油彩、 写真、 工芸、 その他、 インスタレーショ ン 353 1,358 226 

27 第7回公募ZEN展 8月15日 8 月20 日 6 1 日本画、 水彩、 油彩、 版画、 彫刻、 工芸、 写真 185 1,455 242 

28 武蔵野写真（ 内野知樹）  8月15日 8 月20 日 6 4 写真 1,466 608 101 

29 第35回墨芳展併催第9 回墨芳学生書道展 8月23日 8 月27 日 5 1・ 3 書 448 922 153 

30 第2回グループエスポワール絵画展 8月22日 8 月27 日 6 4 水彩、 油彩 31 696 116 

31 第61回公募新構造埼玉展 8月29日 9 月3 日 6 1 油彩、 水彩、 ド ローイング、 版画 69 682 113 

32 ヨ シズミ ト シオ展 8月29日 9 月10 日 12 4 油彩、 版画、 その他、 水墨画 42 808 67 

33 第36回埼玉創元展（ 公募）  9月5日 9 月10 日 6 1 日本画、 水彩、 油彩 62 624 104 

34 現代中国芸術国際交流第5 回目 9月5日 9 月10 日 6 2・ 3 水彩、 油彩、 ド ローイング、 版画、 彫刻、 水墨画 50 410 68 

35 第66回埼玉書道展併催高等学校臨書の部 9月15日 9 月17 日 3 1～4 書 712 950 316 

36 第40回埼玉県写真サロン 9月19日 9 月24 日 6 1 写真 410 1,123 187 

37 第15回フォト サークル・ オプト 写真展 9月19日 9 月24 日 6 2 写真 229 956 159 

38 フォト グループWAVE第37 回写真展 9月19日 9 月24 日 6 3 写真 89 874 145 

73



№ 展 覧 会 名 
開催期間R5年度 

開催

日数 
利用室 分 野 

展示 

点数 

観覧 

者数 

一日平均 

観覧者数 

自 至 (日) （ 点）  （ 人）  （ 人）  

39 第13回ニッコールクラブさいたま支部写真作品展 9月19日 9 月24 日 6 4 写真 41 758 126 

40 ムサ美埼玉2023 展 9月26日 10 月1 日 6 1 日本画、 水彩、 油彩 124 774 129 

41 悠友展 9月26日 10 月1 日 6 2・ 3 水彩、 油彩 58 541 90 

42 
東涂西沫「 中日絵画の融合」  

王淑芝（ 在日三十年回顧展）  9月26日 10 月1日 6 4 日本画、 墨彩画 76 473 78 

43 公募第55回第一美術協会埼玉支部展 10月3日 10 月8 日 6 1 水彩、 油彩、 彫刻、 工芸、 水墨画 142 951 158 

44 第56回埼玉三軌展 10月3日 10 月8 日 6 2・ 3 日本画、 水彩、 油彩 54 548 90 

45 第38回渓水会展 10月3日 10 月8 日 6 4 日本画、 水彩、 油彩 46 599 99 

46 第19回水彩連盟埼玉西支部展 10月10日 10 月15 日 6 1 水彩 49 817 136 

47 第22回純展埼玉支部展 10月10日 10 月15 日 6 2 水彩、 油彩、 その他、 ペン画 79 652 108 

48 
黄綬褒章受章記念  

和紙ファイバーアート の世界 山口幸子展 10月10日 10 月15日 6 3 その他、 和紙 25 985 164 

49 椿会 創作人形展（ たのしい仲間達）  10月10日 10 月15 日 6 4 工芸 創作人形 230 795 132 

50 第8回海游舎書展 10月17日 10 月22 日 6 1 書 89 346 57 

51 第24回地平展 10月17日 10 月22 日 6 2 油彩、 その他、 インスタレーショ ン 45 471 78 

52 第38回アート 現宇展 10月17日 10 月22 日 6 3 油彩、 その他、 アクリ ル、 コラージュ 30 329 54 

53 全日写連浦和支部写真展 10月17日 10 月22 日 6 4 写真 33 473 78 

54 第44回太平洋埼玉展 10月24日 10 月29 日 6 1 水彩、 油彩、 版画、 その他、 染織 99 699 116 

55 現代アート 「 実験02」 展 10月24日 10 月29 日 6 2 油彩、 工芸、 その他、 ミ クスト メ ディ ア 87 537 89 

56 第41回キヤノ ンフォト クラブ浦和写真展 10月24日 10 月29 日 6 3 写真 46 493 82 

57 2023CAFネビュラ展 
11月1日 

11月7日 

11 月5 日 

11 月12 日 11 
1～4 

1～3 

日本画、 水彩、 油彩、 版画、 彫刻、 その他、  

インスタレーショ ン 90 3,105 282 

58 加藤修絵画展 11月7日 11 月12 日 6 4 水彩、 油彩 41 389 64 

59 第66回埼玉県高校美術展 11月15日 11 月19 日 5 1～4 日本画、 水彩、 油彩 866 3,361 672 

60 第62回高校書道展 11月22日 11 月26 日 5 1～4 書 645 682 136 

61 
第14回障害者アート 企画展 

－アート ミ ーティ ングさいたま国際芸術祭－ 
11月29日 12 月3日 5 1～4 

日本画、 水彩、 油彩、 ド ローイング、 版画、 彫刻、  

工芸、 写真 600 1,700 340 

62 第57回全日本書道芸術展 12月5日 12 月10 日 6 1・ 2 書 289 499 83 

63 写真展 何気ない日々の一期一会 12月5日 12 月10 日 6 4 写真 48 345 57 

64 永山佐和子水彩画展 12月12日 12 月17 日 6 4 水彩 40 786 131 

65 第58回「 郷土を描く 児童生徒美術展」  12月23日 12 月24 日 2 1～4 水彩 120 606 303 

66 第26回凜の会展 1月9日 1 月14 日 6 1～4 日本画、 水彩、 油彩、 彫刻、 工芸 162 632 105 

67 
第45回埼玉県書道人連盟役員新春展 

併催「 大作展」  1月16日 1 月21日 6 1～4 書 217 681 113 

68 
文教大学教育学部学校教育課程美術専修  

卒業制作展 1月23日 1 月28日 6 1 油彩、 工芸、 その他、 アクリ ル 13 704 117 

69 第三回文教大学OB・ OG展 1月23日 1 月28 日 6 3 日本画、 水彩、 油彩、 彫刻 24 563 93 

70 
アート でつながる作品展 

第1回ファムスフェスティ バル 1月23日 1 月28日 6 4 日本画、 水彩、 油彩、 工芸、 写真 87 1,012 168 

71 第47回埼玉国展 1月30日 2 月4日 6 1 油彩、 写真 58 611 101 

72 ラルゲット 30 周年記念展 1月30日 2 月4日 6 2 日本画、 水彩、 ド ローイング、 その他、 染色 40 697 116 

73 
令和5年度埼玉県立美術系高等学校 

作品展・ 卒業制作展（ 5校合同展）  2月7 日 2 月11 日 5 1～4 水彩、 油彩、 その他、 映像、 ミ クスト メ ディ ア 800 2,185 437 

74 第43回野美展 2月13日 2 月18 日 6 2 日本画、 水彩、 油彩、 ド ローイング、 彫刻、 工芸 55 614 102 

75 
埼玉大学教育学部美術・ 図画工作分野卒業制作展 

有志展「 彩展」  
2月20日 2 月25日 6 2～4 

水彩、油彩、ド ローイング、版画、彫刻、工芸、写真、

書、 その他、 漫画、 アニメ ーショ ン 67 672 112 

76 全日写連ネーチャーフォト 支部 写真展 2月27日 3 月3 日 6 4 写真 69 508 84 

77 第49回埼玉書道三十人展 3月5日 3 月10 日 6 1 書 44 1,661 276 

78 第13回関口健司展 3月5日 3 月10 日 6 2 水彩 32 407 67 

79 埼玉現展 3月5日 3 月10 日 6 3・ 4 日本画、 水彩、 油彩、 写真、 デザイン 91 1,060 176 

80 第11回埼玉植物画の会作品展 3月12日 3 月17 日 6 2 水彩 136 1,164 194 

81 鈴木千賀子の世界展 3月12日 3 月17 日 6 4 彫刻、 工芸 100 801 133 

82 第8回公募ZEN展 3月19日 3 月24 日 6 1 日本画、 水彩、 油彩、 版画、 ド ローイング、 彫刻 205 1,232 205 

83 第29回彩の国さいたまきり え展 3月19日 3 月24 日 6 2 その他、 きり え 91 1,201 200 

84 彩の国写真俱楽部・ 写真展 3月19日 3 月24 日 6 4 写真 43 906 151 

85 
TAKARABUNE 2024 アート のまつり  

漕ぎ出したアート のまつり  
3月27日 3 月31日 5 1 その他、 インスタレーショ ン 22 818 136 

86 第2回白田知恵子アート キルト 個展 3月26日 3 月31 日 6 3 その他、 パッチワークキルト  72 844 140 

87 
手織り 工房マノ ・ デ・ アール美術館展 

（ 第14回作品展）  
3月26日 3 月31日 6 4 工芸 75 766 127 
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■ 令和５ 年度入館者数一覧 

 

普   及   事   業 貸館事業 

企画展関連  ＭＯＭＡＳ コレクショ ン 関連 教育・ 普及 関連 資料閲覧室 一 般 展示室 埼玉県美術展覧会 

開催期間 

    

4/4(火) 5/31(水) 
    

～ ～     

3/31(日) 6/22(木) 

日  数       (日) 15 8 45 149 241 20 

観覧者数・ 利用者数 

           (人) 

593 191 1,837 1,719 70,156 18,011 

１ 日当たり 平均 (人)    39 23 40 11 291 900 

有 

料 

一般個人  

 

― 

 

 

― 

 

 

― 

 

 

― 

 

 

― 

 

 

― 

一般団体 

大高個人 

大高団体 

合計(人) 

無  料       (人) ― ― ― ― ― ― 

 

月別入館者数 

月  別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

入館者数 

   （ 人）  

13,314 13,105 21,028 9,171 14,874 13,763 13, 195 17,611 10,203 11,385 12,309 18,018 167, 976 

 

 

入館者数 展  示  事  業 

 

ＭＯＭＡＳ  

コレクショ ン 

企  画  展  示 

戸谷成雄  彫刻 横尾龍彦 

瞑想の彼方 

イン・ ビト ウィ ーン アブソリ ュート ・  

チェアーズ 

企画展計 

開催期間 4/1(土) 4/1(土) 4/1(土) 7/15(土) 10/14(土) 2/17(土) 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

3/31(日) 3/31(日) 5/14(日) 9/24(日) 1/28(日) 3/31(日) 

 

日  数        (日) 305 289 39 65 85 38 227 

観覧者数・ 利用者数 

            (人) 

167,976 37,724 5,417 7,868 8,500 5,066 26,851 

１ 日当たり 平均  (人) 550 130 138 121 100 133 118 

有 

料 

一般個人  

 

入 館 料 

無   料 

8,062 2,733 3,641 3,574 2,554 12,502 

一般団体 1,252 144 284 654 310 1,392 

大高個人 647 307 341 370 286 1,304 

大高団体 64 5 16 61 7 89 

合計 (人) 10,025 3,189 4,282 4,659 3,157 15,287 

無  料      (人) ― 27,699 2,228 3,586 3,841 1,909 11,564 
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■ 名簿 

 

■ 埼玉県立近代美術館協議会委員                             

令和6 年3 月31 日現在 

選出区分 氏 名 現 職 

学校教育関係者 秋本 文子 埼玉県市町村教育委員会連合会理事 

羽生市教育委員会教育長 

 森田 豊 埼玉県美術教育連盟連盟長 

深谷市立上柴中学校長 

社会教育関係者 寺久保 文宣 埼玉県美術家協会洋画部招待作家 

 山田 明子 川越市立美術館長 

家庭教育関係者 岡野 啓子 埼玉県家庭教育振興協議会理事 

学識経験者 青木 聖吾 美術家 

 井口 壽乃 埼玉大学大学院教授 

 代田 一貴 ＮＨＫさ いたま放送局副局長 

 關谷 宏之 武蔵野銀行地域サポート 部長 

 野中 味惠子 さ いたま市民生委員児童委員協議会理事 

 山田 志麻子 う らわ美術館学芸員 

 吉野 律 国立新美術館学芸課 

国際連携室プロジェクト ・ マネージャー 

 

■ 埼玉県立近代美術館資料選考評価委員会委員                             

令和6 年3 月31 日現在 

氏 名 現 職 任 期 

滝沢 恭司   町田市立国際版画美術館 

学芸担当係長 

R5. 6. 7～R7.6. 6 

野地 耕一郎 泉屋博古館東京 館長 R5.6. 7～R7.6. 6 

樋田 豊次郎 美術史家 R5.6. 7～R7.6. 6 

山梨 俊夫 地方独立行政法人大阪市博物館

機構理事 

R5. 6. 7～R7.6. 6 

光田 由里 多摩美術大学アート アーカイヴ

センター所長兼同大学院美術研

究科教授 

R5. 6. 7～R7.6. 6 

 

■ 埼玉県立近代美術館利用審査会委員                                       

               令和6 年3 月31 日現在 

氏 名 現 職 任 期 

飯野 一朗 彫金作家 

東京藝術大学名誉教授 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

栗崎 浩一路 書家 

熊谷市美術家協会顧問 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

小澤 基弘 洋画家 

埼玉大学教育学部教授 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

吉武 研司 洋画家 

独立美術協会会員 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

内藤 五琅 日本画家 

日本美術院特待 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

林 喜一 写真家 

全日本写真連盟監事 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

松本 光司 埼玉県教育局市町村支援部 

文化資源課長 

R5. 1. 15～R7. 1.14 

 

 

 

 

 

 

■ 埼玉県立近代美術館職員                      
令和6 年3 月31 日現在 

担 当 職 名 氏 名 

 館長 建畠 晢 

 副館長 藤倉 陽子 

総務、 管理担当 担当部長 栗林 雅志 

総務担当 担当課長 宮田 美香 

 主任 佐藤 耕史 

 主任 壽原 駿太郎 

 会計年度任用職員 福田 紘顯 

管理担当 担当課長 本田 亮二 

 主任 角田 守 

 主任 福島 良 

企画展、 教育・ 広報、 常設展・ 収蔵品担当  主席学芸主幹 平野 到 

企画展担当 主任学芸員 𠮷岡 知子 

 学芸員 鴫原 悠 

 学芸員 菊地 真央 

 学芸員 佐伯 綾希 

教育・ 広報担当 担当課長 平井 良子 

 主任 佐藤 美絵 

 主任 飯田 淳乃 

 主任専門員兼学芸員 大越 久子 

 学芸員 篠原 優 

 会計年度任用職員 髙橋 南々花 

常設展・ 収蔵品担当 学芸員 五味 良子 

 学芸員 佐藤 あゆか 

 学芸員 松江 李穂 

 会計年度任用職員 河崎 洋 
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